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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ　『夢の終わり、夢のつづき』







「モニカ先せん輩ぱい……巫み女こ見習いやめちゃうって本当ですか」





　私物の一いつ切さいが取りはらわれた部屋。閑かん散さんとしたもの寂さみしげな空間に、しんと静まりかえる冷たい静せい寂じやくだけが満ちていた。


　見つめ合う二人の少女。どちらも質素な法ほう衣い姿だ。


「先輩、なんで教えてくれなかったんですか！」


　あどけなくも愛らしい顔だちの少女が声を張りあげる。濡ぬれた翡ひ翠すいの双そう眸ぼうと、天てん井じようの照明をきらびやかに反射する淡い黄金色オフゴールドの長ちよう髪はつ。


「……本当なんですね」


「…………」


　対照的に口をつぐむのは、桜色の髪かみを一つ結びにした少女だった。


　細身で小こ柄がらな身体からだつき、歳としの頃ころは十代なかばだろう。凜りんと澄すんだ顔だちと対照的に、その青みがかった灰色の瞳ひとみはどこか寂しげな雰ふん囲い気きを宿している。


「どうして……教えてくれなかったんですか」


「黙だまってたわけじゃないの。ただ……ユミィにだけは言いだせなくて」


　訴うつたえるような後こう輩はいの視線に耐たえきれず、モニカはそっと横顔を向けた。


「巫女の最終試験まで行けたんだもん。もう思い残すことなんてないから。だから、もう終わりにしようかなって」


　巫女──この浮ふ遊ゆう大陸を結界によって守護する女性たち。沁しん力りよくと呼ばれる奇き蹟せきの波長を行使する、世界で三人しかいない稀き少しような術者である。


　その四人目になるため、モニカはずっと巫女見習いとして訓練を受けてきた。


　七歳で巫女見習いになってから十五歳までの九年間。生きながら氷ひよう塊かいに閉じこめられて深い水みな底ぞこに沈しずめられる。そんな正気か狂きよう気きかもわからない過か酷こくな訓練を受けながら、自分の沁力を開花させてきた。


　その最終試験まで残り……けれどモニカは巫女になれなかった。


「良かったじゃない。わたしっていう巫女見習いが一人減るんだもの、あなたが巫女になるためのライバルが一人減ったと思えば」


「…………先輩」


「わかってるって、冗じよう談だんよ。……でもごめんなさい。ちょっと意地が悪かったわ」


　無言で睨にらんでくるユミィをなだめ、それとなく椅い子すを指さした。座すわって話しましょう？──けれど後輩はそれに目もくれない。


「あ、あの……モニカ先輩。先輩ならきっと司教になれると思うんです！　最終試験まで行ける巫女見習いなんて滅めつ多たにいないし」


「入りたての巫女見習いに沁力の基本を教える、先生みたいな役のこと？」


「は、はい！」


　嬉うれしそうに、瞳を輝かがやかせながらユミィがうんうんと首をふる。


「それならこの部屋だって引き払はらう必要ないはずです……いままでみたいに、わたしだって先輩から教えてもらいたいことたくさんあるし」


　そんな後輩と対照的に。


　モニカは、灰色の双眸を伏ふせたまま静かに告げた。


「もう、わたしが教えることなんてないと思うな。あとはあなた次し第だい」


「…………そんな」


「冷たいことを言ってるわけじゃないの。それはもう、あなたが上達したってことだから。これでも褒ほめてるつもり」


　今度こそ、消しよう沈ちんした表情でユミィはうなだれた。


「…………本当に行っちゃうんですね」


「うん、最終試験を受ける前から決めてたことなの。これでダメだったら仕方ないって」


「もう……会えないんですか」


　巫女見習いでなくなる。それは部屋を引き払い、塔とうから去ることを意味する。


　通例ならばそうだろう、だけど──


「ううん」


「え？」


「もしかしたら、意外なところで会うかもしれないよ？」


「……それは」


　どういうことですか──そう言いたげなユミィの言葉を遮さえぎって、


「じゃあねユミィ、立りつ派ぱな巫女になれるよう応おう援えんしてるから」


　足あし下もとの荷を肩かたに担かつぎ、モニカは後輩に手をふった。





　そして、この三年後。


　再び塔で巡めぐりあうことを、この時の二人はまだ知らない。
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　第一章　『願うほどに』







　　　　１





　浮遊大陸の中央に位置する、天をつくほどに巨きよ大だいな塔──天結宮ソフイア。


　地上２９１階、高度二千メートルに達する浮遊大陸最大の建造物である。蒼そう天てんに延のびた純白の塔は蒼あおと白のコントラストを美しく彩いろどり、はるか先の居住区からも見通せる。


　そんな塔の11階、候補生宿舎の一角で。


「いやいや、だから僕もう全然知らないからっ。本当だって」


　シェルティスは、今日何度目かもわからない悲鳴を上げていた。


　癖くせのある鳶とび色いろの髪と、それより少し濃こいめの同色の双眸。十代の少年らしい細身で均整のとれた体型で、黒の上着ジヤケツトを羽織った十七歳の少年だ。


「噓うそ言わないで。あなた本人が知らないわけないでしょう」


「……勘かん弁べんしてよ」


　フロアの隅すみにある団だん欒らんスペース。


　そのテーブルにぺたっと突つっ伏ぷして思わず溜ため息いき。


「ねえ華宮カグラ、僕もう眠ねむい。……もう朝四時じゃん、結局徹てつ夜やで質問責ぜめになってない？」


「問題なしです、日の出にはまだ時間がありますよ」


　さらりと応こたえて、華宮が反対側の椅子に腰こしかける。


　アイシェード付きの機メ械ツ帽トを目ま深ぶかにかぶる少女だ。人より長くて尖とがった耳をもつ亜あ人じん「ネルの民たみ」の少女で、幼げな容姿に似つかぬ知的な物言いが印象的である。


「わたしは眠くないですよ？」


「それは華宮の生活リズムが半日ずれてるからだって。普ふ通つうは夜に寝て朝起きるわけで、夜に寝なかったら誰だれだって眠いもんだから」


「いいんです。それより気になって仕方なくて、穢歌の庭エデンのこと教えてください」


「……さっき言ったとおりだよ」


　眠気に落ちかかった瞼まぶたをこすり、シェルティスはふっと息をこぼした。


　──華宮の気持ちもわかるんだけど。


　──でも、本当に覚えてないんだ。


　浮遊大陸の一万メートル下に広がる穢歌の庭エデン。黒い障気と黒い水に満ちた異質の空間であり、浮遊大陸に侵しん入にゆうをくり返す幽ゆう幻げん種しゆの住すみ処かであるとされている。


「でも三年前、あなたは穢歌の庭エデンに落下したのでしょう？」


「堕おちた衝しよう撃げきで気を失ってたみたい。……いま考えればの話だけどさ」


　三年前に穢歌の庭エデンに堕ちた当時十四歳の双そう剣けん使い、それがシェルティスだ。


　天結宮ソフイアの公式データでは殉じゆん職しよくになっているが、その少年が生きて浮遊大陸に戻もどったこと、そして人が有する沁力を失ったかわりに真逆の力──幽幻種と同じ魔ま笛てきを宿したことを知っているのは、この塔でも数人かぎり。


「ふむふむ、まあ命があっただけでも奇蹟でしょうね」


　機マ械キ珠ナ──自分用の演算機コンピユータに何かを入力しつつうなずく彼女。


「華宮はなんていうか、探求心旺おう盛せいだよね」


「半分は候補生、半分は研究者の身分ですから」


　穢歌の庭エデンに堕ちたシェルティスを知る一ひと握にぎりの者たち。


　華宮はその数少ない一人である。いや、彼女にもその秘密は隠かくすつもりだったのだ。それが数日前、『黄金』のマハと名乗る強大な沁力術士と戦った時、彼女を助けるために魔笛を使用したことでその秘密を知られてしまった。


「しかし実に興味深い。まさか穢歌の庭エデンから生せい還かんした人間がいるなんて、それも魔笛まで宿してしまうだなんて。公おおやけに知られたら大おお騒さわぎですね」


「わかってるなら──」


「大だい丈じよう夫ぶですよ。あなたが魔笛を宿していること、ほかの人には言いませんから」


　機メ械ツ帽トの下で彼女の口元がそっと微び笑しよう。


　……前より、かなりうち解けてくれてるよね？


　ネルの民は警けい戒かい心しんの強い種族だ。その血を引く華宮も出会った当初はこちらを警戒し、露ろ骨こつなまでに敵対心を剝むきだしにしていた。それがマハ戦での共きよう闘とうによって改善され、笑え顔がおまで見せてくれるのは大きな進歩なのだろう。


「もちろんモニカにも黙ってますよ？」


「……それは真しん剣けんにお願い」


「はい。まあその話はさておき、先ほどの質問の件ですが……なるほど、覚えていないのでは仕方ありませんね」


　無念そうに華宮ががっくりと肩を落とす。


「でしょ？」


「でも残念です。どうにか……ん？　そうだ、あなたの身体からだに直接聞けばわかるかも」


「……身体？」


「はい。睡すい眠みん剤ざいを投とう与よして頭部と内臓各部のＣＴスキャンを実行。しかるのち手術室で施オ術ペを開始。脳に電極をあてて強制的に脳のう細さい胞ぼうを活性化させれば、もしかしたら」


「怖こわっ!?」


　椅子に座ったまま思わず後ろに飛びのいた。


「決まりです！　シェルティス、今度わたしとデートしましょう。待ち合わせは塔内医院の入口、レントゲン室とＭＲＩ検査室を回り、最後に緊きん急きゆう手術室でゴールインです！」


「どんなデートコース!?　ていうか僕をどうする気!?」


「だいじょうぶ、痛くないですよ？　初めてだから優やさしくしますよ？」


「だからなにする気!?」


「心配いりません。ちょっとした冗談です」


「……人ひと騒さわがせな」


　一方の彼女はといえば、テーブル上のティーカップに口をつけて、


「でもね、わたしがこんな冗談を言える相手ってそんなに多くないですよ？　天結宮ソフイアでも数えるくらいしかいません」


「……それ褒め言葉？　僕は喜んでいいの？」


「はい。こう見えて、一いつ緒しよに部隊で頑がん張ばるのも楽しみにしてるんですよ。わたしは塔とう制せい局きよくの研究者でもありますから、いままでまともに部隊の経験がありません。もちろん遊びじゃないとわかっているつもりですが、それでも楽しみなんです」


　……楽しみ、か。


　ティーカップを両手で支える華宮の口調は、その言葉どおり、いつもより少しだけ嬉しそうに弾はずんでいる気がした。


「シェルティスはどうでした？　かつて幹部級の錬れん護ご士しまで進んだあなたとしては」


「楽しいって思えることは……たぶん、あんまりなかったと思う」


「錬護士は千せん年ねん獅し候補ですもの。それだけ責任も大きいですからね」


「それもあるけど」


　テーブル上、片手で頰ほお杖づえをつきながら宙を見つめる。


「とにかく三年前はさ、『一日でも早く千年獅にならなくちゃ』っていう気持ちが強かったんだよね。だからレオン以外は特別仲の良いい仲間もいなかったし」


「焦あせってた？」


「うん、いま思えばそんな感じ」


「ふーん。どうしてです？」


「え。だってそりゃあユ………………」


　ユミィを待たせてるから──そう言いかけた口を慌あわてて閉じた。


「なななな、なんでもないよ？」


「……怪あやしいですね、なぜそこで急に口ごもるんです。あ、目をそらさないで！」


「ほら華宮、お茶もう一杯どう？」


「流されませんよ、『ユ』の続きはなんですか！」


「ゆ……ユ、ユトにおつかいを頼たのまれて」


「ユト？　ああ、最近エリエと一緒に天結宮ソフイアに出入りしてる幼女ですね。って、ごまかされませんから！　いいですか、話さないとあなたの秘密をモニカにぽろっと」


「汚きたなっ!?」


「ほらほら、早く言わないとモニカに──」


「わたしがどうしたって？」


　華宮の肩をぽんと叩たたく人ひと影かげが。


「こんな朝早くに大声で、しかもわたしの名前を叫さけんでるかと思えば」


　純白の儀ぎ礼れい衣いに、鮮あざやかな桜色の長ちよう髪はつが輝かがやくように映はえる。十字昆ロザリオを腰こしのホルダーに取りつけた、凜りんとした雰ふん囲い気きの少女がそこにいた。


「あ、おはようございますモニカ」


「華宮もシェルティスも二人とも早起きだな。まだ早朝訓練まで一時間はあるぞ」


「おはよ……ていうか僕、早起きどころかまだ寝てないんだけどね」


　首をかしげるモニカに肩をすくめて挨あい拶さつ。そんなこちらの様子を見るや、彼女の方は何かを察したように苦く笑しようをこぼした。


「華宮の質問責めに捕つかまったな」


「わかる？」


「わたしも何度かやられたからな。彼女の好こう奇き心しんが尽つきるまでの辛しん抱ぼうだ」


　団欒スペース横に設置された給食機にモニカがコインを投入。


　包装されたパンが左のボックスから、右のボックスにある給湯器からはティーカップが落ちてきて、そこに珈琲コーヒーが注がれていく。


「二人とも朝食は？」


「わたしとシェルティスもそこでサンドイッチを購こう入にゆうしたところですよ。ちなみにシェルティスはホットミルク、わたしは紅茶を選びましたけれど」


　そう返事する華宮のティーカップからは、いまも甘あまい香かおりの湯気が漂ただよっている。


「華宮の場合は夕食だろう？」


「そうとも言います。朝あさ陽ひを見ながらの夕食もいいですよ」


　答える華宮がティーカップの中に砂糖を投入。シュガースティックが一本、二本、三本…………五本目に差しかかったところで。


「華宮、それどうする気」


「おかしなことを聞きますねシェルティス。紅茶は飲むものでしょう？」


「いや……でも見るからに砂糖溶とけきってないし。さっきもハチミツ山ほど入れてた気がするけど、まだ入れるの？」


　どろどろのヘドロ状になった紅茶をシェルティスは指さした。


　紅茶というより紅茶風の砂糖塊といった方が近い。これは本当に飲み物なの？　というより人が口にして平気なもの？


「脳を働かせるには糖分が必ひつ須すですから。わたしはこれを一日十杯飲みます」


「げ……想像するだけで舌が麻ま痺ひしそう」


「わたしは頭脳労働ですから良いんです。ところでモニカ、新設部隊の届出は？」


「昨日付で受理された。今日から部隊活動も始められるらしい」


　コトン、皿の上に珈琲カップを重ねるモニカ。


「シェルティス、体調は？」


「おかげさまで何とかね」


　浮遊島ラグーンでの負傷、そして『黄金』のマハとの激戦による疲ひ労ろう。立て続けに身体を酷こく使ししたけれど、ここ数日でゆっくり休めた。


「体調を聞くってことは」


「ああ。さっそく褒ほう賞しようシステムの任務に挑ちよう戦せんしようと思ってる。部隊のチームワークも実戦で養っていけるだろうし」


「任務……何か面おも白しろい募ぼ集しゆうがありました？」


「それも探そう。説明するから、とりあえず珈コ琲レを飲み終わるまで待ってくれ」


　再び珈琲カップに口をつけるモニカ。


　と、機メ械ツ帽トの下で華宮が表情をゆがませた。


「わたし、いつ見ても信じられません。なんでモニカは珈琲コーヒーを無糖ブラツクで飲めるんですか、そんな苦い液体に何も入れずに飲むなんて正気とは思えません……」


　そんな華宮の仕草に、モニカが意味深にこちらへ視線を送ってきた。


「それはアレだ。シェルティスは？」


「うん。僕もアレだと思う」


「アレ？　二人して何を」


　真顔で首をかしげる華宮に、シェルティスとモニカは口をそろえて返事した。


「誰だれかさんが子供だから」





　　　　２





　天結宮ソフイア21階、組織端たん末まつスペース。


　巨きよ大だいなフロア一面に真新しい演算機コンピユータがずらりと並ぶ。


　褒賞システム──シェルティスたち候補生が正護士に昇しよう進しんするには、天結宮ソフイアからの任務を一定数こなす必要がある。その任務を申しん請せいするための専用端末だ。


「ほら華宮、ふくれてないで」


「だ、誰がふくれるもんですか！　わ、わたしだって……珈琲くらい無糖ブラツクで」


「はいはい。無理しなくたって自分の好きなもの飲んでるのが一番だって」


　頰ほおをふくらませる華宮をなだめ、演算機コンピユータの前の椅い子すに座らせた。三人のなかで誰より──というより、天結宮ソフイアの全職員でも機器の扱あつかいで華宮の右に出る者はそういないだろう。この端末も華宮に任せるのが一番だ。


「では検けん索さくします。モニカ、お好きな任務条件をどうぞ」


　護ご法ほう院いんをはじめ総務局や塔制局、環かん境きよう局など各局から下りる任務は多種多様だ。要人護衛から浮遊島ラグーンの調査、害がい獣じゆう駆く除じよに塔の夜間警備。それぞれ難易度や従事期間がことなり、それに応じて褒賞点が細かく割りふられている。


　それを一定ポイント数貯ためることで、正せい護ご士しへの挑ちよう戦せん権けんを得られるわけだ。


「……最初は簡単なものからだな」


　口元に指先をあててうなずくモニカ。


「それでは、数日で終わるものから検索しましょう。日時は明日以降で」


　華宮のほっそりとした指先が踊おどるように端末の鍵キーを叩いていく。


「これはどうでしょう」


　表示された画面を指さす少女。







『　任務58番。『塔とう巡じゆん回かい』


　　内容『警備』、派遣先『なし』、期間『二日』、募集『五部隊』　』







　天結宮ソフイアの敷しき地ちを巡回する夜間警備だ。


　任務の難易度も低く褒賞点も期待できないが、自分たち新設部隊にとっては肩かた慣ならしにちょうどいい。短期間で終わるというのも好条件だろう。


「悪くないと思うけど、モニカはどう？」


「いけそうだな。でも募集部隊に余よ裕ゆうもあるし、もう少し探してみよう」


「はい、では趣しゆ向こうを変えて『塔外』を検索条件に加えてみます」


　検索条件を切りかえて。







『　任務81番。『害獣駆除』


　　内容『討とう伐ばつ』、派遣先『自然区東エリア』、期間『一日』、募集『二部隊』　』







「あ、これはマズイかも」


　二人に伝わるよう、シェルティスは手を交こう叉さしてバツ印を作ってみせた。


「なぜだ？　害獣駆除は一いつ般ぱん的な任務だが」


「ほらここ、期間が一日って条件が臭くさいんだ。天結宮ここから自然区まで百キロ以上離はなれてるけど、それを往復して害獣を倒たおすまでが一日って……相当きつい日程だよ。てことはこれ、たぶん緊きん急きゆう辞令なんだ」


　自然区に害獣が大量発生したか、あるいは竜りゆう種しゆなどの大型危険種がまぎれこんだか。


　いずれにせよ危険がともなう任務のはず。


「……新設部隊では危ないか」


「それもあるけど、モニカもさっき言ってたじゃない、任務を受けながらチームワークを鍛きたえていこうって。それには合わないと思うんだ。大おお慌あわてで自然区に遠えん征せいして帰ってきてだなんて、それじゃあ絆きずなを深めるも何もないだろ？」


「な、なるほど……部隊長はそこまで考えないとな」


　感心した顔でうなずいて、新たな部隊長である少女は食い入るように画面を見つめた。


「華宮、すまないが一つ前の任務を」


「はい。さっきの任務に申しこみですね。さっそ…………ん？」


　鍵キーを叩く華宮の指先がつと静止。


「どうしたの？」


「端末のメモリが不自然に変化……別端末から遠えん隔かくで監かん視しされてますね」


　機メ械ツ帽トからのぞく口元を一の字に引きしめる。と思いきや、彼女は唐とう突とつに椅子から立ちあがり、隣となりの席にあった演算機コンピユータの電源を立ち上げた。


「……こちらの端末は正常。ということは護ご法ほう院いんの一いつ括かつ管理システムによるものではない。つまり、わたしたちの誰かの隊員コードを指定しての監視と思われます」


　すらすらと続ける華宮に動どう揺ようはない。


「それは危険なことなのか？」


「いえ、おそらく教官か誰かでしょう。わたしたちの任務状じよう況きようを確かく認にんする方法としてよくあることです。気にせず先の任務を申しこみますが、いいですね？」


　再び華宮が画面を展開していく矢先。


　シェルティスの上着ジヤケツトの胸むな元もとで、カード型の員章が振しん動どうをくり返した。


「通信か？」


「そうみたい、ちょっと待って……」


　護ご士しの所有する員章は、隊員としての認にん証しよう機能と簡単な通信機能を兼かねそなえたカードキーである。大きさは手の平に収まるほどだが、中身は天結宮ソフイアの技術の結けつ晶しようだ。


「はい、どちらさま」


『俺おれだ』


「…………」


　ポチッ、と通話を切断。


「ごめんモニカ、人ひと違ちがいみたい」


「そうか？　しかし」


　狐きつねにつままれたような面おも持もちでモニカが首をかしげる合間に、再び通信。


『いきなり切るとは挑戦的だな』


「……先に言っておくけど、いまはレオンの訓練に付きあえないから」


『俺も出張から帰ったばかりなんでな。それはそうとして話がある、28階の第四ルームに来い。正護士用の部屋だがお前の隊員コードは許可してある』


　……ほらやっぱり、結局付きあえってことじゃん。


　通話先の男の声を聞いた瞬しゆん間かんから、そんな気がしていたのだ。


「もしかして僕の隊員コードを監視条件にしてたのは」


『千せん年ねん獅しの絶対権限は便利だぞ』


「……職権濫らん用ようめ」


　天を仰あおぎたい気分のまま通話を切断。


「ごめん、ちょっと急用。すぐ帰ってくるから」


「どこへだ？」


「んと、ちょっとばかり向こう」


　聞きかえすモニカに、人さし指で上を指さした。





「……懐なつかしいや」


　大人が並んで五人は歩ける大通路を進み、配置された部屋を見わたした。


　塔の28階は護士の訓練施し設せつが用意されている。候補生は屋外訓練場という指定があるので訪おとずれる機会は少ないが、三年前は錬れん護ご士しとして使用した記き憶おくがある。


「第四ルームだから、ここか……」


　レオンに言われたとおり員章をカードリーダーに差しこんだ。


　──認証──


「お」


　扉とびらが開いてすぐ、太陽を摸もした強きよう烈れつな輝かがやきに目を灼やかれた。


　部屋そのものが渓けい谷こくを想定した環境フイールド──床ゆかは巨大な岩地、四方の横よこ壁かべは切り立った岩がん壁ぺきを忠実に再現している。


　その部屋の中央で、岩地に佇ちよ立りつするのは白のロングコート姿の青年だった。


　女性ならば思わずふりかえるほど凜り々りしい白はく皙せきに、獅し子しを思わせる銀ぎん髪ぱつ。筋きん骨こつ逞たくましく鍛え抜ぬかれた全身は、自然と鋼はがねの刃やいばを想起させる。


「おまたせ」


「まったく、俺が出張してる間にお前は何をやっているんだか」


　レオン・ネストリウス・オーヴァ。浮ふ遊ゆう大陸で最強の大たい剣けん使いとも目される男だ。十年来の友人であり、唯ゆい一いつ無二の剣のライバルでもある。


「何って、任務の申しこみ」


「そうじゃない。俺が言いたいのは、例の任務はどうしたという話だ」


　……例の？


　はて、なにかレオンに言われていた任務ってあったっけ。


「統政庁の件だ。お前と行った内密の任務があっただろう」


「ああ、それなら忘れるわけないじゃん」


　三週間ほど前のことだ。皇おう姫ひサラの勅ちよく命めいを受けたレオンに誘さそわれて向かった浮遊島ラグーン。そこで発見したものは、島内に巧こう妙みように隠かくされた施設だった。


　そして地下に隠されていた幽ゆう幻げん種しゆの培ばい養よう水すい槽そう。統政庁の領域にあった浮遊島ラグーンのため、この件に統政庁が関かかわっている可能性が高い。そう判断した天結宮ソフイア上層部の提案により、天結宮ソフイアと統政庁の会合が開かれることになったという。


「会合、もうすぐあるんでしょ？」


「残り二週間を切ったところだ。で、その会合にお前も潜もぐりこめ」


　……潜りこむ？


　それはまるで、会合に隠おん密みつで入りこむ意味に聞こえてしまう。


「こっそりってこと？　だって浮遊島ラグーンで幽幻種の水槽を見つけたのは僕らだろ。会合だって証言者として呼ばれるかと思ってたけど」


「それを話すのは天結宮ソフイアの事務局の仕事だ。俺やお前も交こう渉しようは専門外だしな。あの施設については裏で複雑なやり取りになる、本職に任せた方がいい」


「あ、いや、……それ自体はそのとおりなんだろうけどさ」


　地下に眠ねむっていた幽幻種が問題だ。自分たちが発見したのは一体だけだが、万が一まだ残っていたら危険すぎる。その部分を事務局がうまく説明できるだろうか。


「事務局は幽幻種の専門家じゃないわけだし、幽幻種の水槽の件は」


「しかるべき立場から追つい及きゆうさせる」


　腕うで組ぐみしたままでレオンが小さく首しゆ肯こう。


「巫み女こにな」


「巫女？　巫女が塔の外に出るってこと？」


　レオンの言葉といえど耳を疑った。世界で五人しかいない巫女が浮遊大陸を離れるだなんて、それも会合の参加者としてだなんて聞いたことがない。


「事はそれだけ大がかりということだ」


　同じことを考えていたのだろう、レオンもまた溜ため息いき混じりにうなずいた。


「どんな目的であろうと幽幻種の培養だなんて言ごん語ご道断。いやそもそも、あんなことが本当に可能なのかということも聞きだす必要がある。巫女が直じき々じきに向かえば統政庁といえど何か動きを見せるはずだからな。そして、その役はおそらくユミィに回ってくる」


「ユミィが？」


　ユミィ・エル・スフレニクトール──シェルティスの幼なじみである少女だ。十七歳にして巫女の第五位であり、自分が千年獅をめざすきっかけにもなった彼女。


「でもユミィは千年獅もついてないし、外に出るのは……」


「ほかに空いてる巫女がいないんだ。交渉事に一番適してるのはメイメルだろうが、彼女は皇姫のかわりに氷ひよう結けつ鏡きよう界かいを維い持じしていた直後だからな。まだ疲ひ労ろうが残っている」


　巫女五人のうち、第一位と第三位の巫女は塔の外を巡じゆん回かい中。


　残る三人は第二位のメイメルと第五位のユミィ、そして第四位の春蕾シユンレイ。メイメルがだめならば候補はユミィと春蕾になるのだが──


「……なるほど、春蕾には辛つらいものね」


　黒くろ髪かみの巫女を思いうかべ、レオンの言葉に合が点てんがいった。


　春蕾は最年少で巫女になった優ゆう秀しゆうな沁しん力りよく術じゆつ士しだが、極度の対人恐きよう怖ふ症しようという重荷を抱かかえる少女でもある。レオン抜きでは塔の中も歩けない春蕾が、遠い浮遊島ラグーンにある統政庁まで出張できるわけがない。


「それで消去法でユミィ？」


「そういうことだ。ユミィが遠出するかわり、第三位の巫女が外から戻もどってくるらしいが……それは蛇だ足そくだな。話を戻すぞ、任務の件だ」


　巫女と、そして天結宮ソフイアの上級職員が統政庁に遠征する。それに付ふ随ずいする護士の任務といえば、思いあたるのは一つしかない。


「要人護衛？」


「正解だ。統政庁側の会合出席者は公表されてないが、天結宮ソフイアからは総務局長と担当事務官、それと秘書が二人。これに巫女をくわえて五人になるな」


　護衛対象は五人という少数だが、そこに巫女が加わるのだから責任は重要だ。何しろ浮遊大陸を支える守護者である、万が一にも事故があってはならない。


「待った、候ぼ補く生らがユミィの護衛もできるの？」


　巫女の護衛は千年獅に一任されている。それが錬護士や正護士ならともなく、候補生がその護衛だなんて例がない。


「お前の予想どおり、さすがにそこまでは無理だろうな。塔の規律と前例から考えると、十中八九、錬護士筆頭が臨時で護衛を任されることになる」


　錬護士筆頭──卓たく越えつした実力者が熾し烈れつな順位競争をくりかえす錬護士にあって、その頂点に立つ手て練だれ。千年獅にもっとも近い護士を意味する。


　……もしもユミィが、僕を待たずに千年獅を選んでいたら。


　……きっと千年獅になっていたであろう護士か。


「気をつけろよ。下へ手たにふるまうとお前の正体がばれる相手だ」


「え？」


　唐とう突とつなレオンの一言に、シェルティスは大きく目を見開いた。


「お前も知ってるアイツがいまの錬護士筆頭だ。お前も何度となくやり合った『ジルシュヴェッサー』といえばわかるだろ」


「ジルシュヴェッサーって……うそ、まさか」


「彼女だ」


「うあぁ……ちょ、ちょっと待った！　それはシャレにならない！」


　頭を抱えて悲鳴を上げた。


「あの人苦手なんだよ。なに考えてるかホント読めない」


　三年前、同じ錬護士として何度も手合わせした相手だ。


　錬護士の中でも際きわだつ手練であった『彼女』。言われてみれば、三年後のいま千年獅になっていない方がふしぎだとは思っていたけれど。


「俺だって苦手だ。とにかく警告はしたからな」


「うん……まあ仕方ないか。彼女なら腕うでは間ま違ちがいない」


「素す直なおだな？」


「誰だれかも知らない錬れん護ご士しがユミィの護衛につくよりよっぽど良いから。……僕がユミィの護衛できないのはわかってるし」


　候補生である自分に巫女を護衛する権利はない。いまはまだ、誰かにユミィを守ってもらう必要がある。


「……正直ちょっと悔くやしいけど、強がっても仕方ないから」


「殊しゆ勝しような心がけだな。とにかくその錬護士筆頭が一時的にユミィの護衛役につくはずだ。残る要人の護衛としてお前も統政庁に同行すればいい」


「そっか、了りよう解かい」


　静かに息を止めて天てん井じようを見つめた。


　……なんだろう、ドキドキする。


　……まだ千年獅の目標が叶かなったわけじゃないのに。こんな緊きん張ちようひさしぶりだ。


　この任務に選ばれればユミィに同行できる。


　自分が彼女を護衛することは叶わないけれど、その第一歩になる気がする。


「まずはその任務を勝ちとることだ。巫女と同行できる機会は候補生にとって稀き少しようだし、任務の重要性から褒ほう賞しよう点てんも高い。ほかの部隊だって狙ねらってると考えろ」


「頑がん張ばるよ。まずはその任務を勝ちとるところから」


「そうしろ。じゃあ俺はそろそろ行くぞ、春蕾を待たせてる」


「あ、レオン。待った」


　コートをひるがえす背中に向けて。


「なんだ？」


「……ユミィに言っておいて。必ず一いつ緒しよに行くからって」


「忘れなければな」


　そっけない物言いでそう応こたえ、銀髪の青年は昇降機エレベータへと去っていった。





　　　　３





「どう？　あった？」


「検けん索さく中です。……ああ、これですね」


　演算機コンピユータの鍵キーを高速で打ちこむ華宮の手がぴたりと止まる。







『　任務16番。『統政庁派は遣けん』


　　内容『要人護衛』、派遣先『統政庁』、期間『四日』、募ぼ集しゆう『一部隊』　』







　──これだ、レオンの言ってたもので間違いない。


　画面の情報を何度も確かく認にんし、シェルティスはそっと拳こぶしを握にぎりしめた。


「登録日時は昨日……更こう新しんされたばかりの依い頼らいだな」


　隣となりではモニカが神しん妙みような顔つきで腕組み。


　滅めつ多たにない統政庁への派遣、さらに巫女も同行となれば他部隊の関心も高いだろう。そう思って調べてみれば、すでに登録済のライバル部隊だけで十七部隊。


「募集期間は明日の正午まで。最終的にはもっと増えるかもしれませんね」


「……難題だぞシェルティス」


　画面を見つめていたモニカが顔をしかめた。


「わかってる。だけどほら、そのぶん褒賞点も高いし」


「そうじゃなくてだな」


「あ、あれ？　違う？」


　瞬まばたきして画面を見つめていると、華宮が画面の左下を指さした。


「よく見てくださいシェルティス、この下の注意事じ項こう」


「……四人？」


「はい。この任務は募集部隊のメンバーが『四人』になっています。わたしたちでは足りないんですよ」


　部隊長であるモニカに、メンバーである自分と華宮。一人足りない。


「人数まで制約があるんだ……」


「いえ。規定としては存在しますが、実際に指定されることは稀まれです。難易度と重要度に左右されますが、この件のように四人きっかりという縛しばりは珍めずらしいですよ」


　……統政庁か？


　天結宮ソフイアの使者の数に制限をかけてきたというのは考えられる話だ。


「僕らが参加するにはあと一人必要ってことか。あとは」


「はいはーい、シェル兄にい！　ユトいるよ！　ユトも行く～～！」


「じゃあユトね、なんだぴったりじゃん。…………って、ちょっと!?」


　足に誰かがしがみつく感かん触しよく。おそるおそる下を覗のぞいてみれば。


「ユト!?」


　右足にぴったりとしがみつく幼女がそこにいた。


　好こう奇き心しん旺おう盛せいそうな黒こく瞳どうを輝かがやかせる女の子。歳としは五歳か六歳だろう。濡ぬれ羽ば色の髪かみを後ろで二つに結び、空色のマフラーを首周りにふわりと流している。


「シェル兄、会いたかったーーっ！」


「あ、あの……ユト？　会えたのは僕も嬉うれしいけど、どうやって入ったの？」


　ここは会議室で、扉とびらは自動施せ錠じようの機能つき。天結宮ソフイアの関係者でもないかぎり開けられない扉のはずなのだけれど。


　……あ、いや待て。こういうことが得意な相手に心当たりが。


『じゃーん、お待たせしました。不ふ肖しようイリス、ここに戦線復帰です！』


「……やっぱりイリスか」


『冷つめたっ！　ひどいですシェルティス、数日ぶりの相棒の復帰にその反応!?』


　水すい晶しようを真っ赤にさせて機械水晶イリスが点てん滅めつ。


「……三人から二人と一体が追加。一気に部屋の密度が増しましたね」


　華宮が見つめるのはユトでも機械水晶イリスでもなく、その機械水晶イリスをつなぐネックレスを首から下げたツナギ姿の少女だった。


「やほー。いきなりお邪じや魔ましちゃってごめんよ」


　ぼさぼさの癖くせっ毛けに機械油で汚よごれたツナギ、およそ化け粧しようや色気とは無む縁えんの外見だが、むしろそれがよく似合う素そ朴ぼくな女の子。


　エリエ・レッセント──足あし下もとのユトと同様、居住区で知りあった少女だ。第二居住区の喫茶店カフエテラス『二ア羽ルのビ白レ鳥オ』で一緒に二年間働いていた仲でもある。


「どういうつもりですか。いまは真ま面じ目めな打ち合わせ中ですよ」


「まあまあ。ほらシェルティス、イリスの点検終わったよ？」


　ひょいっと機械水晶イリスを放ほうり投げる。


『ちょ、ちょっとエリエ！　投げる時はもっと優やさし──』


「っと」


　何やら文句を言いかける機械水晶イリスを両手で受けとった。


「や、元気になった？」


『もちろん。私に何かあればシェルティスも大変でしょう？』


　──よかった、いつものイリスだ。


　機械のくせにやたら自己主張の強いところも何一つ変わってない。……いや、自己主張のところは直っていても良かったのかもしれないけれど。


「うん、いつものイリスっぽいや。エリエもありがとう」


「ほいほい、あたしも天結宮ソフイアの貴き賓ひんルームで豪ごう華か生活楽しめたからね。んじゃウチらはここで。ほらユトおいで」


「えー……ユト、シェル兄と一緒」


　足にしがみついて「やだやだ」と幼女が首を横にふる。……どうしよう。このまま無理に引き剝はがすのも可哀かわい想そうだし。


「ええと、少しの間だけ僕が預かる？」


「あー、気にしないでいいよん。あたしとユトは人探しだもん」


「誰か迷まい子ご？　それなら塔とう１階のロビーで迷子アナウンスとかもあるよ？」


「そうじゃないのよ。そうそう、シェルティスにも今度紹しよう介かいしてあげる。イリスの点検中に知りあった女の子がいるの。紗砂シヤサっていうすっごく可愛かわいい子！」


　ユトを抱き起こしてエリエがウインク。


「紗砂？……珍しい名前だね」


　音の響ひびきが珍しい、あまり浮ふ遊ゆう大陸では聞かない綴つづりだ。シェルティス自身、天結宮ソフイアはおろか居住区でもほかに聞いたことがない。


「居住区の子？」


「んーん。塔で住みこみのアルバイトっぽいの。すごいんだよー、まだ十四歳なのに塔の事務員やってて、しかも沁しん力りよくまで使えちゃう子なんだから」


「沁力を？」


　その一言に眉まゆをつりあげたのはモニカだった。巫み女こ見習いという過去を持つモニカには興味をそそる単語だったに違いない。


「そそ。で、イリスの点検も終わったから遊びに行こうって思ったの。それで天結宮ソフイアの電子名めい簿ぼから名前検索したんだけど出てこなくてさ」


「……名前を間違えたとか？」


「ん～、実はそんな気がしなくもないのよね。だから自分の足で探してみようかなって。よし、それじゃあユト行くよん」


「はーい。じゃあねシェル兄」


　勢いよく通路を駆かけぬけていく少女たち。


「あの二人元気だよね」


『私の点検の時もそうでしたよ。元気の塊かたまりのような二人です。まったくあの管理者マスターは……エリエとちゃっかり仲よくなっちゃって』


「うん？」


　管理者マスター。ずいぶんと珍しい、聞き慣れない単語が聞こえた気がする。


『あ、いえいえ私の独り言』


「……まあいいけどさ。で、どうしよっかモニカ」


　塔の探検に向かったエリエたちはさておき、こちらの方は問題が山積みなのだ。統政庁に向かう任務を受けるための頭数さえ揃そろっていない。


「まず方針をはっきりさせたいな」


　華宮のかわりに端たん末まつを操作するモニカ。慣れた手つきで画面を展開していき、彼女が示したのは護法院の任務一覧表だった。


　部隊を募集している任務は現在十四。うち、三人部隊で応おう募ぼ可能なものは八。


「三人で行ける任務はほかにもある。いまのチームで行ける範はん囲いの任務に絞しぼるのか、それとも四人目のメンバーを補ほ充じゆうするか」


　このメンバーだけでも正せい護ご士しは狙ねらえる。いまの最低限の人数でやっていくのか、あるいは仲間を探していくのか。


「シェルティスはあの任務を受けたいんだな？」


「そうだね。褒ほう賞しよう点てんも高いし、要人護衛は経験しておいて損はないから」


　ユミィと共に統政庁へ──その私情を差し引いても応募する価値のある任務だ。正護士になれば護衛の機会も増える。候補生のうちに経験は積んでおきたい。


「要人護衛と自然区の巡じゆん回かい、この二つは一回でも多く経験した方がいいからね」


「……なるほど、華宮は？」


「遅おそかれ早かれ四人目の仲間は必要です、この任務を狙うかどうかの議論とは別にして」


　テーブルに両りよう肘ひじをついて華宮が頰ほお杖づえ。


「意外だな。そう思う理由は？」


「三人と四人では、部隊の戦術幅はばに大きな差があるからです。……たとえば三人わたしたちがそれぞれ『司し令れい塔とう』、『前衛』、『後衛』の役につくとしましょう」


　やおら華宮のアイシェードがこちらに向いた。


「ここでシェルティスに問題。三人に三役を一つずつ割りふるとして、戦術は何パターンできるでしょうか。制限時間は十秒。じゅう……きゅう……いち。はい終わり」


「いま三秒しか数えてないじゃん!?」


『３×２×１＝６パターンですよ。一人目が三役から好きに選んで三通り。一人目の選んだ役を除いた二つから二人目が選びます。三人目は残りの役だから選せん択たく肢しなし』


　機械水晶イリスの声まで、なんだか悲しいものをみるような憐あわれな声で。


「……もしかして僕ってバカにされてる？」


「まあ話を聞いてください。いま話したように、三人だと戦術は６パターンしか作れない。しかし四人の部隊なら戦術は４×３×２×１＝24パターン。一人増やすだけで戦術が四倍になる。これは大きいです」


　三人部隊ではせいぜい『司令塔』、『前衛』、『後衛』の三役。


　しかし四人目が加われば、たとえばモニカが司令塔ではなく、巫女見習いの経験を活かした沁力術士として動く戦術パターンを作ることもできる。


「あと一人は戦力が必要か……そうだな、問題は誰だれを誘さそうかだけど」


　腕うで組ぐみしたままモニカが溜ため息いき。


「あいにく全然心当たりがない。シェルティスは？」


「僕だって」


『ひとまずですね』


　ぽつりと、様子をうかがっていた機械水晶イリスが呟つぶやいた。


『こういうときこそ、あの教官に相談してみません？』
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　天結宮ソフイア２８７階。


　広大なフロアに設置された個室はわずかに四つ。巫女の第四位と第五位、そしてその巫女二人を守る千せん年ねん獅し二人ぶんのプライベートルームである。


　そのうちの一つ、第五位の巫女に与あたえられた個室で。


「あーもう、忙いそがしい忙しい！　どうしてこんなことになっちゃうの!?」


　大きな旅りよ行こう鞄かばんを両手に抱かかえ、淡い黄金色オフゴールドの髪の少女が悲鳴を上げていた。


　ユミィ・エル・スフレニクトール──その身に純白の法ほう衣いをまとう、つぶらな翡ひ翠すい色の双そう眸ぼうをした愛らしい少女だ。


　天結宮ソフイアの絶対階級に値あたいする巫女。


　浮遊大陸の守護神であろう少女が、しかしそんな神聖なイメージと対照的に、


「も、もうだめ───────っっっ！」


　絶ぜつ叫きようしてはリビングを駆け回っていた。


「どうしようどうしよう……準備もしなくちゃいけないし、段取りも打ち合わせしなくちゃいけないし、それに巫女の修行だってスケジュールいっぱいに詰つまってるし」


　メモ帳のカレンダーと睨にらめっこしては、椅い子すに座すわったり立ちあがったり。


　そんな慌あわてふためくユミィに対し、


「忙しいのはわかるが、慌てるだけじゃ余計に時間を浪ろう費ひするぞ？」


　絨じゆう毯たんに直接腰こしを下ろしていたレオンが声をかけた。


「で、でもでも、いきなり統政庁との会合に参加だなんて……わたし聞いてないよ!?」


「たかだか統政庁まで行って一言告げてくるだけだ。細かい交こう渉しようは総務局長がやる」


「その一言が難しいのに……」


　──でもまあ、たしかに絶叫しても仕方ないかぁ。


　ふくらませていた頰ほおを引っこめて、ユミィも椅子に腰を落ちつけることにした。


「でもね、なんだか最近イベントが多くない？　わたしこの前もみんなの前で挨あい拶さつしたのに、統政庁との会合までもう二週間切ってるなんて」


「巫女は代役がいないからな」


「そうじゃなくて、……巫女の本当の責務って、皇サ姫ラ様と一いつ緒しよに結界を祈いのることだもん。みんなの前で挨拶とか会合に参加とか、それはやっぱり違ちがうよ」


　結界を祈ることと、挨拶や会合に参加すること。それは全く別種の重要性であって、巫女が出しゃばっていいものじゃないと思う。今回のような、統政庁との折せつ衝しようの手段として出て行くことも本来なら論外だ。


「わたしは……まだまだ未熟だけど、巫女が頑がん張ばらなかったら穢歌の庭エデンの結界だって解けちゃうもん。そうならないように、やっぱりそっちを頑張りたいじゃない」


「メイメルの入れ知ぢ恵えか？」


「ううん、わたしが勝手に思ったことだけど……変かな」


「いや」


　レオンの方は、なにやら真しん剣けんな面おも持もちで。


「巫女らしい考え方だなと思っただけだ。良い意味で、巫女の必要性と重要性を理解した発言に聞こえた」


「そ、そうかな？」


　……これって褒ほめられてるんだよね？


　人を褒めることの少ないレオンにそんなこと言われると、なんだかくすぐったくてしょうがない。


「何かあったのか？」


「え……」


「巫女について考え直すようなことでもあったのか？」


「そ、そんなすごいことはないよ、……たぶん」


　わたしはただ──シェルティスに宿る魔ま笛てきを浄じよう化かしたいだけ。


　千年獅を目指して頑張ってくれてるアイツに、わたしも応こたえたいだけだから。


「レオンみたいにね……わたしも、もっと勉強しなくちゃだめなのかなって」


　浮遊大陸最強の大たい剣けん使いと目されながら、いまも誰より厳しい訓練と節制を自己に課している。それは誰もが見習わなくてはいけないことだ。


「なら、なおさら今回のことくらいで慌ててどうする」


「だ、だって……その……ええと」


　返事に窮きゆうしたあげく、テーブル上のナプキンをくるくる丸めながら。


「どうした？」


「いや、……そ、その……」


　……レオンには伝えづらいなあ。


　……シェルティスが一緒についてくるなら、時間かけて服とか選びたいだなんて。


「なんだシェルティスのことか？」


「────ち、ちがっ!?　わわわ、わわたしはそそ、そういうつもりひゃ？」


「ろれつが回ってないぞ」


　やれやれ、少しは巫女らしくなったと思ったんだが……そう言いたげな様子で嘆たん息そくし、レオンが意味深な視線で見つめてきた。


「あいつのことを考えるのは構わないが、頼たのむから、巫女としてふるまう時はそんな軟なん派ぱな姿勢はやめてくれ。部下に示しがつかないだろうが」


「うっ……くぅ？　で、でもね！　レオンだって人に言えないよ！」


「ほう？」


　レオンの目が挑ちよう戦せん的に輝かがやいた。


「この俺おれが軟派とは面おも白しろい。どこが軟派なのか教えてもらいたいものだな」


「教えるも何も」


　目にかかる髪かみをそっと振ふりはらい、彼の方を指さした。


「……その膝ひざ元もとはなに？」


「む？」


　絨毯の上に直接あぐら座りしたレオンの膝。


　着物調の法衣を羽織った黒くろ髪かみの少女が、それを枕まくらにすやすやと熟じゆく睡すいしていた。


「春蕾だが」


「春蕾だね？」


　昼下がり。小さな寝ね息いきを立てて幸せそうに眠ねむる少女と、それを支える銀ぎん髪ぱつの青年。


　それは見ているだけで溜息が出そうになるくらい、通りかかった絵師がそのまま絵画に起こしそうなほど温かいモチーフで。


「待てユミィ」


　あくまで真剣な面持ちで彼が待ったをかけた。


「なぁに？」


「勘かん違ちがいするな。俺は何もしてない。ただ春蕾が勝手にだな」


〝…………お帰りレオン〟


〝…………眠い〟


　絨毯に座るレオンに近づく春蕾。その膝に向かって唐とう突とつに身体からだを横にして、何をするかと思えば彼女はそのまま微睡まどろんでしまったのだ。


「しかしこれだけ話していて起きないとは。よほど眠かったのか？」


　感心した表情で首をかしげる青年。


「レオンが出かけてて寂さびしかったんだよ。そのぶん安心したんじゃない？」


　テーブルに頰ほお杖づえをついて二人を見つめた。


　……ああ、でも。


　……春蕾ったら本当に気持ちよさそうに寝てるんだもん。


　見ている前で春蕾が寝ね返がえり。「う……ん」とそっと呟いては、本当に安心しきった表情でレオンの膝元で眠りこけている。


　……何だか……本当にいいなあ。


　……あんなに安心して支えてもらえるなんて……反則だよ。
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　なんて言えばいいのかわからないけど、こう、すごく似合ってる。


　春蕾はもともと小こ柄がらだし、レオンは男性の中でも体格に恵めぐまれている方だ。


　そんな二人だから絵になるし、それは見ていて幸せを通りこして、もうなんだかズルイくらい、本当に素す敵てきな光景で。


　それに比べて自分とシェルティスは──





　魔笛と沁しん力りよく、互たがいに互いを拒きよ絶ぜつするのが世界の理ことわり。


　わたしとアイツは……指先一つ触ふれることができないから。





　だからこそ余計に、目の前の二人は自分にとっての理想のような関係だった。


　願っても願ってもなお遠い、自分には遠すぎる関係で。


「はっ、反則だもん！　そんなの威い力りよくありすぎる！」


「なんのことだ？」


「こ、こっちの話！」


　うん、うらやましくなんか……ない。わたしだって、いつの日かきっとそんな関係に。それを夢見て頑張るって決めたから。


「…………」


「どうしたのレオン？　急に黙だまっちゃって」


「もうじき会議の時間なんだが」


　部屋の壁かべ掛かけ時計と、そして膝元の巫女を交こう互ごに眺ながめるレオン。


「……春蕾はいつ起きる？」


「たぶん、まだ先だと思う」


「…………」


「…………」


　再び沈ちん黙もく。


「ユミィ」


「なに？」


「……助けてくれ。動けない」


「いいじゃない、今日一日くらい巫女のワガママに付きあってあげなよ」


　にこりと微笑ほほえんで──ユミィは目の前の二人を見守ることにした。












　第二章　『三人と一人』
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　天結宮ソフイア、屋外訓練場。


　轟ごうとうなる水音と、霧きりのように細かい水みず飛沫しぶき。切りたった崖がけから雄ゆう大だいに流れる瀑ばく布ふを摸もした環境フイールドに彼女はいた。


　皺しわ一つない紺こんスーツに真っ赤なネクタイ。手には漆しつ黒こくの鞭むちを携たずさえ、口元に煙草たばこの煙けむりを燻くゆらせる長身の女性。候補生への鬼おに指導で知られるユメルダ教官だ。


「あ、いたいた。教官、実は折り入ってご相談が」


　その後ろ姿にシェルティスは声をかけて──


「だめだ」


「僕まだ何も言ってないんですけどね!?」


「冗じよう談だんだ。で、用件はなんだ」


　替かえの煙草を指先でクルクルと回しつつ、ようやく教官がふり向いた。


「ええとですね、褒ほう賞しようシステムの任務16番で四人制限のところを」


「だめだ」


「だ、か、ら！　まだ全部言ってないんですけど!?」


「言わなくてもわかるものはわかる。四人制限のあの任務に行きたいんだが、自分たちは三人しか仲間がいないと。何とか三人でも申しこめないか、それが無理なら部隊に入れられそうな四人目を誰だれか紹しよう介かいしてほしい────そんなところだろ？」


　滝たきの向こうで模も擬ぎ戦せん中の候補生たちを横目に眺める教官。手にしたスコアシートに評価を書きこみつつ、彼女はにやりと笑えんでみせた。


「どうだ？」


『完璧パーフエクト。ぐうの音も出ないくらいご明察です』


　機械水晶イリスが点てん滅めつ。滅多に人を褒ほめることのない機械水晶イリスがそう称しよう賛さんしてしまうほど、教官の指し摘てきは正確に的を射たものだった。


『興味深いですね。どうしてそこまで？』


「なに、同じことを聞きにきた部隊がほかにもいたからな。お前たちはむしろ後発組だ、別部隊は四人目を確保しようと昨日きのうから動いてるぞ？」


　つまり、有力な人材は既すでに取られてしまったということか。


「ちなみに今日までで二十組が任務16番に応おう募ぼしている。選考も既に始まってるから、その気があるなら急ぐんだな」


「……ということだそうだ。シェルティス、どうする？」


　モニカと教官、二人の視線を感じながら宙を見つめる。


　──部隊同士の競争が激しくても統政庁への任務は狙ねらいたい。


　ユミィと行きたいからだけじゃない。あの浮遊島ラグーンにあった施し設せつ、幽ゆう幻げん種しゆを培ばい養ようした水すい槽そう。そして禁きん断だん水すい晶しようと名乗る少女の映像。


　……僕が行かなくちゃいけない、そんな気がする。


「僕の勝手な希望だけど、やっぱり四人目を探して任務を受けたいんだ」


「なるほど。では仕方ありません、わたしに一人だけ心当たりがいますので」


　つと、機マ械キ珠ナの画面を見つめていた華宮カグラが顔を上げた。


「えっ……華宮に心当たり？」


「はい。引き入れるのに少々苦労するかと思いますが、『彼』が良いかと思います」


　彼、つまり男の候補生。しかし誰だろう。自他共に認めるほど人見知りがちな彼女が、自分から推すい薦せんするほどだなんて。


「ふむ、気になるな。誰だ？」


「彼ですよ。教官もよくご存じの問題児──」


　華宮がそう答えた途と端たん、煙草をくわえようとする教官がぴたりと凍こおりついた。


「……おいまさか、『ヴ』から始まる名前のアイツじゃなかろうな」


「そのまさかです。彼を誘さそってきます」


「いや、まあ待て華宮。そう早まるな」


　珍めずらしいくらい神しん妙みような面持ちで、ユメルダ教官が機メ械ツ帽トの少女の肩かたを摑つかんだ。


「あれは戦力にならんぞ。あの変わり者は……メンバー登録くらいなら交こう渉しよう次し第だいだろうが、部隊の仲間としては期待できん」


「まあ見ていてください。ほら行きますよモニカ、シェルティスも」


　教官を振ふりきって華宮がすたすたと進んでいく。


「……問題児？」


「……変わり者？」


　共に残されて、シェルティスはモニカと顔を見合わせた。
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「彼の特とく徴ちようですか？」


　機マ械キ珠ナの誘ゆう導どう画面を見ながら、華宮。訓練場の外れへと進んでいく彼女に、やや表情をひきつらせながらモニカが声をかけた。


「ああ、なんだか教官の反応が……その、あんまり芳かんばしくないから」


「教官の言うとおりですよ。荒あらくれ者で怠なまけ者で、候補生の誰からも除のけ者にされてる男です。入隊して五年、その間にこなした任務はせいぜい一つか二つでしたでしょうか」


「……ずいぶんな奴やつだな。何か理由でもあるのか。たとえば大きな病気とか」


「いえ、身体からだの頑がん丈じようさだけが自じ慢まんのタイプです」


　さらりと答える機メ械ツ帽トの少女。閉口するモニカと顔をこっそり見合わせて、次はシェルティスが訊たずねる番だった。


「身体が丈夫ってことは……ええと、運動能力はあるんだ？」


「それもないでしょうね。基き礎そ体力はあると思いますが、訓練も面めん倒どうくさがるタイプなので肉体能力も中の下か下の上。特別な技能もありません」


　候補生の素質としては中ちゆう堅けん。そのくせ訓練も面倒くさがるし、荒くれ者で怠け者。


　……そんな人、本当に大丈夫なのかな。


「ちなみに華宮は、その人がどうして良いと思ったのさ？」


「彼が好い人だからです」


　好いい人？　どういう意味だろう。モニカの横顔を見つめても、モニカはモニカで「わたしに聞くな」と肩をすくめてみせるだけだ。


　歩きはじめて数分。


　訓練場の外れにあるベンチの前で、にわかに華宮が足を止めた。


「はい、着きました」


「……誰もいないけど」


　ベンチの手前に回りこんでみても誰だれ一人いない。念のためその周辺を見回してみても、華宮の言う『彼』らしき候補生は影かげも形もない。


「シェルティスそっちじゃないです、こっちこっち。ほらこの上」


「上？」


　華宮が指さしたのはベンチではなく、ベンチの隣となりに植えられた樹じゆ齢れい百年近い大樹。


　大人でも一ひと抱かかえはあろう苔こけむした幹。その先せん端たんが複雑に枝分かれし、そのさらに先には瑞みず々みずしい葉が茂しげっている。


「彼はこの時間ここで昼サ寝ボっているはず。というわけでコレをどうぞ」


　はい、と彼女から渡わたされたものは巨きよ大だいな金属鎚づちだった。


「内部に火薬が仕し込こんでありますので、幹に叩たたきつければ巨大な炸さく裂れつ音おんを撒まき散らします。もともとは木の上の虫取り用ですね。ちなみに特許申しん請せい中」


「……華宮のお手製なんだ。これで幹を叩けって？」


　ずしりと重い鎚つちを両手に構えて振りかぶる。膂りよ力りよくに腰こしの回転をくわえて、そのまま幹の中心へ鎚を思いっきり叩きつけた。


　ずんっ──と唸うなる轟ごう音おん。


　炸裂音が大樹をゆらし、巨大な音の波となって周囲にこだました。


「～～～～っ痛いっったあぁ……耳が……耳が壊こわれる壊れる!?」


　あまりの爆ばく音おんに鼓こ膜まくが破れるかと思った。


『シェルティス……あなたって人は。事前にこうなるって読めません？』


「うるさいやい」


　まだ痛む耳を押さえたまま華宮へとふり返る。


「華宮、こんな音がすごいなんて聞いてないよ！」


「わたしは耳を隠かくす機メ械ツ帽トがありますので。ほら、モニカもちゃんと遠くに避ひ難なんしてるし」


「ずるいっ!?」


「まあそう言わず。ほら、ちゃんと目的のモノが落ちてきましたよ」


　華宮が頭上を指さした直後──


　ざっ……ずざざざっざ……ざざぁっ……折れた木の枝と無数の葉を巻きこんで、大樹の上部から何かが落ちてきた。


　どしん、と背中から地面に落下したのは一人の青年。





「い…、い………痛いってぇぇえぇぇぇえぇ!?」





　悲鳴を上げてその候補生が跳とび上がる。


　短く刈かりあげた金きん髪ぱつに、薄うす茶ちやの双そう眸ぼう。身長はシェルティスより拳こぶし一つぶん高く、華宮が言うように体格は大おお柄がらで筋肉質。年ねん齢れいは二十代前半だろう。顔だちは整っているのに人相の悪さのせいで台無しになっている、そんな男だ。


「あ、ご、ごめん。だいじょう──う、うわっ!?」


「あぁっ!?　てめぇかぁ、人が寝てるの邪じや魔ましてくれた野や郎ろうはよっ!?」


　声をかけるなり、激げき怒どした青年に胸むなぐらを摑まれた。


「いい度胸だなおい、喧けん嘩か売ってんなら買──」


「はいはい、そこまで。まあ待ってくださいヴァイエル」


　ヴァイエルと呼んだ彼の拳を、ぴたりと華宮の両手が包みこんだ。


「うん？　てかお前は誰？　なにいきなり出しゃばってるわけ？」


「お昼寝を妨ぼう害がいしたのは謝あやまります。今日はあなたにお願いがあってきたのです」


「はっ、誰がお前みてぇなガキの話なんぞ聞くかよ」


「まあそう言わず。実はですね」


「てめぇ前歯へし折られたいのか？　聞かねぇっつってんだろうが！」


「十五分で終わります」


「消えろ。いますぐ消えろ」


「じゃあ十分」


「…………あばよ」


「だめです」


　立ち去ろうとするヴァイエルの手を、再び華宮が摑つかまえた。


「てめぇな……消えろっつってんのが聞こえねぇのか？」


「実はですね、わたしたちの部隊で四人目の仲間を探しているんです」


「そうかぶっ飛ばされたいらしいな。歯ぁ食いしばれ」


「そこであなたに白しら羽はの矢が立ったということです。ユメルダ教官にも連れん絡らく済ずみで」


「おい、誰だれかこいつ病院に連れて行け、話になら──」


「まずは部隊の説明からしますとですね」


「………………くそガキが」


　眉まゆをひきつらせてヴァイエルが沈ちん黙もく。


　いまにも殴なぐりかかっておかしくない激げつ昂こう状態の彼と対照的に、それを見上げる華宮はあくまでのほほん口調。


『うわぁーすごい、相手を黙だまらせましたよ。ほらシェルティス、あれですよあれ。ああいう一方的で強ごう引いんな交渉。ぜひ習得してください』


　なぜか楽しそうに機械水晶イリスが声を弾はずませる。


「あれを学ぶの？……やだなぁ」


　シェルティスはほとんど呆あきれ顔で首をふった。





「五分だ。それ以上は一秒として聞かねぇ」


　どかっ、とベンチに腰を下ろすヴァイエル。


「それでは簡潔に。一言で申し上げると、わたしたちの部隊に加入していただきたく、あなたを誘いにきたわけです」


「てめぇらの部隊だぁ？」


　無ぶ遠えん慮りよにこちらを眺ながめ回して彼が一いつ笑しよう。


「はっ！　色気もねぇ女二人に平へい凡ぼんそうなガキねえ。ままごとみてぇな部隊じゃねえか」


「……おい華宮、なんだこの男。こんな無礼な奴を──」


　さすがに黙っていられなかったのかモニカが前に出る。


　が、機メ械ツ帽トの少女はそれよりも早く。


「はい。そのままごとに、ぜひあなたもお父さんパパ役でご一いつ緒しよに」


「…………」


　巧こう妙みように返されて再びヴァイエルが沈黙。


「……気が乗らねぇな。そもそも部隊ってのは三人いりゃあ十分だろ。任務だって行けるし正せい護ご士しにもなれる。俺おれなんか要いらねぇだろうが」


「四人で行きたい任務があるのです」


「はっ、正直だなおい！　要するにアレか、足りない人数の埋うめ合わせってか!?」


　小こ馬ば鹿かにした口調でヴァイエル。そんな挑ちよう発はつ的な物言いに顔色も変えず、華宮はゆっくりと首を横にふってみせた。


「言ったでしょう。あなたを正式に部隊のメンバーに加えたいと」


「…………」


「こう見えてわたしたち、寄せ集めのメンバーですがオススメですよ？」


「お前アホか？　ガキ三人の寄せ集めを誰が信じるっつぅんだよ」


「信じないでしょうね」


「だろう？　だったら──」


　会話を打ち切ろうとする彼の前で、華宮がぽんと手を打った。


「だからこうしましょう。まずは一緒に任務に行く。それで見み極きわめてもらうと」


「話にならねぇな」


「嫌いやですか？」


「嫌だね。そんな面倒くせぇのはご免めんだ」


　にべもない。ばっさり切り捨てて腕時計を確かく認にんする彼。


「五分だ。俺は寝るぜ、いいか。もう二度と俺の前に──」


「待ってください」


　ふり向きもしない男の背中に華宮が声をかける。


「なるほど。では最後の手段、力ずくで説得させてもらいます」


「はっ、てめぇがか？」


　その冷静な物言いが癪しやくに障さわったのだろう。半分激怒、半分嘲ちよう笑しようの面おも持もちでヴァイエルがふり向いた。


「はい。あなたが泣いて許ゆるしを請こうまで──」


「はっはっは、こいつぁ笑わせるぜ、お前みたいなガキに殴なぐられたって痛くも痒かゆくも」





「あなたの秘密を天結宮中に流出させますが、よろしいですね？」





　一いつ瞬しゆん、誰もその意味を理解できずに不気味な静せい寂じやくが広がった。


「…………おい、そりゃどういう意味だ」


「簡単なことです。わたしはこの塔とう内ないに百台以上の監かん視しカメラを私的に取りつけていますので、誰も知らないような他人の秘密も知っているというわけですよ」


　パチンと指を鳴らす少女。


　その瞬間、浮ふ遊ゆうする機マ械キ珠ナがパズルピース状に分ぶん裂れつして空中展開した。その小さな一つ一つのピースに取りつけられた──高性能レンズを搭とう載さいした小型カメラ。


「……てめぇまさか」


　彼女の意味することを悟さとって彼が奥おく歯ばを嚙かみしめる。


「脅おどしでないことはわかりましたか？　では、あなたが皆みんなの知らないところで何をしているか。たとえば昨日、屋外訓練場の脇わきにある倉庫の裏で────」


　その瞬間、ヴァイエルの顔がさっと青ざめた。


「ちょっ、ちょっと待て！　汚きたねぇぞ脅しじゃねえか！」


「脅しではなく交こう渉しようです。一度だけ、一度でいいので一緒に任務に来てください。そうすればあなたの秘密は誰にも洩もらさないと約束しましょう。もちろん、任務の後に正式に部隊に加わるかどうかの選せん択たく権はあなたにあります」


「…………面おも白しれぇ。やってくれるじゃねえか盗とう撮さつ娘むすめが」


　拳をふるわせて危険な笑えみを浮うかべる青年。


「交渉成立ですね」


「……こんな譲じよう歩ほは一回きりだぜ。いいな？」


「はい」


　真顔でうなずくや、華宮がこちらにくるりとふり向いた。


「それではヴァイエル、わたしたちの部隊を紹しよう介かいします。こちらがモニカ、部隊長です。その隣となりの冴さえない彼がシェルティス」


「冴えないは余計だけどねっ！」


　訴うつたえるもあっさり無視された。


「ではヴァイエル、あなたも自己紹介をどうぞ。フルネームで」


「は？　お前アホか、一度きりの任務仲間に誰がわざわざ名乗るっつぅんだ。このヴァイエル・バッハベル、てめぇらなんぞに名乗る名前は持ち合わせちゃいねえ！」


　語気を荒あららげて彼が腕うで組ぐみ。


　……えっと。


　どう反応していいかわからず、シェルティスはおずおずと発言することにした。


「いま自分から名乗ってたよね。ヴァイエル・バッハベルって」


「わたしにもそう聞こえたな」


『わたしの記ロ録グにもバッチリです』


「あ…………」


　指し摘てきされてようやく気づいたのか、腕組みしたままぽかんと口を開ける彼。


「て、てめぇらいまのは無しだ無し！　忘れろ、とっとと忘れやがれ！」


　真っ赤になって腕を振ふりまわして。


「ね？　意外に愛あい嬌きようあるでしょう？」


　そんな彼を指さして、華宮だけがくすっと微笑ほほえんでいた。





　　　　２





　天結宮ソフイア48階、機き工こう局きよく受付ロビー。


「紗砂シヤサ……シャサねえ。名前で検けん索さくしたんだが出てこないな……うちの局の職員じゃないみたいだ」


　電子端たん末まつの画面を見つめる初老の男性職員。


「そっか、ありがとおっちゃん。また探してみるから」


　……んー、やっぱり見つからないかぁ。


　ぼさぼさのオレンジ色の髪かみを搔かきむしり、エリエは今日何度目かの溜ため息いきをついた。


「総務局と塔とう制せい局きよくは当たったか？　職員が一番多いのはその二局だから可能性が高い」


「おお、それ良い情報！　んじゃさっそく行ってみる！」


「知りあいかい？」


「そそ、塔で友だちになったばっかの女の子なの。ちょっと気になっててさ」





〝次に会えるとしたら一月後ですね〟





　事務の女の子で、どうやら一か月働きっぱなしらしい。


「よっぽど大変な仕事なんだなって思って、お菓か子し差し入れに行くの」


「ほう。そりゃ探さないとな」


「うん。じゃあねおっちゃん、お仕事中にごめんよ」


　窓口で摑つかまえた職員に手をふって再び通路を駆かけだした。


　……やっぱりここにもいないかぁ。


　天結宮ソフイアの電子名めい簿ぼを確認して該がい当とう者しやなし。次に各局の個別名簿を手当たり次し第だい漁あさっても「紗砂」という名前の少女は該当者なし。





〝紗砂・エンデンス・凜リン・ケールと申します〟


〝覚えにくい名前ですよね。皆にはサラと呼ばれていますのでそちらでも結構ですよ〟





　たしかにそう名乗ったと思ったけれど。


「んーこりゃいよいよあたしの聞き間ま違ちがいかも。ねえユト？……ユト？」


　一緒にいたはずの幼女がいない。エリエがそれに気づいたのは、通路の角を曲がって中央昇降機エレベータに差しかかった時だ。


「……やばぁい」


　急きゆう遽きよ、エリエの目的が人探しから迷まい子ご探しに変へん更こうとなった瞬間だった。
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　風を切りさく通過音。


　ひゅんと唸うなりを上げて空中に舞まい上がったソレが急降下、一気に迫せまってくる。


「一個体が接近、左に跳とんで！」


　背後の少女の声に応じて跳ちよう躍やく。すぐ真横を通過する黒い金属片へんを回かい避ひし、シェルティスは右の剣けんで虚こ空くうを薙ないだ。


　──キンッ！


　弾はじいた金属片が真逆の方向に飛び、さらに別の金属片と空中衝しよう突とつ。絡からまりあうように二片がまとめて地上に墜つい落らくしていく。


「モニカは右へ、シェルティスはそのまま左回りで！」


　立て続けに指示を飛ばすのは華宮。


　アイシェードに映る画面と機マ械キ珠ナの画面の二つを同時に確認しつつ、最適な回避空間を確保するための軌き道どうを演算中だ。


『おお、これは楽ちん。私ってばお昼ひる寝ねしててもいいですか？』


「悠ゆう長ちようなこと言ってないで！」


　のんきな機械水晶イリスのお喋しやべりを黙だまらせて、続けざまに迫る黒片を左の剣で防ぼう御ぎよする。剣の峰みねで受けとめて衝しよう撃げきを殺し、空中停止した瞬間に対の剣で打ち落とす。


　それを何十回くり返したかわからないまま──





「そこまでだ」





　教官の指令が試験会場に響ひびきわたった。


「ふむ、まずまずか」


　評価シートに数字を書きこむユメルダ教官。


「撃げき墜つい数──シェルティス74、モニカ21、華宮が１……部隊合計で96、三桁けたには届かないがまずまずだな。被ひ弾だん数２も評価できる、と」


「選考は抜ぬけられそうですか」


　飲料水の入ったボトルに口をつけながら、モニカ。


「一次選考の合格基準は撃墜数90以上および被弾数７以内。ふるい落とし用の数字だから、これに合格しないようでは困る」


　……ひとまず一次選考クリアか。


　機械水晶イリスに構築させていた刀身を分解し、柄つかだけになった双そう剣けんをホルダーへ。


「しかしまた極きよく端たんな役割だな」


　紫し煙えんを燻くゆらせる教官が片目を細めた。


「華宮が支し援えん特化、モニカが迎げい撃げき、シェルティスが特とつ攻こう。極端極きわまりないな。一人落ちれば即そく座ざに機能が麻ま痺ひする構成は、本来褒ほめられたものではないんだが」


「適材適所と言ってください」


「言いようだな。ところで問題児ヴアイエルはどうした？　引っぱってきたとは聞いたが」


「ああ、彼なら」


　華宮が指さすのは砂地の先に設置されたベンチである。その中央に陣じん取どり、機き嫌げんの悪そうな金きん髪ぱつの青年がやる気なくもたれかかっていた。


「私にはいつものアイツにしか見えないんだがな。任務の選考には参加しないのか？」


「彼との約束は任務への同行で、任務前の選考に参加するというのは交渉外です」


「……ま、お前たちが良いというのなら構わんが」


　呆あきれか溜息か同情か、それとも────教官の口元にこぼれた笑みは、いくつもの感情が入りまじったふしぎな様相を醸かもしだしていた。


「ところでお前たち外傷はないな？　体力に余よ裕ゆうは？」


「大だい丈じよう夫ぶですよ」


　反射的にそう答えてしまったのを、シェルティスは直後に後こう悔かいした。


「よし、ならば今日中に二次選考までやるぞ」


「え？」


『……シェルティス？』


「……お前ってやつは」


「……なにやってるんですか」





　場所を日ひ陰かげの給水場に移し──


「……その、ごめん」


　無言の重圧に耐たえかねてシェルティスは素す直なおに謝あやまった。


　──本当は理由もあったんだけど。


　あの場の教官の問いかけも選考試験の一いつ環かんだと思ったのだ。あそこで弱音を吐はけば即そく座ざに減点対象。それを危き惧ぐして誰だれより早く答えたけれど、それが裏目に出るなんて。
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「過ぎてしまったことは仕方ないさ」


　手の平をパタパタとさせて首元に風を送るモニカ。


　新雪さながらの白いうなじが熱を帯びて薄うす紅べに色。もともと肌はだの色素が薄いというのもあるのだろう。その姿は自然と、可か憐れんでふしぎな色っぽさを感じさせる。


「とにかく二次選考も勝ち残ろう。二時間後……聞いた話だと今度は部隊戦らしい」


　後うしろ髪がみを一つに纏まとめなおしてモニカが表情を引きしめる。


「四人での部隊戦だ、ヴァイエルにも出てもらうことになる」


「はぁ？」


　ベンチに寝ねそべっていた本人が不ふ機き嫌げんそうに、


「おいおいおいおい、冗じよう談だん言うな。そいつは違ちげぇだろ、俺は任務に行くとは言ったがな、こんな茶番みたいな部隊戦なんぞ出るなんて話は聞いてねぇよ」


「だが──」


「まあまあヴァイエル、ではこういうのはどうでしょう」


　言いかけたモニカを制止して、かわりに華宮が一歩前へ。


「積極的に戦えとは申しません、要は数合わせとして部隊戦に出てもらえれば良いいんです。陣じん形けいの最さい後こう尾びなら相手に攻せめこむ必要もないですし」


「後衛ってことか？」


「はい。それともやっぱりあの秘密を皆みんなに」


「お、おい！　てめぇ……」


　よっぽど危険な秘密なのか、さっとヴァイエルの顔色が青ざめた。


「どうですか？」


「……くそっ、だけど後衛だからな。間違っても前衛なんてご免めんだぜ」


「もちろんです」


　彼の言葉の意を悟さとって笑えむ華宮。


「ったく。最悪だぜ、なんでこう、今日にかぎってこんな奴やつらと出会っちまうんだ」


　悪態をつきながらヴァイエルが背を向ける。その足取りをモニカが追いかけて。


「おいヴァイエル、どこへ行く」


「あぁ？　自分の武器を取ってくるだけだよ。俺おれに素すっ裸ぱだかで出ろってか？　最近使ってなかったんで調整もしてねぇんだっての」


　ふり向きもせずに肩かたをすくめる彼。その言葉どおり、儀ぎ礼れい衣いを肩にひっかけた彼はそれらしき武器を一つも持っていない。


「だ、だが勝手な行動は……」





「お前は仲間の言葉一つ信じられねぇのか？」





「っ！」


　今度はモニカが黙だまる番だった。


「……わかった。武器の調整が終わったら南の熱砂環境フイールドに集合してくれ」


「ガキじゃねえんだ。場所くらい覚えてる」


「……一時間半後には集まるように」


「しつけぇな、約束は守るっつってんだろ」


　噓うそか真まことかもわからない口調で言葉を残し、のらりくらりとした足取りで青年が遠ざかっていく。体格の良いその背中が見えなくなって。


「……してやられたな」


　複雑そうな面おも持もちでモニカが苦く笑しよう。


「一いつ瞬しゆん言葉が返せなかった。……そうだな、あいつもいまは仲間なんだ。なら時間どおりに来ることを信じなくちゃいけないな」


　危険は危険だ。もしもヴァイエルが約束を守る気がないか、そうでなくても武器の調整が間に合わなければ、部隊戦は人数が足りずに不戦敗となる。


「彼は来ますよ」


　が、そんな不安を吹ふき飛ばすように華宮があっさりうなずいた。


「……ずいぶん信しん頼らいしてるんだ？」


「はい。シェルティスも聞いたでしょう。彼、約束は守るって言ってくれました」


　しかしなおさら気になって仕方ない。ヴァイエルとの交こう渉しように使った「秘密」が何なのか、それすら自分とモニカは聞かされていないのだから。


「あのさ華宮、『秘密をばらすぞ』っていうのはそんなすごい秘密？」


「いえ、全然大したことないですよ」


「え？」


「大したことないけど、彼にとっては大したことのある秘密なんです」


　……どういう意味だろう？


　けれど、それをモニカと二人で訊たずねても華宮は教えてくれなかった。


「そんなことより打ち合わせです。まず陣形ですが──」
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　砂さ漠ばく──地上でもっとも過か酷こくな環境フイールドの一つ。


　頭上から照りつける殺人的な直射日光がまぶたを灼やき、金属物質を交えた細かい砂が足あし下もとから陽ひを照り返す。その熱と日ひ射ざしをかわす日陰も水源地オアシスもない。


　常時摂せ氏し四十度、日によって五十度を記録する熱の大地。


　浮ふ遊ゆう大陸の外れにある砂漠を忠実に再現した熱砂地帯。二次選考である部隊戦に指定された舞ぶ台たいである。


「あー……面めん倒どうくせぇ上に暑あっちぃ、こんな環境フイールド作った奴はなに考えてんだよ」


　儀礼衣の袖そでを肘ひじ上うえまでまくるヴァイエル。


　その両手に塡はめているのは青鋼製の拳鉄甲ナツクルダスターだ。肘から拳こぶしまでを覆おおう金属武器で、表面には沁しん力りよくの刻こく印いん儀ぎ礼れいをしめす紋もん様ようが何重にも描えがかれている。


「珍めずらしい武器だね」


「あぁ？　これがか？」


　無言でうなずいて、シェルティスも両手に双剣を構えた。


「それ、使ってる人ほとんど見たことないから」


　拳鉄甲ナツクルダスターは『殴なぐり』専用の武器だ。


　打だ撃げき力りよくを上じよう昇しようさせると同時に、打撃による衝しよう撃げきで拳が傷つかぬことを目的としている。扱あつかいによっては刃は物ものの単純使用よりも強力ではあるのだが──


「危険だって言われない？」


「……ふん」


　幽ゆう幻げん種しゆは全身が呪じゆ詛その塊かたまりだ。それゆえ密着戦となる拳での殴り合いは危険が高い。拳鉄甲ナツクルダスターに沁力の刻印が施ほどこされているといえど、その拳以外で幽幻種の攻こう撃げきを受ければ魔ま笛てきを浴びることと同義である。


　たとえば千せん年ねん獅しの爛ラン──彼女は徒と手しゆ空くう拳けんで幽幻種と戦う唯ゆい一いつの護ご士しだが、それは彼女が素す肌はだに直じかに刻印儀礼をほどこしているからだ。刻印の激痛と拒きよ否ひ反応に耐たえた彼女だからこそ許される。そうでなければ幽幻種に密着戦など自殺行こう為いだろう。


　そう、よほどの無む鉄てつ砲ぽうか、あるいは類たぐい稀まれなる実力者でないかぎり。


「俺はな、ほかの武器使ったことねぇんだよ」


「あ、そ、そうなんだ？」


　……無鉄砲の方だったんだ。


　ある意味予想どおりの答えに頰ほおをかいた。


「言っておくが俺ぁあくまで数あわせだ。後衛でのんびりさせてもらうからな」


「……そういう約束だからね」


　本当に数あわせのつもりらしい。そぶりからも部隊戦に参加する意い欲よくはなさそうで……でも正護士になる気がないのなら、そもそもなぜ塔とうに入にゆう宮きゆうしたのか？


「一つ聞いていい？　ヴァイエルは目標って何かある？　ほら千年獅を目指すとか」


「ねぇよ。そもそも護士に興味もなかったのに、あのユメルダ教官に半分力ずくで連れてこられて入隊した身だぜ。教官はスカウトだとか言ってたけどな」


「スカウト？　それ、かなり珍しいじゃん」


　護士への入隊希望者は尽つきることがない。いずれも何かしらの武芸を修めた手て練だれたちのなか、教官が自ら引き抜いてくる事例は非常に稀まれだ。


「こっちはいい迷めい惑わくだったがな」


「でも──」


　何かしらの観点で教官の眼鏡めがねにかなったということだ。教官からの期待もあるだろうし、一いつ緒しよに正護士を目指してくれてもいいはずなのに。


「時間だ。二人とも定位置についてくれ」


　不意に会話を遮さえぎって、後方にいた部モ隊ニ長カが声を張りあげた。


「シェルティス、悪いが負担をかける」


『むしろ大だい歓かん迎げい。存分にこき使ってあげてください』


「だそうですよ、っと」


　口を挟はさむ機械水晶イリスを指先で弾はじいて黙らせ、モニカの右みぎ隣どなりに並び立つ。


　……そうだ、まずはこっちに集中しないと。


　四人という数で統一した部隊戦。


　二十メートルほど向こうの砂の丘きゆう陵りよう。その背後が彼らの初期位置だったはず。





「では始めるぞ。一部隊、四人制。


　形式は『公開旗オープンフラツグ』、制限時間は三十分」





　響ひびきわたる教官の放送アナウンス。


　公開旗オープンフラツグ──部隊戦の主流方式だ。部隊の一人を大将として、その大将を倒たおした方が勝利する。誰だれが大将かは互たがいに公開され、その一人を集中的に狙ねらうことになる。


「華宮、任せたぞ」


「逃にげるのは得意ですから」


　浮遊する機マ械キ珠ナの上にちょこんと座すわる少女。


「へえ、それ乗れたんだ？」


「一人用の緊きん急きゆうポッドも兼かねてますので。それよりシェルティス、あなたが相手の大将を抑おさえなければ勝ちはないんです。わかってますね」


「──特とつ攻こうだったね」


　最さい後こう尾びに控ひかえる大将が華宮、中間の迎げい撃げき役がモニカとヴァイエル。そして自分に任された役が最前列からの敵てき陣じん突とつ破ぱ。





「始め！」





　教官の指令と同時、砂の丘陵から四つの影かげが飛びだした。


　うち二つが臆おくすることなく急接近、残る二つがこちらから距きよ離りを取って迂う回かいする進路をとっている。


『大将を後衛に配置していますね。前衛二人、後衛二人の基本陣形です』


「好都合だ」


　敵の前衛が二人、対してこちらも迎撃に二人。よほど戦力差がないかぎり華宮までの防衛ラインは崩くずされまい。あとは自分が、単独特攻で後衛二人を相手にできるかだ。


「……行くよ」


　疾しつ走そう、そして加速。


　足下の砂を蹴けりつけて跳ちよう躍やくし、敵前衛との距離を詰つめる。


　──前衛二人。


　──一人は昆こん、もう一人が金きん属ぞく鞭べんの使い手か。


　どちらも射しや程てい距きよ離りが長く、また武器を扱いながらの高速移動にも適した武器だ。


　ヒュゥッッ


　砂を巻き上げて昆が、宙からは金属鞭が打ち下ろされる。左右からの挟きよう撃げき。昆を刀身で受けとめて、その弾はずみに跳躍して金属鞭を回かい避ひした。


　一瞬の交こう叉さ。


　前衛二人とすれ違ちがい、互いに視線だけをかわして走り去る。


　……追撃してこないか。


　公開旗オープンフラツグでは前衛同士の対決に意味はない。前衛同士でつぶし合えば時間の浪ろう費ひ、引きわけの可能性が高まるだけだ。基本は速そつ攻こう、互いに大将だけを狙いにかかる。


　あとは時間との戦い。


　砂さ丘きゆうを駆かけ上がり、こちらから距離を空けようとする二人を追う。


『重じゆう鎗そう士しが一人、もう一人が……』


　機械水晶イリスが言い終える前に、銀色の何かが飛来した。


　陽光を浴びて輝かがやくのは円形の刃やいば。手の平大の円えん刃じんで、その中央部にドーナツ状の穴が空いている。それが一枚二枚三枚、ブーメランのように弧こを描く軌き跡せきで──


「投擲鋼チヤクラムかっ」


　円えん月げつ輪りんとも言われる投とう擲てき武器だ。一枚一枚の威い力りよくは高くないが、円刃がカミソリのように薄うすいため、空中でその動きを捉とらえるのが極きよく端たんに難しい。


「ちっ！」


　双そう剣けんを交叉させて投擲鋼チヤクラムの軌跡に合わせ────ぎちっ、と響く鈍にぶい音。飛来する円刃を受けとめて砂地に叩たたき落とす。


　……太陽が厄やつ介かいだな。


　頭上の直射日光と足下からの反射光。二つの光が重なる領域を狙って投擲されるせいで、もともと捉えにくい投擲鋼チヤクラムの刃がさらに視し認にんしずらくなっている。


『敵の大将は重鎗士です。護衛を無力化してから大将を叩くのが安全策、もう一つがリスクを冒おかして即そく座ざに大将を狙うか』


「どっちがおすすめ？」


『私の支し援えんがあなた以外だったなら安全策の前者。しかし千年獅を目指すのならば後者、それも無傷で速攻突破してください』


「……軽く言ってくれる！」


　不敵な笑えみで返し、シェルティスは足先を重鎗士へと向けた。


　その真横、投擲鋼チヤクラム使いから円刃が一挙動で放たれる。五枚の投擲鋼チヤクラムが宙を舞まい、それぞれが別の軌き道どうでもって飛来。


　──捉えにくい円刃を無理に追う必要はないんだ。


　投擲された軌跡を読んで回避すればいい。五枚のうち三枚はただの威い嚇かく、実際に当たる軌跡ではない。本命である二枚の軌跡だけを凝ぎよう視しし、そして。


　ギィィッィイン……ッッ！


　双剣の剣先が、それぞれ二枚の投擲鋼チヤクラムを弾き返した。


「っ！」


　敵二人の表情に動どう揺よう、動きがわずかに硬こう直ちよくする。その瞬しゆん間かんを狙って疾走。護衛役の投擲チヤク鋼ラム使いと交叉し、そしてまたたく間に背後へと置き去りに。


　──残るは本命。


「っ！」


　長大な鎗やりを両手で構える重鎗士。


　金属鎗の中でも特に優すぐれた射程距離をほこる重鎗。相手が同格の場合、双剣では射程に入ることもできず打ちこまれる。それほど相あい性しようの悪い相手だ。


　相手の技量は不明。単なる候補生ならばいい、だが万が一にも正護士級の技量ならば、迂う闊かつに飛びこめば一方的に打ちこまれる危険をともなう。


　……なら。


　目測で重鎗のおおまかな射程を読み、ぎりぎりその外で急停止。


　双剣では絶対に届かない距離。相手の表情に不ふ審しんが浮うかぶのを無視し、シェルティスは足あし下もとの砂地へと全力で剣をふり下ろした。


　ざぁぁぁぁぁぁぁぁっっっっ…………無数の砂が宙に舞い上がり、シェルティス、重鎗士、投擲鋼チヤクラム使い、その場の三人の視界をことごとく奪うばい去る。


「なっ!?」


　上がる狼ろう狽ばいの声。


　砂さ塵じんが覆おおいつくす世界で、シェルティスは重鎗士に向かって弧を描えがいて砂地を駆けた。直後、ひゅんと唸うなる敵鎗が右脇わき腹ばらを通過していく。


　──やっぱり。


　視界を閉とざされたことに重鎗士が焦あせって突ついた鎗。ここでシェルティスが素す直なおに直進していれば直撃していたが、あえて遠回りのルートを走ったことで鎗は的外れの方角へ。


「はっ！」


　呼気を溜ため、右の剣で真下から斬きり上げた。


　こだまする金属の衝しよう突とつ音おん。


　舞い上がる砂塵が静かに地へと落下、視界が明めい瞭りようになったその先で──





　重鎗を後方へと弾かれた重鎗士に、少年は双剣を突きつけていた。





「ふむ、そこまでにしておくか」


　さして面おも白しろくもなさそうな口調で響く教官の指令。


「二部隊とも今日はこれで解散だ。明日の二試合目に向けて対策を練るように」


　……ようやく一勝か。


　双剣をホルダーに収め、シェルティスは天を仰あおいで深呼吸した。


　第二次選考の一日目がやっと終わり。褒ほう賞しようシステムの任務以前に、それを任されるまでの部隊競争がこんなにも過か酷こくだなんて。


「お疲つかれさま」


「あ、ああ。モニカもね」


　桜色の髪かみの少女が砂丘を下ってくる。汗あせの流れた頰ほおに砂が付着し、儀ぎ礼れい衣いもところどころが砂色に染まっているところを見ると……


「迎撃そつちも大変だったんだ？」


「勝てたから結果的には良かったが、危なかった」


　煮にえきらない表情でうなずく彼女。手にした十字昆ロザリオの先せん端たんで砂丘の向こう側を示すのを、何気ない気持ちで追いかけて──


「ちょっとヴァイエル、なんで迎撃役なのにわたしを守ってくれないんですか！」


「は？　逃げるの得意だとか言ったのはお前だろうが」


　機マ械キ珠ナの上に座った華宮が、そっぽを向くヴァイエルに何やら抗こう議ぎする姿。


「何事にも限界があります。いつまでだって逃げきれるわけありません！　モニカの援えん護ごが間に合わなかったら今いま頃ごろ──」


「アホが、男の中の男である俺おれがこんな泥どろ臭くさい試合で意い気き込ごんでたまるか」


「男の中の男？　ならサボってないで助けてくれるべきでしょう。かよわい女性を守ることこそ美学なのでは」


「はっ！　色気もねぇガキが知った口で吼ほえるなってんだ。こんなルールに守られた安全試合で守ったって男の価値は測れねぇよ。男が身体からだ張って女を守るのは命を賭かけた大勝負のみ。それが俺の哲てつ学がくだ」


「試合で守れない男がそれを言っても信じられません」


「だからよ、お前に信じてもらう必要がどこにあるんだっつぅの？　あー暑あちぃ、明日も部隊戦あるってのが信じられねぇ面めん倒どうくささだぜ。じゃあな」


「あ、ちょっとちょっと！」


　逃げるように遠ざかっていく青年を少女が追いかけて──


　……ええと、つまり？


　いまの会話から察するに、ある意味予想どおりの展開が頭にイメージできた。


「迎撃役のヴァイエルが動いてくれないせいで華宮が追いつめられて、それをモニカが頑がん張ばって防いでくれたっていうので合ってる？」


「いい読みだ。……明日も同じ展開になりそうだから頭が痛い」


　ふぅ。大きく息を吐はきだしてモニカが溜ため息いき。


「明日に備えて作戦を練ろう。わかっていたつもりだったけど、ヴァイエルがああも動かないとなると三人での布ふ陣じんを前提に考えた方が良さそうだ」


「うん。……あの、あんまり根こん詰つめない方がいいよ。そのぶん僕も頑張るから」


「そうさせてもらう」


　一いつ瞬しゆんだけの微び笑しようを余よ韻いんとして残し、彼女もまた去っていく。おそらく本当に激戦だったのだろう。その背中にいつもの気力がない。


　……そっか、モニカにとっては。


　……これが部隊長として初めての部隊戦だったんだ。


『気き疲づかれするのも当然でしょうね』


「……そうだね」


　部隊長の責務。モニカの心労もしばらくは続くだろう。場合によっては、彼女の負担を軽減する方法も考えるべきかもしれない。


「おいシェルティス」


　背後からユメルダ教官の足音が。


「外傷はないな？　体力も残ってるな？　よし、ならば今日の訓練を開始する」


「だからどうしてそうなるんですか!?」


　首根っこを狙ねらって伸のびてくる手から慌あわてて飛びのいた。


「あ、でもよかった。ちょうど教官に聞きたいことが。うちの四人目のことで」


「ヴァイエルのことが気になるか？」


「ええまあ。……実はとんでもない実力を隠かくしてる、なんてあるのかなって」


「阿あ呆ほう、立ち振る舞いからしてわかるだろうが。候補生の間でもせいぜい下げの上じようだ」


　ばっさりだ、言葉のオブラートに包む間もない。


「なら──どうして彼を護ご士しにスカウトしたんです？」


「…………」


　針のように細い煙草たばこに無言で火を点ともし、その輝く炎ほのおを教官は見つめて。


「護ご士しの資質は二つある。ああいう男が一人くらいは必要なのさ」


「……え？」


「覚えておいて損はない。塔とうの頂上にいる巫み女こ様ではなく、もっと別の『何か』に拘こだわる男もいるということさ。言葉ではなく行動を見ていれば自おのずとわかる」


　それはどういう意味だろう。


「自ずとわかると言っただろう。それよりいまはトレーニングだ、ほら行くぞ、昨日きのう思いついたとっておきの凶きよう悪あく訓練を試ためしたくてウズウズしてるんだ」


「……いや、ですから僕は」


「気を抜ぬいたら死ぬぞ。さあついてこい」


「だ──か──ら──────っ！」


　首根っこを問答無用で摑つかまれて、砂さ漠ばくをずるずると引きずられていった。





　　　　３





　天結宮ソフイア11階、候補生宿舎。


「部隊戦で疲れてるのに、どうして教官はいつも以上に厳しい訓練を用意するかな!?」


『教官、イキイキしてましたねー』


「……最高にイイ笑顔だったね」


　投げやりに返事して、シェルティスは自室のベッドに倒たおれこんだ。塔の25階で夕食をとってシャワーを浴びて戻もどってみれば、とっくに時刻は真夜中だ。


『ほらシェルティス、星が綺き麗れいですよ』


　窓ガラスの奥おく──宝石箱をひっくり返したように輝かがやく夜空。一つ一つは小さい輝きで、だからこそほかの星光を打ち消すこともなく、互たがいを引き立てるように煌きらめいている。


「イリスは星が好きだよね」


『幻げん想そう的じゃないですか。ずっとずっと変わらない唯ゆい一いつのものだと思います』


　枕まくら元もとで、まるで星さながらに輝く機械水晶イリス。


『でもあなたは眠ねむそうですね』


「……昨日の夜から寝ねてないんだもん。主に華宮のせいで」


　好こう奇き心しん旺おう盛せいな彼女のせいで昨夜ゆうべから今日の早朝まで質問責ぜめにされ、昼間は部隊の一次選考と二次選考、それが終われば教官からいつもの訓練だ。


「イリス、また明日の起き床しよう時間になったら起こして」


　というわけでお休みなさい。


　うつぶせで枕を抱かかえてまぶたをつむり──





「シェルティス、いまからわたしの部屋に来てください」





「……誰だれか助けて。機メ械ツ帽トをかぶった悪あく魔まが、僕の眠りを遮さえぎるんです」


「誰が悪魔ですか」


　天てん井じよう隅すみの通信機から聞こえてきたのは、ちょうど噂うわさをしていた華宮の声だった。


「もしかしてまた質問責ぜめ？」


「まさか。ご心配なく、今回は三十分も取らせませんよ。明日の部隊戦のことで相談したいことがあります。モニカには秘密にしたいことなので」


　部隊戦の相談、それもモニカにまで内ない緒しよとは華宮にしては珍めずらしい。


「訳あり？」


「話は14階の０８５番の部屋で、すぐ来れますか？」


「うん、たぶん数分で」


　普ふ段だんのシャツと黒の上着ジヤケツトはクローゼットの中だ。いまは室内用の上下ウェア。トレーニングにも使える衣類だから、このまま外に出ても問題ないだろう。


「ではお待ちしています。あ、そうそう一つだけ」


「なに？」


「夜中に女性の部屋に呼ばれて二人きり。……襲おそいかかってきたら即そく座ざに緊きん急きゆう警報ボタンを押おしますから」


「呼んでおいてそれひどくない!?」





　天結宮ソフイア14階。


　常夜灯を残して消灯した通路をじっと見すえ、息を殺して進んでいく。


『シェルティス、どうしてそんなにビクビクしてるのですか』


「だってここ女性用のフロアだし」


　日中ならともかく、こんな夜間に見つかればなんて思われるかわからない。事情を話せば見み逃のがしてもらえるだろうけれど、誤解なんてない方がいいに決まってる。


『ちなみに昔、レオンが同じような目に遭あったそうです。彼の場合は夜中の見回りだったのですが、それを知った女性の候補生たちに取り囲まれて』


「痴ち漢かんさわぎ？」


『逆です。フロア中の女性が起きてきて大だい歓かん声せいの大だい歓かん迎げい。「わたしの部屋でお茶でもどうですか？」「むしろ泊とまっていってください！」とモテモテで、一時間ほど追い回されて逃げ帰ってきたという逸いつ話わが』


「……理り不ふ尽じんだ」


『美形で長身、剣けんの腕前は超ちよう絶ぜつ一級の千せん年ねん獅しで、おまけに性格も硬こう派はで男前。そりゃ人気も出ますもの。見習います？』


「悔くやしくなんかないよ!?……と、それはまあいいや。ここだよね」


　０８５番、それはほかの部屋のものと何一つ変わらない扉とびらだった。そなえつけられた機械式の鍵キーも標準仕様。塔制局での彼女の部屋は、扉からして異様な作りだったのに。


「……意外、寝る部屋は普ふ通つうなんだ」


「この部屋は護法院の管理ですから、改造したくても手続きが面倒なんですよ」


　声は扉の奥おくからだった。


「いま開けます、入ってきてください」


　──認にん証しよう──


　機械的な電子音と共に解かい錠じよう。機械扉とびらが横にスライドしていく。


「早かったですね。どうぞこちらに」


「……お邪じや魔まします」


　部屋に入って少し進めばすぐに居間。奥には台所へと続く通路。男性用にあてがわれた個室とまるで変わらない構造だった。


　そしてその内装も。


　床ゆかには暖色のカーペット。居間にはテーブルと椅い子すとベッド、それにクローゼット。


「こっちも思ったより、普通の部屋だね」


「資料の束とか機器の回線で埋うめつくされていると思いましたか」


　真顔で答える華宮も薄うす手での部屋着だ。寝ね間ま着きも兼かねているのだろう、やわらかそうな生き地じで裁さい縫ほうされた服は淡あわい黄色、首元と袖そでにフリルが取りつけられている。


　そしてもう一つ、何より目を引いたのが──


「機メ械ツ帽ト、外してるんだ？」


「ええ。自分の部屋なので隠す必要がないですし。あとシャワーを浴びたばかりなので、髪が乾かわくまではかぶるとジメジメしますから」


　外向きにはねた暗あん緑りよく色しよくの髪から突つきでた長い耳。


　狐きつねのように温かい毛で覆おおわれたそれは、ネルの民たみである彼女特有のものだ。それが他人の目に触ふれることを好まず、彼女も普段は自分の耳を隠している。


　……ああそっか。


　機メ械ツ帽トを外してるから外に出たくない、それで自分を部屋に招く方を選んだのか。


「ま、それはあなたにとっていまさらでしょう。さっそく本題に入りますか」


　円形のテーブルを挟はさんで椅子が二つ。促うながされるまま、シェルティスは彼女の対面にある椅子に腰こしかけた。


「単刀直入に言いましょう。今日の部隊戦、手を抜いていましたか？」


　単純なことのはずなのに。


　それを頭で理解するには少なくない時間を要した。


「……っと、それ僕が？　いや、そんな露ろ骨こつなことはしてないけど」


　レオンとやるような実戦さながらの撃うち合いは別としても、日ひ頃ごろの訓練だってそれなりに力を入れている。そうでなければ自分の腕うでが錆さびつくだけだから。


「しかしですよ、マハと戦った時の動きはこんなものではなかった」


　透すきとおった黒こく瞳どうで射い貫ぬくような少女の視線。


『ふえ？　マハって誰ですか』


「映像を見せてあげますから、少しじっとしててください」


　コネクターで機マ械キ珠ナと機械水晶イリスをつないで床に放置。何はともあれ、これでお喋しやべりなのもしばらくは静かにしているだろう。


「……マハの時は、それこそ手加減とかいう状じよう況きようじゃなかったから」


　数ある実戦経験の中でも『黄マ金ハ』は別格だ。草原で人外の強さを誇ほこったアレですら人形、ならば本体はどれほどのものか……想像もつかない。


「それにあれは実戦だし、そのぶん気き迫はくだって」


「気迫や意識の問題ではありません。わたしが言いたいのは別の要因です。もっと率そつ直ちよくで具体的な理由がある」


　テーブルの上に両りよう肘ひじを立て、ネルの民の少女が手と手を組み合わせる。


「思うにですね。あなたは無意識的に緊きん張ちようしているのだと思います」


「……というと」


「慣れてないのでしょう？　他人を庇かばいながらの戦せん闘とうはともかく、他人の支援を受けながらの戦闘というものに慣れていない──どうですか？」


　その意味するところを思いうかべて。


「…………」


　自分でも気づかぬうち、シェルティスは天井を見つめていた。


　……それは、そうかもしれない。


　もう何年も前のことだ。自分が入にゆう宮きゆうしたてのこと。


　正せい護ご士しまではレオンと組んでいたし、互いに好きなように動くことができた。


　錬護士になってからも周りは上位の実力者揃ぞろい。支援する必要もなかったし、むしろ支援を受けるのを恥はじとする空気だった気がする。


　──支援を受けながらの戦いなんて経験したことがない。


　まさに華宮の指し摘てきどおりだ。


「……わかってはいるんだけどさ」


　過去といまは違ちがう。部隊にレオンはいないのだから。


　モニカの真価は十字昆ロザリオと沁しん力りよくの混合技法だし、華宮は完全な支援タイプ。二人の特性を活かせなければ部隊の成長は望めない。


「でしょうね、あなたも頭では理解している。でも今日はそれが裏目に出ていました」


　それは、今日の部隊戦のことだろうか。


「中ちゆう盤ばんのモニカと最さい後こう尾びのわたしを、常に気づかいながら動いていましたね？　『二人を僕がカバーしないと』という思いが強すぎるせいで、あなた自身の動きが萎い縮しゆくしてしまっているように思えました」


　小さな萎縮が重なることで大きな歪みへ。離はなれた場所にいた華宮すら感じとった歪み。それはきっと、自分が思っている以上に大きなものだったに違いない。


「わたしが気づいたのは今日の部隊戦。あなたが投擲鋼チヤクラムを最初に受けとめた時です」





〝双そう剣けんを交こう叉ささせて投擲鋼チヤクラムの軌き跡せきに合わせ──〟





　テーブル上の白紙に、華宮のペンがさっと「×交叉」サインを描えがく。


「あの時、あなたは一枚の投擲鋼チヤクラムを受けとめるのに双剣二本を要した。でもそんなはずがない。マハとの戦いで見せた技量なら、それこそ目をつむっても片手の剣で弾はじき返せたはずですから」


　なのに、なぜそうしなかったのか。


「答えは容易に想像がつきます。あの時あなたは投擲鋼チヤクラムなんか見てなかった。投擲鋼チヤクラムを弾くことは片手間に、あなたは背後のわたしたちを見ていたのでしょう？」


「……それは一度きりだよ」


「でしょうね。でもそれでいいと思います。公開旗オープンフラツグ形式での部隊戦は、大将を叩たたくことに集中するのが常道ですから。──と、前段はここまでにして本題を」


　一いつ瞬しゆん口をつぐんで視線を泳がせて、少女は。


「明日の部隊戦、モニカを助けてあげてほしいのです」


「助けるって……単なる援えん護ごって意味じゃないよね？」


「お察しのとおり、戦闘中の指令そのものをです。戦闘中に周囲の状況を見る余力があるのは、たぶんあなただけです。……図ずう々ずうしいことを頼たのむようですが、皆みなの特性がうまく機能する采さい配はいをあなたに判断してほしいのです。あなたに指示を出してほしい」


　ピンと伸のびた自分の耳に触れながら華宮が続ける。


「部隊のリーダーはモニカですが、こと実戦においては、あなたが部隊の流れをコントロールする方がうまくいくでしょう。慣れればモニカもできるようになるとは思いますが、部隊長になりたての彼女にそこまで求めるのは酷こくです」


　初めての部隊長、初めてのメンバーで初めての部隊戦。全すべてが初めてづくしのモニカ。その背中にのしかかる重圧は、どれほどのものだろう。


「モニカにしかできないことは別にあるからね」


「そうです。部隊の新設にあたっては部隊の名めい簿ぼや連絡先の作成、護法院への申しん請せいなどもあります。でも一番大事なのは……やっぱりわたしたち部隊員の取りまとめでしょうね。わたしはこのとおりの性格で、きめ細かい配はい慮りよというものが苦手です。あなたも自分の過去を周りに秘密にしたい以上、部隊の中心で統とう率そつをというのは厳しいでしょう？」


　部隊の統率はモニカにしかできない。彼女に頼たよるしかないのだ。


　──だからこそ支える。


　──それぞれの部隊員がそれ以外のことで、それぞれの得意分野で。


「部隊戦が僕の課題ってことか」


「はい。より広げて話すなら部隊の戦闘全て。わたしはそっち方面で助けられないぶん、情報処理面でサポートするつもりです」


　こくんとうなずく華宮。


「支援を受けながらの戦いはあなたには不慣れでしょうね。戸と惑まどいもあるし、そのせいで動きがぎこちなくなるのも当然。だけど順応してほしいのです。わたしたちはあなたの支援が必要だし、あなたもわたしたちの支援を活いかす──そんな新しい戦い方に」


「……頑がん張ばるよ」


　その必要性も自覚しているつもりだったが、今日の部隊戦で実感した。この戦い方に慣れるには時間がかかる。


　……いまは前線が僕しかいないのが厳しいな。


　部隊の最前線で戦う特攻アタツカーをこなしつつ、中盤のモニカと最後尾の華宮を気づかうというのは相当に気を張る作業だ。華宮に指摘されたとおり、いまはその代だい償しように自分の動きが萎縮してしまっている。


　せめてもう一人、特攻アタツカーを引き受けてくれるメンバーがいれば。


「……ヴァイエルは」


「彼に多くは望めません。部隊戦に参加してくれただけでも大きな進歩です」


　ネルの民の少女は冷静にかぶりを振ふるだけだった。


「あのさ」


「どうしてわたしが彼をそこまで評価するか、ですか？」


　無言で首しゆ肯こう。すると、


「そうですね」


　にわかに、横顔を向ける彼女がそっと表情を崩くずした。何かを懐なつかしむような、愛いとおしむような、それでいて涙なみだをこらえるような切なさ混じりの双そう眸ぼうで──


「……わたしが、彼が好いい人だと思ってるから。それじゃだめですか？」


　笑うようで寂さびしそうな、ふしぎな声こわ音ね。


「でも……今日だって部隊戦のあとで喧けん嘩かしてたじゃん。どうしてわたしのこと守ってくれないんですか、って」


「ああ、あれは単なるコミュニケーションですよ」


「あれが？」


「はい。彼はちゃんと応こたえてくれたでしょう？　明日も部隊戦出てくれるって」





〝だからよ、お前に信じてもらう必要がどこにあるんだっつぅの？　あー暑あちぃ、明日も部隊戦あるってのが信じられねぇ面倒くささだぜ〟





「……あれはそういう意味だったの？」


「どう解かい釈しやくしろだなんて彼は一言も言ってませんよ。好きに解釈すべきです」


　くすっと楽しげなまなざしで華宮が笑えむ。


「とはいえ、それだけでは証しよう拠こに足りませんね。……それでは一つだけ昔話を」


　少女は教えてくれた。


　それは、もう二年近い昔の話。とある候補生のエピソード。


「おなじみのものではありますが、砂さ漠ばく環境フイールドの走破という訓練があります」


「ああ、あれは……」


　シェルティスが入隊した初日、最初に教官から課せられた課題もそうだった。多くの新米候補生たちが途と中ちゆうでリタイアしていった過か酷こくな訓練。


「入隊式の日ではありませんが、通常の訓練の一いつ環かんとしてその課題が課せられた日がありました。……そこに一人の少女が参加していた。普ふ段だんは電算システムの研究者という顔を持つ彼女は、本当に久しぶりの訓練だったんです」


　それは、ほかならぬ華宮自身のことだろう。


　研究者と候補生を兼けん任にんする変わり者なんて、ほかに一人としていないのだから。


「訓練慣れしてない少女は、熱砂地帯を半分ほど走ったところで昏こん倒とうしました。熱射病でも何でもない、単なる体力不足が原因です……と、普段ならそこで教官か救助隊に助けられて終わりなのですが、その日は違いました。少女の後ろから来た候補生が彼女を背負って熱砂を走りきり、そのまま医務室まで運んでくれたんです」


「…………」


「しかもその候補生、少女を医務室まで運び終わった途と端たんに自分も力つきて倒たおれちゃったんです。ね、面おも白しろい人でしょう？」


　そう告げる瞳ひとみは、少しだけ悲しげに微笑ほほえんでいて。


「きっとその時のイメージが強いんでしょうね。ああして面倒だ面倒だって言ってても、誰だれかが本当に困ってる時には助けてくれる人。……そう思えてしまうんです」


　まばたきもせずに見つめられて言葉が出てこない。


　──それがヴァイエル？


　何もかも面めん倒どうくさがりで、昼の部隊戦だってろくに動こうともしなかった彼が？


「そういう昔話があった、いまはそれだけ覚えていてくれれば結構です」


　懐かしそうに目を細めて華宮が立ちあがる。


「……この話、モニカに秘密でお願いしますね？」


　しっとりとした声で少女はそう言った。





　　　　４





　空の端はしが朱あかく染まる。


　瞬またたく星もどこかへ隠かくれ。黒の画板キヤンバスに赤の絵の具で上書きするように、天上がじわじわと夜明けの色へと移り変わっていく時刻。


「今日が部隊戦の本番だ」


　肘ひじを伸ばす柔じゆう軟なん体操の手を休め、モニカが自らに言い聞かすように呟つぶやいた。


「任務16番への応おう募ぼが最終的に二十二部隊だったらしい。一次選考で十四まで絞しぼって、そこから二次選考で得点の高い二部隊が最終選考に進めるんだとか」


　二次選考では合計四回の部隊戦が予定されている。


　部隊戦で勝利することで３点、引きわけには１点が加算される。四回の部隊戦を終えて合計点の高い二部隊が最終選考に進める仕組みだ。


　……僕たちは昨日きのう一勝してるから３点か。


「モニカ、もしポイント数が同じ部隊が三つ以上あった時は？」


　他部隊の状じよう況きようが気になるが、昨日はそれを確かく認にんする余よ裕ゆうがシェルティスになかった。


「……ありえるな。たぶん追加の部隊戦が組まれるはずだ。勝つのはもちろん、万が一にそなえて余力を残しておかないと」


『ところがですね、事はもっと単純になったみたいですよ』


　やおら、胸むな元もとでゆれる機械水晶イリスがにわかに口を挟はさんできた。


『今日の一試合目で勝てれば二次選考通過です。いま勝ち残ってる部隊が四つしかないので、この四部隊で一試合ずつやって、勝った方が先に進めます』


「……それはおかしいな。わたしは昨日ユメルダ教官から応募数を聞いたけど。最低でも二次選考には十四部隊いるはずだ」


　屈くつ伸しん運動を止めてモニカが首をかしげてみせる。


『それはですね──』


「昨日の部隊戦で敗北したチームと引きわけたチームが、そろって応募を辞退したからですよ。残ってるのはわたしたち含ふくめ、昨日の部隊戦で勝利したチームだけです」


　無言で柔軟体操を続けていた華宮が、ふと顔を持ちあげた。


「十四部隊で七試合を行って、決着のついた試合が五試合、引き分けが二試合。この時点で、勝利した五部隊を除いて全て任務を断念したようです」


「あ、なるほど」


　華宮とイリスの話を合わせて、シェルティスにも現在の状況が見えてきた。


　二次選考は、合計四回の部隊戦の総合結果で決まるシステムだ。


　しかし昨日の一戦目を落としてしまうと、すでに総合得点で抜ぬきんでることが難しい。ならばこの任務は諦あきらめて別の任務を申請する──手慣れた判断だ。


『昨日の勝利部隊は五つでしたが、その一つも主要隊員が負傷してしまったようですね。結果として残ったのは四つ。あと一回勝つことで最後の選考に進むことができる』


「……落とせないね」


『同じことを相手部隊も考えているはずです。ゆめゆめ油断なさらぬよう』


「もちろんだ」


　色いろ鮮あざやかな長ちよう髪はつを結ゆわえなおすモニカ。


「役割は昨日と同じでいけるか？」


「僕はいいよ。華宮は？」


　はい──こくんとうなずき、機メ械ツ帽トの少女が機マ械キ珠ナに飛び乗る。


「華宮も平気と。あとはアイツか」


　ヴァイエル、その姿はいまも現れないままだ。モニカが早朝の訓練場所も伝えたのだが、そんな面倒なことできるか──そうピシャリと断られたらしい。


「シェルティス、いまは彼のことよりあなたのことです」


　モニカの目を盗ぬすんで華宮がそっと耳打ち。


「彼との交こう渉しようは、あくまで人数合わせとして部隊戦に入ること。そういう約束です。この部隊戦で勝てるかどうかはあなた次し第だいなんだから」


「……わかってる」


　三年前とは違ちがう、部隊の一員として支し援えんを受けながらの戦せん闘とう。部隊の戦せん況きようを見み極きわめながら、時に部隊長にかわって指示を出すことも求められるだろう。


　──モニカが初めての部隊長であるように。


　──僕にとっても初めての戦いが待ってる。


『緊きん張ちようしています？』


　機械水晶イリスからの問いかけに、自分でも知らず知らずの内に苦く笑しようが浮うかんだ。


「少しね」


　候補生や正せい護ご士しの時のように、レオンと競きそい合うように戦うのとは違う。


　錬護士時代の、自分一人で気ままに戦うのとも違う。


　初めての戦い方。しかもそれが、統政庁に潜もぐり込めるかどうかという重要な局面で求められるなんて思わなかった。


『慣れぬ戦いにこだわりすぎて部隊が窮きゆう地ちに陥おちいる、それだけは避さけてくださいね』


「……わかってる、まずは勝つことを最優先しないと」


　わずかに汗あせばんだ手の平を、シェルティスはしばし見つめていた。
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「ユミィ様、失礼します」


　折り目正しく会え釈しやくする女性。研とぎ澄すまされたまなざしと顔だち、すらりと伸のびた長身に紺こん色のスーツがよく似合う。


「こ、こんにちはユメルダ教官！」


　服を旅りよ行こう鞄かばんに押しこむ手をとめて、ユミィは慌ててふり返った。


　天結宮ソフイア２８７階にある巫み女このプライベートルーム。普段は塔とうの外で候補生たちを鍛きたえる教官が、わざわざここまでやってくるのは珍めずらしい。


「貴重な休息時間に申し訳ありません。お時間よろしいですか？」


「も、もちろん。あ、どうぞ座すわってもらって」


「お気き遣づかいなく。数分で終わりますので」


　部屋に入ってすぐの場所、ぴんと背筋を正す教官。彼女の後ろにはもう一人、まばゆい金髪を二つに結んだ少女が控ひかえていた。歳としは……自分より一つか二つ下だろう。上着は護士の儀ぎ礼れい衣い、下はプリーツスカートという出いで立ちだ。


「用件はですね、じきに迫せまった統政庁の件です。ユミィ様が出張なさる例の件」


「……あの件ですか？」


　思わず姿勢を正してしまう。


「まず、ユミィ様に同行する護衛が正式に決まりました。錬護士の筆頭が担当します。護士としての技量は確かですので、出張もご安心かと」


「──わかりました」


　ユメルダ教官が誰かを褒ほめることは珍しい。錬護士筆頭、それも教官が認める技量ということは相当の実力者なのだろう。


「……もしかして」


　教官の後ろに控えている少女が、その錬護士の──


「ああ、いえ、まぎらわしいようですがこちらは違いますよ。紹しよう介かいが遅おくれましたが、こちらは正護士のイーシャ。ユミィ様に同行する錬護士筆頭の実妹です」


「イーシャと申します。どうぞお見知りおきを」


　スカートの両端をつまんで恭うやうやしく一礼する少女。


「は、はい。こちらこそよろしくお願いします！　統政庁ではよろしくお願……あ、あれ？……でもいま、妹さんって。イーシャさんは……妹さんの方ですか？」


　錬護士筆頭本人ではなく、その身内がわざわざ教官と一いつ緒しよに挨あい拶さつに？


「それはですね」


　胸ポケットから煙草たばこを取りだす教官。それを口にくわえたまま、


「現在、ユミィ様に同行する候補生部隊の選せん抜ばつ中です。残り二部隊に絞られましたが、最終試験はこのイーシャを試験官とする。そういうことですよ」


　と、それを見た正護士の少女が小さく顔をしかめた。


「教官だめですわ、巫女様の前で煙草は」


「火はつけないさ。何か口にくわえていないと落ちつかないんだ」


　重度の愛あい煙えん家かでもあるが、この教官は喫きつ煙えんのエチケットを頑かたくなに守る女性だ。


　もちろんユミィもそれを知っている。この部屋で火をつけるような真ま似ねもしないとわかっているから指し摘てきもしなかった。


「ナッシュ、そしてモニカ──部隊長の名前まで覚えていただく必要はありませんが、どちらかの率いる部隊がユミィ様に同行させていただく予定です」


「……モニカ？」


「おや、なにか」


「あ、い、いえいえいえいえ！　な、なんでもありません。大だい丈じよう夫ぶです！」


　首をかしげる教官に見つめられ、ユミィは慌あわてて手をふった。


　……モニカ……モニカって女性の名前だよね。


　……それってわたしの……わたしの先せん輩ぱいだった人と同じ名前？





〝もしかしたら、意外なところで会うかもしれないよ？〟


〝じゃあねユミィ。立派な巫女になれるよう応おう援えんしてるから〟





　偶ぐう然ぜん？


　そんな偶然て、あるの？


「それでは取り急ぎご報告ということで。二日後に最終選考を行いますので、勝ち残った部隊のメンバーを後日紹介にうかがいます」


「あ、あのですねユメルダ教官？　変なことをお訊ききしてもいいですか」


「何でしょう？」


「ええと、教官から見て二つの部隊はどんな部隊なんですか？」


　……モニカという人のこと、もっと知りたい。


　その名前を聞いた瞬しゆん間かんから胸がざわめいて仕方ないのだ。


「ふむ。そうですね、モニカの部隊は結成されたばかりの新設部隊です。手のかかる子供のようなチームで……チームワークやら部隊内の連れん携けいに不安が残るものの、いざ部隊戦となると圧勝という変わった部隊です」


　スーツの胸ポケットから取りだした採点シート。流りゆう麗れいな筆ひつ致ちで書きこまれた結果を確認し、珍しくもユメルダ教官が苦笑する。
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「あ、ええと……それはやっぱりモニカという人が凄すごいんですか？」


「モニカは面めん倒どう見みの良い姉役でしょうね。護士としての素養は高からず低からず。実質、部隊のレベルを引き上げてるのは一人の双そう剣けん使いです。久々に鍛えがいのある少年だ……戦闘技能だけなら、最終選考の相手部隊を一人で蹴け散ちらせる」


「そ、そうなんですか？」


　……双剣使いの少年……ああ、よかった。


　……ちゃんとシェルティスも残ってる。一緒に行けるまで、あと一つ。


　ひとまずの朗報に内心ほっと胸をなでおろした。


　統政庁への遠えん征せい任務は競争が激しいとレオンも言ってたし、シェルティスだって何かのはずみで負けることもあると不安だったから。


　……あれ？　でもでも、ちょっと待って？


　……それってつまり、モニカ先輩とシェルティスが同じ部隊にいるってこと？


「とはいえ」


　教官の黒こく瞳どうが鋭するどさを増した。


　それはまるで、こちらの心中を見み透すかすように。


「部隊の優ゆう劣れつというのは戦闘の強弱では決められません。部隊全体の統制や規律に優すぐれるのが対するナッシュの部隊で、こちらは非常にバランスが良い。逆にモニカの部隊はメンバーの個性が強すぎる。結成して間も浅いですしね」


「……そうなんですか？」


「はい。正直、ユミィ様に同行させるのは不安です」


　自分の知っているモニカ先輩は協調性の塊かたまりのような人だ。


　……ていうことは、やっぱり別のモニカさん？


「ふむ。ならばお会いになりますか」


「え？」


「ユミィ様さえ良ければ二つの部隊をご紹介します。なに、これも事前審しん査さです。巫女に無礼を働く部隊を選ぶわけにはいきませんから」
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　固い岩がん盤ばんでできた急斜しや面めんと、真下は切りたった断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき。


　足下を埋うめるのは大小様々な無数の岩石。手の平大から大人の背せ丈たけを超こえる巨きよ大だいな岩までが無造作に配置され、歩くことすらままならない地帯が広がっている。


「……課題は山積みか」


　過か酷こくな高山環境フイールドのエリアを見回して深呼吸。露ろ出しゆつした岩石の端はしに腰こしを下ろし、シェルティスは双剣の柄つかをホルダーに収めた。


　──部隊戦、終しゆう了りよう。


　戦闘時間は十四分と七秒。敵部隊の大将の陥かん落らくにより勝利。試合結果は危なげないとしても、試合展開は決して順調とは言えない出来だった。


「あ～もうっ、だから何で大将わたしを援えん護ごしてくれないんです！　大将わたしを置いて逃げだす仲間がどこにいるんです！　今度こそ本当に本当にやばかったんですよ!?」


「俺おれがお前を庇かばって攻こう撃げき受けろって？　バカ言え、そしたら俺が痛いてぇじゃねえか」


　離はなれた崖がけの向こうから華宮の怒ど声せい、対するヴァイエルは面めん倒どうくさそうな表情で斜面を下りてくるところだった。


「俺ぁ疲つかれたんで寝るぜ」


「え、いや待って。これから反省会とかミーティングとかあるし」


「んなのは仲良し同士でやってろ。じゃあな」


　さっさと斜面を下りていく金髪の青年。無理に誘さそってもこじれるだけ──そう判断し、シェルティスは溜ため息いきで彼を見送った。


『大活かつ躍やくでしたね』


「それ皮ひ肉にく？」


『あらひどい。もっと肯定的ポジテイブな激げき励れいのつもりです』


　しれっと流す機械水晶イリス。


『自分でも言ってたじゃないですか、課題は山積みだって』


「……まあねえ」


　膝上に肘ひじを立てて頰ほお杖づえをついてみる。


　特とつ攻こう役のシェルティスは一人で最前線へ。モニカは中ちゆう盤ばんで相手の一人に止められ、大将役の華宮が敵部隊の追つい跡せきから終始逃げ回っていた状じよう況きようだった。


「なんかもう……みんなバラバラの戦せん闘とうだった気がしてさ」


『今回は勝利が最優先ですので、あまり気を揉もむことはないと思います。華宮も言っていたでしょう、すぐに順応できなくても良いと』


　珍しくも機械水晶イリスが気き遣づかうような口調。


　──つまり、それくらい理想と遠い内容だったのだ。


　結果的には敵部隊の大将を撃げき破はして勝利。しかしそれは自分が単独で立ち回った上での勝利であって、部隊の力を合わせた勝利ではない。


「何をやるって、モニカと華宮の支援がうまく機能するような采さい配はいだもん。僕がやらなくちゃってのはわかってるんだけど」


　平らな岩いわ肌はだを探して仰あお向むけに転がる。透すきとおる蒼そう天てんへと手を伸のばして。


　……そう、本当に難しいんだ。


　モニカと華宮を支援できるように立ち回りながら、自分も彼女たちの支援を受けるような戦術。それが理想で、それを実現できる流れを生みだすのが自分の役目。


『でも事実、いまの部隊戦を見ていてもですね、戦闘中に味方の動きまで気づかう余力があるのはあなただけですよ。モニカが部隊長としての責務に追われているぶん、彼女の戦闘面での負担を支えてあげないと』


「うん。でもいざやってみると……さ」


　モニカと華宮の動きを意識しすぎれば、自分の注意が散さん漫まんになるし動きも鈍にぶる。部隊の連携と個人の技能を両立させる。その調整がここまで難しいなんて。


　……しばらくは僕の課題か。


　千切れた綿のような雲。風に乗って流れていく様さまをぼんやりと目で追いかけて。


「どこか傷めたか？」


　視界の中をさっと影かげが横切った。


「ううん、考え事。なかなか答えが出ないんだ」


「……教官が呼んでる。無事なら起きてくれ」


　桜色の前まえ髪がみをそっとはらうモニカ。差しのべられた彼女の手を借りて身を起こすや、彼女は斜面の下を指さして。


「塔とうの２６９階に集合らしい……ヴァイエルは？」


「疲れたって言って帰っちゃった」


「だと思った。それならわたしたちだけで行こう、華宮も機マ械キ珠ナの採取データを整理してから追いかけてくる」


　巨大な岩石が無数に転がる斜面。岩から岩へと飛び移って坂を下っていく彼女を、シェルティスも追いかけた。


　……天結宮ソフイアの２６９階？


　一いつ般ぱん階級の護ご士しが立ち入れる最上階。巫み女こや千せん年ねん獅しをまじえた重要会議が開かれるような重要フロアである。自分たちのような候補生が使用する階ではない。


「教官がそこに僕たちを呼ぶって……何かがあった？」


　自答のつもりで呟つぶやいて、急斜面の先をじっと見すえた。





　天結宮ソフイア２６９階、会議フロア。


　しんと静まりかえる通路は人ひと影かげもなく、まるで抜ぬけ殻がらのような雰ふん囲い気きだ。


「ここは、いつもこんなに静かなのか？」


　背後のモニカが、ふと思いついたように周囲を見回した。


「重要会議の部屋だから、会議室の声が通路に洩もれないように完全密閉式の扉とびらになってるんだってさ。会な議かでどんな大声出してても通そ路とはこんなだよ」


「詳くわしいな？」


「あ……う、うん。イリスが前に教えてくれたんだ」


　三年前に錬護士だった時はよく使っていたフロアだから──とは言えず、シェルティスはそれとなく理由を取りつくろった。


「それよりほら。たぶんこっちの角を曲がって……」


　壁かべの電子マップのとおりに進んでいく。幾いく度ど目かの角を曲がったその先で、見覚えある紺こんスーツ姿の女性教官が立っていた。


「残る二人は？」


　こちらの姿を一いち瞥べつするや、ユメルダ教官が片かた眉まゆをつり上げた。


「華宮は機マ械キ珠ナの整備、ヴァイエルは……負傷で手当てを」


「気遣いは要いらん。どうせあいつはさぼりだろう？　予想どおりさ」


　煙草たばこの端を嚙かみつぶして渋じゆう面めんを作る教官。


「まあいい。とにかくも二次選考の通過を正式に通知する。残す最終選考を通過すれば、晴れて任務16番を任されて統政庁への遠征だ」


『はいはーい質問！　最終選考っていつですか？』


　のんきな口調の機械水晶イリス。教官もそれに機き嫌げんを悪くした様子もなく、


「明後日あさつてから三日間の期間で行う予定だ。明日の朝九時に訓練場に集合すること、そこで試験官および相手部隊との顔合わせを行う手て筈はずになっている」


　三日間、しかも試験官が同行する選せん抜ばつ試験だ。それだけの期間となると部隊戦とは考えにくい。いまさら筆記や面接という線も薄うすいはず。考えられるのは──


「自然区の巡じゆん回かい警備か要人の護衛実習、そのどっちかですか？」


「シェルティス、発表は明日のお楽しみにとっておけ」


　愉ゆ快かいそうな笑えみでとぼける教官。その表情からするにどちらかが正解なのだろう、問題はその内のどちらになるかだが。


「今日のところは解散。自主訓練とする──────と言いたいところだが」


　スーツの胸ポケットから通信機を取りだして、


「……私です。……ええ、はい。いま集合させています、どうぞお越こしを」


　珍めずらしいほど丁てい寧ねいな口ぶりで誰だれかに何かを報告する上司。


　誰だろう。この教官がこれほど気を遣う相手……塔の局長級？　いや、局長と連れん絡らくする目的が思いつかない。ならば護士の誰か。候補生の指導にあたる教官の多くがかつての錬護士であったことを考えれば、彼女が敬語を使うのはそれより上の階級に絞しぼられる。


　つまり千年獅、あるいは────


「巫女？」


　沈ちん黙もくを保っていたモニカがこくんと息を呑のみこんだ。


　そう。ユメルダ教官が自分たちをわざわざ塔内に集合させたことを考えれば、当然その予想にもたどり着く。


「お前たち、任務16番では巫女様が同行されることは承知の上だな」


　通信機を胸ポケットに収め、ひときわ鋭い視線で教官がこちらの顔を覗のぞきこむ。


「で、だ。候補生が巫女様の前で無礼を働かないか、この場で抜ぬき打ち審査を行うつもりだったわけだ。統政庁への同行という大事の前にな」


「……あれ？　でもそれを先に言っちゃあ」


　抜き打ちにする意味がない。


「審査を行うつもりだった、と言った。私が気がかりだったのはヴァイエルだからな。あの問題児がいないなら審査も意味がないだろう？　ま、かわりに巫女様から激励の一つや二つもらうといい────ほら噂うわさをすれば」


　リン、と鈴に似せた涼すずしげな音色。


　目の前の高速昇降機エレベータが停止し、ゆっくりと左右に開いていく。


「ユミィ様、ご紹しよう介かいします。ここに控ひかえているのが部隊長の」


「モニカ先せん輩ぱい！」


「そうそうモニカ先輩で……先輩？」


　ぽろりと煙草を落とす教官の目の前で、昇降機エレベータから現れた少女がモニカに向かって小走りに駆かけよった。


「やっぱりそうだった！　先輩……モニカ先輩ですよね!?」


　淡い黄金色オフゴールドの髪をなびかせる法ほう衣い姿のユミィ。


　儀ぎ礼れい衣いを着た少女へと足を弾はずませて走りより、そしてその勢いのまま──巫女である少女は護士候補生の少女の手を取って。


「ひ、ひぁ!?」


　手を握にぎられたモニカから驚おどろきの声。


「先輩、いつ護士に？　なんで、なんで教えてくれなかったんですか！」


「え……あ、……あの……あ……う……？……こ、これは…………ちがっ」


　嬉うれしそうに声をはずませるユミィ。しかし手をぎゅっと握られて動けない当人の顔色は、真っ青になって真っ赤になってをくり返すばかりである。


「……イリス、これどういうこと？」


『私に聞かないでくださいよ』


　そんな二人をしばらく見守って──


「おいシェルティス」


　ぼそっと教官に耳打ちされた。


「モニカはユミィ様と知りあいなのか？」


「……いや、それ僕の方が聞きたいくらいで」


　何が何だかわからない。巫女見習い時代のモニカについて、自分はまだ多くを知らないのだ。華宮でさえ詳くわしくはないだろう。


「ふむ。ならば水入らずの方がいいだろうな。私は帰るから後はお前に任せる」


「え、ちょ、ちょっと？　それ単に面めん倒どうな展開だから押しつけ──」


「言い訳は聞かん。後ほど事の様子を報告するように」


「大人って汚きたない!?」


　悲鳴を上げた時には、教官は十字路の角を曲がった後だった。


「……何で僕が」


『いいじゃないですか。ほら、それより前、前。注目ですよ』


　機械水晶イリスの言葉に誘さそわれるまま正面を向くと。


「モニカ先輩!?　ねえってば、どうしてさっきから何にも言ってくれないんですか!?」


「あ……あの……ええと……それは」


　そこではちょうど──切なげな表情で訴うつたえる巫女に圧おされ、桜色の髪の少女が壁かべ際ぎわまで追い詰つめられているところだった。


「わたし、ずっと先輩がいなくなって寂さびしかったんです！　なのにどうして！」


「………………そ、その……はず……はずか……し、くて」


「え？　はず？」


　興奮しきったユミィには聞き取れなかったのだろう。顔と顔が触ふれるくらい、ますます本人の近くまで迫せまっていって。


「先輩？　あの、顔が真っ赤ですけれど？」


「…………はうぅ!?」


　何かをこらえるようにぐっと口をつぐんでうつむくモニカ。そして、


「シェ、シェルティス！　わたしは華宮の様子を見てくる。そ、それからヴァイエルの奴やつに明日のことを伝えて……しばらく戻もどってこないから！」


　そっぽを向いてユミィの手を振ふりはらい、猛もう烈れつな勢いで駆けだした。


「え？　あ、ま……待ってモニカ先輩！」


「…………っ！」


　一いつ瞬しゆんためらうようにふり返り、しかし直後に再び走りだす。


　今度は立ち止まらない。昇降機エレベータの扉とびらが開く時間すらもどかしく、フロアの外れにある非常階段を転げ落ちるように下っていった。


　再び静まるフロア。


　残されたのは自分と、そして去ってしまったモニカの背を見つめるユミィ。


「…………」


　もの寂しそうに肩かたを縮ませて佇たたずむ巫女。


「ごめんねシェルティス。恰かつ好こう悪いところみせちゃった……」


　ややあって、幼なじみがしっとりとした雰囲気でふり向いた。


「……なんでなのかな。前はあんなに優やさしい先輩だったのに」


「モニカのこと、だよね？」


　こくんとユミィが首しゆ肯こう。


『失礼。確かく認にんの意味で聞きますが、モニカ先輩──というのは巫み女こ見習いとしての先輩、という意味でよろしいですね？』


「うん……すごく優しい先輩で、憧あこがれの人だったの」


　ずっと昔、他愛たわいもない噂話として聞いたことがある。巫女見習いたちの仲は、実はそれほど良くはない。あくまで巫女を目指す競争相手だと。


　だからこそ、巫女見習いにとっての友人はとても大きな意味を持つのだと。


「モニカ先輩はね、三年前に巫女の最終試験を受けたの。でも最後の最後で失敗しちゃって、それで巫女見習いをやめちゃって……その後のこと、わたしがどんなに聞いても教えてくれなくて」


「──護ご士しになりたかったんだって」


　うつむくユミィに、本人から聞かされたそのままを告げた。


　護士になったことを隠かくす必要はないのだろう。彼女の儀礼衣姿を見た時点で、ユミィもそのことには気づいたはずだから。


「巫女になれなくても、せめて巫女を守る立場になりたいんだって。僕はそう聞いた」


「うん……先輩なら言いそうだと思う」


　郷きよう愁しゆうの表情ではにかむ幼なじみに、


「あのさ、これ僕の勝手な想像だけど」


　シェルティスは、感じたとおりの印象をそのまま告げることにした。


「モニカは恥はずかしかったんじゃないかな」


「……恥ずかしいって？」


「モニカさ、三年間ずっと候補生のままだったんだ。なかなか正護士になれなくて、それ彼女もすごく気にしてた。だからたぶん────ユミィに秘密にしてたのは、自分が正護士になれた時に、晴れ姿で報告したかったからだと思う」


　ユミィに迫られた時の彼女の表情。顔を真っ赤にして動どう揺ようして、言葉にも詰まっていたけれど、決して嫌いやそうな顔じゃなかった。


「心の準備もできてなくて、それでユミィと会ってビックリしちゃったんじゃないかな」


　会いたいけれど、まだ会うべき時ではない。そう心に決めていたけれど、まさかユミィの方から迫ってくると思わなかったのだろう。


「…………そう、だよね」


　自分に言い聞かせるようにユミィが声を振りしぼる。


「うん、間ま違ちがいないよ。だってモニカ先輩は優しい人だもん。わたしだけじゃなくて、ほかの巫女見習いにもずっと気を遣つかってくれた人だから」


「そうそう。だから安心していいと思うんだ、モニカは変わってないよ」


　三年前のモニカをシェルティスは知らない。けれど何となくわかる、モニカの根っこは、きっと巫女見習いの時から変わってないのだと。


『数すう奇きなものですね。巫女見習い時代にはユミィの先輩であり、護士としてはシェルティスの部隊を率いる部隊長だもの』


「あ、やっぱり？　シェルティスを部隊に誘ってくれた人ってモニカ先輩だったんだね。うんうん、そうだよ、やっぱりモニカ先輩は見る目がある！」


　満足そうに腕うで組ぐみして、何やら一人で納なつ得とくした面おも持もちのユミィ。と思いきや、そんな彼女は──ふと、何かに気づいてしまったように目を見開いて。


「シェルティス？」


「ん、どうしたの。そんなにあらたまって」


「……モニカ先輩、優しいでしょ？」


「ユミィが言ったとおりだよ。なんだろうね、人の内側を見てくれるっていうのかな」


　華宮も自分も、どちらかといえばほかの部隊からは敬遠された候補生だ。そんな自分たちを部隊に誘ってくれたのが彼女なのだから。


「…………そ、そうだよね！…………」


「何か問題でも？」


「あ、あのさ……モニカ先輩、綺き麗れいな人だよね。……肌はだもすごく白くて綺麗だし髪も素す敵てきな色だし、スタイルだってすっごくスマートなんだよ？」


「肌とかそういうのはわかんないけど──」


　護士としての訓練に励はげんでいる賜たま物ものか、たしかに身体からだ全体が無む駄だなく引きしめられている印象だ。鋭えい利りで整った顔だちは意志の強さを感じさせるし、照れくさそうに笑えんだ時は儚はかなげで愛らしいというのもわかる。


「うん、たぶんユミィの言うとおりじゃないかな」


「……だよねー。わたしから見ても先輩とっても素敵だし」


　はぁ、とユミィが溜ため息いき。


「？　どしたの？」


「シェルティスッ！」


　やおら、ぎゅっと両の拳こぶしを握ってユミィが一歩前に出た。


「……な、なにさ急に？」


「だ、だめだよ！　いくらモニカ先輩が可愛かわいいからって…………そ、その……先輩ばっかり見ちゃだめなんだから！」


「はい？」


　顔をサクランボのように真っ赤にしたユミィは止まらない。


「……お、お願いされたからって聞いちゃだめ！　膝ひざ枕まくらとか……レ、レオンみたいにしてあげちゃだめなんだから！　か、勘かん違ちがいしないでね。これはうらやましいとかじゃなくて……その、護士としての気風とか精神衛生上の問題であって──」


　……膝枕？　レオンみたい？　気風に精神衛生？


「ええとユミィ？　ごめんさっきからなにを」


「そ、それだけだから！　じゃ、じゃあわたしはこれで」


　言うだけ言って、彼女がさっと法衣をひるがえす。


「え……ええ！　そんな一方的なっ!?　だからどういう意味なのさ！」


「知らない知らない、わたしはなにも知らないんだから──────っ！」


　なぜだか泣きそうな表情で逃げていく幼なじみ。


　それをシェルティスが追いかけて。


『……人の思考ってフクザツ』


　ただ一人、一部始終を見ていた機械水晶イリスだけが悶もん々もんと思いを巡めぐらせていた。












　空白　『集つどい』







　天結宮ソフイア２８８階。


　高度二千メートル。地上よりも天上に近い場所にあるその階は、巫女の第二位と第三位、そしてそれぞれの千せん年ねん獅しの個室が用意された場所だ。


　フロアの奥おくには、陽光を採とりいれるバルコニー。透とう明めいな強化ガラスに囲まれた空間は、真冬の最中であろうと日光浴を楽しむことができる。


　舞ぶ踏とうができるほどの広さをもつ、そのバルコニーにて。


「あ、そこよ爛ラン……もう少し下……うん、そこ。もうちょっと強くー」


「ったく、注文が多い巫女さんだな」


　床ゆかに敷しいたエアクッションの上に寝ね転ころがる巫女と、彼女の肩と背中をマッサージし続ける千年獅の姿があった。


「あー気持ちいい。爛は本当にマッサージが上手ねー」


「誰だれかさんの注文がうるさいおかげでな」


　儀ぎ礼れい衣いの袖そでをまくって爛はマッサージを続行した。


　日焼けした肌に亜あ麻ま色の髪かみが映はえる少女だ。小作りな顔だちと大きめで悪戯いたずらっぽい瞳ひとみが猫ねこのような印象を感じさせる。


　……コツは筋肉を押おすんじゃなく揉もむんじゃなく、軽くつまんで引っぱる感覚で。


　……こんな感じでいいんだっけか？


　法ほう衣いごしに肩けん胛こう骨こつの位置を探さぐり当て、骨を支える筋肉の緊きん張ちようをほぐしていく。肩胛骨を中心とした肩から背中へ、背中から腰こしへ。最初は何もかも適当だったけれど、何度かやっていく内にコツを摑つかんだ気がする。なかなか気を遣う作業だが、彼女も「気持ちいい」と言ってくれるので悪い気はしない。


「お疲つかれってとこだよな」


「まあねー。結界を維い持じするのって大変。愚ぐ痴ちるつもりはないんだけどねー」


　目を閉じて気持ちよさそうに寝転がる長身女性。


　メイメル・イン・カーネイション──鮮あざやかな翡ひ翠すい色の髪を伸のばした長身細身の女性だ。法衣は優ゆう雅がなドレス風に仕立てられており、見み目め麗うるわしい彼女の容姿によく似合う。


　……ま、これくらいのお願いは聞いてやらないとな。


　皇おう姫ひにかわって結界を三日間支えっぱなしだったのだ。巫女の使命を果たした彼女に、一時間程度のマッサージで応えてやれるのであれば安いものだ。


「はーい爛、次は日焼けどめクリームお願いねー」


　と思いきや、急にするすると法衣を脱ぬぎだす彼女。


「……海ビ水ー浴チと勘違いしてるだろ」


「いいじゃない、いいじゃない。日なたぼっこ気持ちいいんだもんー」


「……いっそこんがり焼けちまえ」


　そもそも千年獅は護衛である。身体の疲ひ労ろうをとるマッサージならまだしも、日焼けどめクリームを塗ぬる手伝いまではいかがなものか。


「もうちっとマシな要望はねぇのか？」


「それならねー、わたし甘あまいものが食べたい」


　それを見越したように、横たわるメイメルが横顔を向けてきて。


「ねえ爛、お願い。わたしパフェがいいな」


「塔とうの大食堂の？」


「ううん。塔じゃなくてね、居住区に名店があるの。第二居住区の喫茶店カフエテラス『二ア羽ルのビ白レ鳥オ』、料理長オリジナルの『灼しやく熱ねつの沸ふつ騰とうアイスパフェ』がいいわ」


「熱いのか冷たいのかわからねーパフェだな」


「ていうかパフェじゃなくパンケーキなんだけどね」


「……名前詐さ欺ぎじゃねえか」


　げんなりと呟つぶやいて、爛は買い物に出かける支し度たくを始めるのだった。
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「はーい、お客さんお待ちどおさま」


　大通りの騒さわがしさと賑にぎやかさにまじって、紅茶の格調高い香かおりとケーキのふわりと甘い匂においがほどよく漂ただよう店がある。


　カフェテラス『二ア羽ルのビ白レ鳥オ』──第二居住区の大通りに面した喫茶店だ。


　常に人でにぎわう商店街沿いの大通りに面した、料理長のふるまう日ひ替がわり定食と日替わりケーキに魅みせられた常連客で終日ごった返す名物店である。


「ご注文の『灼熱の沸騰アイスパフェ』、お待ちどおさま」


「おお、これが噂うわさの」


　野外テーブルいっぱいの大皿に、まずは十人前はあろうかという巨きよ大だいパンケーキ。その上に生クリームとアイスクリームがこれでもかと盛られ、その上には季節のフルーツが山ほども。


　それが熱々の鉄板に載のせられてきたのだからインパクトは十分だ。


「……すごい、想像以上です」


「お客さんお初はつ？　わたし料理長のキリエ、良かったら今後ともごひいきにね」


　可愛かわいらしい犬のアップリケ付きエプロンの女性が小さく会え釈しやく。


　まばゆい金きん髪ぱつを頭の高い位置で結ゆわえた、十代にも二十代にも三十代にも見えるふしぎな雰ふん囲い気きをまとった店長だ。


　と、店内の厨ちゆう房ぼうから男性の悲鳴が。


「りょ、料理長────っ！　た、助けて……食材のムームー貝が暴れだして！」


「またぁ？　だからムームー貝の調理には気をつけなさいって言ったのに。毒針に刺さされると三日間は意識がトブわよ？」


　やれやれと頭を押さえる料理長。


「あーあ、なかなかシェルティスのかわりになる逸いつ材ざいはいないわね。やっぱり後こう継けい者しやはあの子で決まりかしら……ちょっと天結宮ソフイアに行ってメイメルあたりに交こう渉しようして」


「は、早く早く！　うわわっ、毒針出してきた！」


「はいはい。いま行くから抑おさえておきなさい。それじゃお客さんごゆっくり」


　両手に出で刃ば包ぼう丁ちようをたずさえて店内へと消える料理長。


　そんな彼女をにこやかに見送って──


「しかし噂以上にすごいボリューム」


　黒スーツをまとう客人は、かぶった鍔つば付つき帽ぼうを手で押さえてごくりと息を呑のんだ。


「……これ、一人で食べきれるのかな？」


　それは奇き妙みような来店者だった。


　金ボタンに彩いろどられた漆しつ黒こくのスーツに漆黒の靴くつ、そして漆黒の鍔付き帽。


　目ま深ぶかにかぶった鍔付き帽からは淡あわい金髪、その下には端たん整せいな鼻筋と口元が覗のぞいている。目元こそ見えないが、その輪りん郭かくは端整な美青年の顔だちを容易に想像させる。


「どれどれ……」


　生クリームの載ったパンケーキを一欠片かけらすくい、それを一口──


「あ、これは美お味いしい」


　ほのかに口元をやわらげて思わず溜息。


「生クリームも良い物を使ってそうだし、パンケーキの焼き加減もちょうどだし」


　一口、また一口。


「あぁ美味しい。……いいなあ。シェルティスってばこんな素敵なお店で働いていたんですね。いっそ私もここで働いてみようかなあ」


　ひっそりと呟いたその矢先。





『あー、イグニド見つけたよ』


『うん、イグニド見つけたね』





　どこからともなく流れてくる声は、薄うすい笑えみを含ふくませてやってきた。


「おや、見つかってしまいましたか」


　幻げん聴ちようとも風の唸うなりとも違ちがう、響ひびき奏かなでるは人の声。


　無む邪じや気きで無む垢くで、そして幼よう稚ちさをまじえたそれは──子供の声だった。


『仕事をさぼってると怒られるよ』


『うん、怒られるね』


　大通りの誰にも届かない念話。


　ただ一人、イグニドと呼ばれた男だけがくすっと唇くちびるをつり上げる。


「仕事は終えましたよ。といってもちょっとした偵てい察さつだけですが」


『黄マ金ハが待ってるよ』


『うん、黄マ金ハが待ってるね』


　二つの幼声がくすくすと微び笑しよう。


『黄マ金ハは時間にうるさいよ、早く行かないと怒られるよ』


『うん、黄マ金ハは時間にうるさいね』


「はいはい、行きますよ。統政庁の……第四セクターに集合でしたか？」


『第三セクターの格納庫裏だよ』


『うん、第三セクターの格納庫裏だね』


「……ふぅ、仕方ないですね。もう少し食べたかったんだけど」


　こぼれる吐と息いきすら艶なまめかしく。


　テーブルに残されたパフェ。甘い香りを漂わせるそれを名残なごり惜おしそうに見つめながらも、ややあって意を決したように椅い子すから立ちあがる。


　そんなイグニドが見つめる先は、第二居住区からも見み渡わたせる巨大な塔だった。


　天結宮ソフイア──蒼そう穹きゆうへと延びる白はく亜あの塔。


「それではシェルティス、一足先に統政庁で待っていますから」


　目元を隠かくす黒帽子を手で押さえたまま一礼して──





　その存在は、誰の目にも気づかれることなく消えていた。
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〝……なるほど、お前のような男も塔には必要なのかもしれないな〟


　居住区の片かた隅すみでたまたま出くわした私服姿のユメルダ教官。それが、天結宮ソフイアに入にゆう宮きゆうして護ご士し候補生となったきっかけだった。





　早朝、ヴァイエルは訓練場の外れ外れへと歩いていた。


「あー、くそ何でこうなるんだよ」


　華宮カグラと言っただろうか。人の昼ひる寝ねを邪じや魔ましてくれて、あまつさえ半分脅おどしで自分を部隊に引きいれた張本人。


「なーにが部隊戦では大将わたしを守ってくださいだ。……俺おれなんか頼たよるんじゃねえ。困ってれば誰だれかが助けてくれるだなんて夢見すぎなんだよ」


　ポケットに手を突っこみ背中を丸めて、思いつくまま愚ぐ痴ちをもらす。もらしたところで意味がないことはわかっている。半分口くち癖ぐせのようなものだ。


「……くだらねぇ、くだらねぇよ」


　小さく舌打ちし、ヴァイエルは自分の昼寝場所へと急ぐことにした。


　──部隊戦まで寝直すか。


　訓練場の外れにあるベンチがそうだ。訓練場でもかなり奥おくまった場所にあるおかげで、教官も見回りにこない。おかげで心地ここちよく眠ねむれるお気に入りの場所である。


　芝しば生ふの広がる小道を進み、やがて目印である大樹が見えてくる。


　相変わらず人ひと気けのない寂さびれた空間だ。大樹の下もとに備えつけられたベンチも、せっかく用意されているのに今日も座すわる者が一人として…………


「あぁ？　なんだぁ？」


　見慣れぬ光景に、思わず立ち止まって目を凝こらす。


　普ふ段だんは無人のはずのベンチ。その背から誰かの頭が見え隠れしていた。


　黒髪を後ろで二つ結びにした小さな頭部。頭がどうにか見える程度だから、座高から考えて大人の背せ丈たけではないだろう。


「おいおいおいおいおい、冗じよう談だんはよしてくれっての……子供か？」


　天を仰あおいで溜ため息いき。ここ数日、華宮とかいう娘むすめもそうだが、なぜか自分は子供につきまとわれる運命にあるらしい。


「ったく、どこの何様だ。朝っぱらから俺の指定席を陣じん取どってくれてるお子様は」


　訓練場の敷しき地ちなのだから護士だろう。正護士や教官がこんな寂れた場所で休きゆう憩けいするわけもなく、幼い候補生が訓練から逃げだしてきたといったところか。


「ったく、そこは俺の場所なんだっつぅの」


　右手で後頭部を搔かきむしり、左手は変わらずポケットに突つっこんだまま歩いていく。


　ベンチまで十メートル……五メートル……三メートル、そして。


「おいおい。誰だか知らねぇがよ」


　ベンチの裏側から正面に回りこみ、席を占せん領りようしている相手を覗きこんだ。


「ここは一億年前から俺の指定席だ。前歯へし折られたくなかったらさっさとどけや。わかったか？　わかったらさっさと………………」


　そこをどけ。頭に浮うかんだその言葉を、ヴァイエルは最後まで紡つむげなかった。


　ベンチに座るのが護士ではなくて、


「？　ユト、よくわかんない？」


　ぽかんと首をかしげ、透とう明めいがかった黒こく瞳どうでこちらを見上げる幼女がいた。


　濡ぬれ羽ば色の髪は後ろで二つ結び。服装は愛らしい白のワンピース。首元には空色のマフラーを流すように巻いている。どこからどう見ても一いつ般ぱん人じんだ。


「…………厄やく日びだ」


「やくび？」


　可愛らしい動作で見上げてくる幼女。


　それには構わず、ヴァイエルは頭を押おさえてベンチの背に手をついた。


　……頭痛がする。華宮とかいう護士の娘もそうだが、なんでここ数日、こんなガキ共と巡めぐりあうことになってしまうのか。


「っていうか待て。なんでてめー、こんなところにいやがんだ？」


「ユト、ここにいちゃだめ？」


「良い悪いじゃねえよ。ここは訓練場だってんだよ、お前みたいな一般人のガキが入れるところじゃねぇだろうが」


「？　でもユトここにいるよ？」


「…………くそが。よしわかった、ガキにもわかるよう質問を変えてやる」


　面めん倒どうくささと眠さに圧おされ、ほとんど睨にらむような表情でヴァイエルは顔を近づけた。子供なら怖こわくて泣きだしてしまいそうな人相。……のはずなのだが。


「あはは、お兄ちゃん顔こわーい」


「は？　眠ねみぃんだから仕方ねえだろうが！」


「ユトは元気だよー？　ちゃんと寝てるもん！」


　なぜか喜ばれてしまった。


「……くそ、まあいい。お前はどうやってここに入ってきたんだ？」


　するとユトと名乗る少女は、何かを考えるように空を眺ながめて。


「ユト、エリ姉ねえさがしてるの」


「エリ姉だぁ？　誰だそいつは？」


「エリ姉はエリ姉だよ？　ユト、エリ姉といつも一いつ緒しよ」


「……なるほど、そいつがてめぇの保護者ってことか」


　だいたいの事情がつかめてきた。


　観光目的で天結宮ソフイアを訪おとずれる一般人は多い。……だが、いるのだ。親がちょっと目を離はなした隙すきに逃とう走そうして迷まい子ごになる子供が。この幼女もそんな一人だろう。


「ったく、保護者ヅラするならきちんと面倒みとけってんだ」


　ユトという幼女がベンチの真ん中に陣取っているのを見て、嘆たん息そく。


「……どけっつっても聞かねぇよな」


「？　いいよー。半分こ、半分こ！」


　にこにこと、嬉うれしそうに足をばたつかせながらベンチの端はしに寄ってくれた。


「ほお。てめぇはわかってんじゃねえか。ガキにしちゃ上出来だ」


　空いた場所に座りこみ、ベンチの背にもたれかかる。


　……横向きに寝れねぇのは癪しやくだが。


　このさい贅ぜい沢たくは言えないだろう。何しろ先にベンチを占領していたのは幼女の方で、その幼女にわざわざ半分譲ゆずってもらったのだから。


　足を組んで腕うで組ぐみし、目を閉じて──


　……寝れ……るわけねぇだろうが。


　普段ならすぐさま夢の中なのに、今回ばかりはうまくいかない。


　原因は言うまでもなく隣となりの幼女。嬉しそうに足をばたつかせながら、こっちをきょろきょろと覗うかがっている子供のせいだ。さっきから視線が気になって仕方ない。


「おい」


「なぁに？」


「てめー、いつからそうしてるんだ」


「んー。わかんない。でも昨日きのうから……エリ姉どこ行ったのかな」


　しゅんと肩かたを落として落ちこむ幼女。笑っていたと思えばもう泣きそうだ。聞かなきゃ良かった。そう思っても全すべては後の祭りである。


「おい、昨日からって……一晩ここにいたってのか？」


「……ユト、暗くて帰り道わからなくて」


　訓練場の外れであるここは人通りも少なく、明かりらしい明かりもない。だから一晩このベンチでうずくまっていた────そういうことなのか？


「ねえねえ、エリ姉知らない？」


　儀ぎ礼れい衣いの左肘のあたりを引っぱってくる。


「はぁ？　んなの俺が知るわけねぇだろ」


「…………ごめんなさい」


　寂しそうに、悲しそうに幼女がうつむく。何かを訴うつたえるように横目で見つめられ、ヴァイエルは思わず顔をそむける。


　…………。


　……くそ。なんで護士って連中はいつもこうなんだ。


　幽幻種から巫女を守るという大義を背負う護士が、こんな身近な訓練場で困っている幼女一人にすら気づかない。


　……いつもそうだ。周りの護士は昇しよう級きゆうだの強い部隊を作るだのばかり。


　目の前で幼女が途と方ほうに暮れていることに誰も気づかない。巫女を守ると誓ちかう者たちは塔とうの上を見上げるばかりで、足あし下もとの人間に手を差しのべることを忘れてる。


「……違ちげぇんだよ、それは違ぇだろうが」


　英えい雄ゆうとして護士になるより、凡ぼん人じんであっても『人』であること。


　それこそが護士の気き概がいではないのか？


「どいつもこいつもわかっちゃいねぇ」


　口の中に溜たまった苦いものを、ぐっと堪こらえて呑のみこんだ。


「ねえ、エリ姉知らない？」


「あああああっっ、うぜぇ！　そんな目で俺を見るな！」


　突とつ然ぜんの大声にユトがびくっと肩をすくませる。そんな幼女の様子を一いち瞥べつし、ヴァイエルは大きく息を吐はきだして立ちあがった。


「おら、お前もさっさと立て」


「ふぇ？」


「塔の１階ロビーまで連れてってやる。塔内アナウンスで報しらせればわかるだろ」


「エリ姉見つかる？」


　さっきまでの落ちこんだ表情から一転、目をきらきらさせる幼女。


「とにかく行くぞ」


「うん！」


　うなずいて、にこにこと右手を差しだしてくる。


　…………おい。


　…………まさかこれは、俺に手をつなげってことか？


「くそ、誰も見ちゃいねぇだろうな」


　念のため辺りを見回し、ようやくその手を握にぎって────握った途と端たん、幼女の身体からだがふわりと浮いた。


「わっ、わわわっ！」


　ぴたっと足にしがみついてくる幼女。背丈が違ちがいすぎるため、手と手を握るとユトの足の方が地面につかないらしい。


「あー、残念賞ってか」


　自分にとっては好都合。しかし相手はそう思っていないらしい。むむ、と何かを考えるように腕組みし、そしてぱっと表情を明るくした。


「肩かた車ぐるま！」


「は？」


「肩車！　ユト、肩車がいい！」


「……おいおいおい、調子に乗るなよガキ。このヴァイエル様がなんの冗談で」


「ヴァー兄にい？　ヴァー兄にい？」


「勝手に人の名前省略してんじゃねえよ、いいか、世の中お前が思ってるほど甘あま──」


「……肩車だめ？…………うん。ユト、歩く」


　とぼとぼと歩きだす幼女。


　その背中から、なんとも言えず寂さみしげな雰ふん囲い気きがにじみ出ていて。


「………………くそが、おいちょっと待て！」


　その両りよう腋わきを摑つかんで、そのまま一気に自分の頭の上まで持ちあげた。


「わっ、わわわ！」


　宙を泳ぐように手を振ふりまわすユト。驚おどろいて暴れるのを無視し、ヴァイエルは肩の上にユトの腰こしを乗っけて肩車してやった。


「ほら、これで文句ねぇだろうが」


「わぁ！　ありがとうヴァー兄！」


「……だからてめー、人の名前を気安く省略してんじゃねえよ」


「ヴァー兄！　ヴァー兄！　すごいよー、シェル兄より高い！」


「…………もういい。好きにしろ」


　肩の上ではしゃぐ幼女に何度目かの溜ため息いきをつき、ヴァイエルは塔の方へ歩きだした。
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　天結宮ソフイア１階、案内ロビー。


　観光客の案内サービスから面会予約、迷子の担当までを常時数十人の態勢で受けつける。塔の中でもとりわけ一般人で混雑する巨きよ大だいなロビーである。


「ねえねえ、昨日も聞きにきて悪いんだけど、何か情報ない？」


「ユトさんでしたね。黒くろ髪かみで、白のワンピース。年ねん齢れいは……」


　検けん索さく用の端たん末まつを叩たたく受付嬢じよう。


　その画面を、窓口に身を乗りだしてエリエは食い入るように見つめていた。


　──ユト、どこ行っちゃったのかな。


　昨日の昼間から、そして夜間もできるかぎり塔内を探索して見つからない。


　塔の高層階で見失ってもう丸一日が経過している。その間、誰だれの目にも留まらずに塔の中をさまよっているとは考えにくい。保護されているのを願っていたのだけれど。
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「残念ながら、まだ情報は入ってきていないようです」


「そか、……ありがとね」


　下した唇くちびるを嚙かんで目を閉じる。


　……今回もどっかに行っちゃったのかな。


　ユトが行方ゆくえ不明になるのは、実はこれが最初というわけではない。時々ふらっといなくなって、そうなった時にはシェルティスや自分がいくら捜さがしても見つからないのだ。


　でも数日後にひょっこりと元気な顔で戻もどってくる。


　今回もそうだと思いたいが、今度こそ本当に迷まい子ごの可能性も捨てきれない。


「シェルティスも……早く来ないかなぁ」


　自分だけでは難しいと判断して、ついさっき彼にも応おう援えんを頼たのんだのだ。１階の案内ロビーに集合と言っておいたからそろそろ来ると思うけど。


「昨日と同じで、何かわかればエリエさんにご連れん絡らくですね」


「お願いね。可愛かわいい子だからすぐわかると思うの。綺き麗れいな黒髪でさ、ツインテールみたいに二つ結びにしてて。服も色が綺麗だからすぐわかるはずなんだ」


「あ、エリ姉いたー。あっちだよ、あっち！」


「そうそう。こんなかんじで『エリ姉～』って…………って」


　ふり返ったそこには──いま受付嬢に説明したばかりの特とく徴ちようの、愛らしい幼女が満面の笑えみを浮うかべて手を振っていた。


「ユト!?」


「エリ姉！　わぁ、よかった。エリ姉いた！　ねね、ヴァー兄」


「……ん、ああ。ほらよ」


　いままでユトを肩車していた男に下ろしてもらうや、一目散に駆かけてくる。両手を広げて胸に飛びこんでくる幼女を、エリエも力いっぱい抱きしめた。


「ユト！　良かった……どこいってたのよ？」


「えへへ、ユトよくわかんない」


「……もう。そんなところだと思ったけど。ん？　ユトなに持ってるの？」


　小さな手でユトが何かを握りしめている。


　一つはお菓か子しが詰つまったビニール袋ぶくろで、もう一つは塔のマスコットキャラクター『黄ア昏ー竜マ』の硝子ガラス細工だ。どちらも塔１階の入口で売っている記念品である。


「あのねあのね、ヴァー兄が買ってくれたの！」


　ついさっきまで自分を肩車していた青年を指さすユト。


「ユトのこと連れてきてくれたの？　いやー、ありがと。どこに迷子してたか不安で捜しまわってたところだったのよ」


「……訓練場でさまよってたぜ」


　疲つかれた顔で息を吐く青年。くすんだ金きん髪ぱつを短く刈かった長身の男だ、顔だちはほどほどに整っているのに不ふ機き嫌げん顔がおのせいで台無しになっている。


「訓練場？　あー、そりゃあ見つからないわけだわ」


「あのね……シェル兄捜してたの」


「シェルティスを？　あーなるほどね、それなら言ってくれればよかったのに」


　め、とユトのおでこに自分のおでこをコツンとぶつける。


「えへへ、ごめんねエリ姉」


「わかればよろしい。で、あなたもありがとね。迷子の案内に、それにお菓子とお土産みやげまで持たせてくれちゃって」


「……そのガキが腹減ったってうるせえからな。黙だまらせるにゃ丁ちよう度どいいだろ」


　後ろ頭を搔かきむしる彼、と思いきや。彼はそんな仕草もほどほどに背を向けて。


「あ、待って！　ちゃんと名前教えてよ。お礼──」


「礼はいらねぇよ、名乗るほど大したこともしちゃいねえ」


　横顔を向けた彼がそのまま立ち去ろうとして。


「……ヴァイエル？」


　青年の名前を別の誰かが呼んだのは、その時だった。


　鳶とび色の癖くせっ毛けと人なつこい瞳ひとみが印象的な、黒の上着ジヤケツトを羽織った少年──シェルティスが、こちらをぽかんと見つめた恰かつ好こうで立っていた。
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　……どうしてヴァイエルがエリエたちと？


「あの、ええとさ」


　にこにこ笑顔の幼女に目を向ける。


　状じよう況きようが見えないけど、とにかくユトは見つかったんだよね？──シェルティスがそう口にするより先、エリエが隣となりの青年を指さした。


「んと、ちょうど親切な人がユトのこと見つけてくれたとこなの」


「……ヴァイエルが？」


「そそ、わざわざ肩車してユトのこと案内してくれたの。さらにさらに、お腹なかを空すかせたユトのためにお菓子と記念品まで持たせてくれたんだから！　ね？」


「……大したことぁしてねぇよ」


　ぷいっとこちらに背を向けて、そして逃げるような早足で塔の出口へ。


「あ、ちょ、ちょっと待ったヴァイエル？」


　その背中に声をかけても返事はない。


　大勢の観光客にまぎれて消えた彼と対照的、ぽつんとロビーに残されて。


「エリエ……もう一度確かく認にんするけど、ヴァイエルがユトを連れてきてくれたの？」


「そうそう。なーんだ、シェルティスの知りあい？」


「まあ、知りあいといえば知りあいだけど。複雑な関係でさ」


　答えあぐねて戸と惑まどっていると、ユトがつんつんと膝ひざをつついてきた。


「シェル兄あのねあのね。ユト、ヴァー兄にいにすごく優やさしくしてもらったの！」





　訓練場に続く道。


　延々と走って、ようやくヴァイエルの背中が見えた。


「いたいた。あ、あのさちょっと待って。聞きたいことが」


「あ？　なんだおい、今度はてめぇが迷子ってオチじゃねえだろうな」


　普ふ段だんどおりの不機嫌顔でふり向くものの、その声にはいつもの迫はく力りよくがない。


「……もしかして疲れてる？」


「朝からあんなガキの相手してりゃ疲れるに決まってんだろ」


　……じゃあ、本当にユトのこと面めん倒どう見てくれたんだ。


「ありがとう」


「あぁ!?　てめぇに礼を言われる筋合いねぇだろうが」


「さっきの子たち僕の知りあいだから」


　顔をしかめてヴァイエルが黙りこむ。そんな仕草に、微かすかに痛む胸の奥おく。


　──ただの面倒くさがりで怠なまけ者の候補生だと思ってた。


　──周りが思っているのと同じで、人相の悪い荒あらくれ者だとばかり思ってた。


　でも華宮とユトは。


〝わたしが、彼が好よい人だと思ってるから。それじゃだめですか？〟


〝シェル兄あのねあのね。ユト、ヴァー兄にすごく優しくしてもらったの！〟


　……もしかして僕は、彼の一番大事な部分を見み逃のがしていた？


「あのさ、ヴァイエルって普段は訓練出てないんでしょ」


「訓練に出ろってか？　んなのは人の勝手だろうが」


「そうじゃなくて、訓練に出てない時はどうしてるのかなって思っただけ」


「昼寝だよ」


「じゃあ昼寝してない時は？」


「…………」


　しばらく無言で道を進み、二ふた叉またにわかれた分ぶん岐き点てんで立ち止まる。そして。


「どいつもこいつもわかっちゃいねぇ」


　彼は、いつになく小さな声でそう呟つぶやいた。


「くだらねぇ競争して正せい護ご士しになるとか、誰より多く訓練して強くなるとか。そればかりに夢中で大事なことが抜ぬけてやがる」


「……大事なこと？」


「てめぇが訓練してる間、さっきみたいなガキを誰が見てやれるんだ？」


　儀ぎ礼れい衣いのポケットに手を突っこんで、ぶっきらぼうな口調で彼は続けた。


「訓練するのも部隊を組むのも好きにしろ。だがな、それを俺に押しつけるんじゃねえよ。俺がいなかったら誰が武器庫の点検をする？　誰がさっきみたいなガキを助けてやれると思ってる？」


「それは……」


　言葉が出てこなかった。圧あつ倒とうされたわけじゃない、彼のその言葉があまりに多くの意味を含ふくんでいたからだ。それはつまり──


　周りの護士が訓練に勤いそしむ間、彼が倉庫の武器を点検しているということ？


　周りの護士が昇しよう級きゆうのために部隊を組んで任務に出かけている間、彼は一人で塔を見回り、さっきのユトのような困ってる人に手を差し伸のべているということ？


「それを……いままで毎日やってたの？」


「俺以外にやる奴やつがいねぇんだよ、ただそんだけの話だ」


　あっさりと返されて、今度こそシェルティスは息を呑のんだ。


　……ずっと一人で……誰だれにも打ち明けずそんな努力をしてたんだ。


　普段の訓練や任務、部隊活動。いわゆる護士としての活動には参加しないかわり、誰も知らない場所で人助けに汗あせを流していたなんて。


〝塔の頂上にいる巫み女こ様ではなく、もっと別の『何か』に拘こだわる男もいるということさ〟


　……ユメルダ教官が言っていたのはこのことだったんだ。


　巫女ユミイとの約束を果たそうとする自分の目標とは違ちがう。けれど、自らが描えがく護士像に向かってひたむきに進もうとする彼の想おもいは──たしかに伝わってきた。


　互たがいに目指す目標は違えど、それに向かって励はげむ決意は……似てる気がしたから。


「……その、なんだかごめん。僕、ヴァイエルが頑がん張ばってるの全然気づかなかった」


「あぁっ!?　気持ち悪わりぃな、勝手に人のこと持ちあげるんじゃねえよ」


　変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらでヴァイエルが凄すごむ。


「ううん。持ちあげるとかじゃなくて、割と本気」


「だったら何だってんだ」


　そんな彼の正面にシェルティスは回りこんで、


「僕も次から手伝うよ。訓練だけじゃなくてさ……モニカも華宮も、ヴァイエルがやってること知ったらきっと自分からやってくれると思う」


「はっ、馬ば鹿かか。んなのは死んでもご免めんだっつぅの」


「どうして？」


「わかってねぇな」


　と、ヴァイエルが明後日あさつての方向に顔をそむけた。


「面倒事に女を巻きこむなんざ男じゃねぇ。だから一人でやるっつってんだよ」
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「シェルティス、……ヴァイエルも。一いつ緒しよとは珍めずらしいな？」


　天結宮ソフイア、公道。


　屋外訓練場へと続く分岐道でモニカが片手を上げる。


「それと、その……昨日きのうだが、恥はずかしいところを見せてすまなかった」


　開口一番そう言ってくる彼女をしばし見つめ──


「『モニカ先せん輩ぱい』の件？」


「ああ……まさかあんな場所で会うなんて思わなかったから」


　うつむきがちにうなずく彼女。


　──やっぱりモニカも気にしてたんだ。


　塔の２６９階でユミィに迫せまられ、口ごもったまま彼女が逃げだしたのがつい昨日。


　巫女見習いの先輩だったとはユミィから聞いたけれど、肝かん心じんのモニカ自身がどう思っているのか、それはシェルティスも気がかりだった。


「急に逃げだしてしまって、ユミィ……巫女様は気を害されていたか？」


「ううん、むしろもっとモニカと話したそうだったよ」


「……そうか」


　ふっと寂さみしげな表情でモニカが微笑ほほえむ。


「モニカだって、その巫女様のこと嫌きらいじゃないんだろ」


「もちろんだ。大切な巫女様だし、……後こう輩はいだったから」


　ぽつりぽつりと、記き憶おくの底をたどるような口ぶりで彼女は教えてくれた。


「三年前に巫女見習いをやめた時は、わたしが護士候補生になることは伝えなかったんだ。……なんだろう、ずっと一緒に頑張ってきた彼女を裏切ってしまう気がして……なんだか言いだしにくくて。せめて正護士になってから報告しようと思ってた」


「それで、そのまま時間が経たっちゃったと」


「恥ずかしい話だよ。……後輩だったあの子がいまは立りつ派ぱな巫女様だ」


　怖こわいくらい透すきとおった灰色の瞳。後輩に追い抜かれたという嫉しつ妬と──とするにはあまりに深い混色のまなざしで、モニカは遠い遠いどこかを見ていた。


　……よかった。ユミィのこと嫌いになったわけじゃないんだ。


「統政庁に同行する時にさ、少しでも話せるといいね」


「そうだな。そのためには最終選考に勝たないと」


　ぎゅっと両の拳こぶしを握にぎりしめる彼女。


　鉄てつ網あみで囲まれた巨きよ大だいな敷しき地ち──屋外訓練場への扉とびらをまっすぐ見つめる。


「おはようございます」


　扉とびら脇わき、浮ふ遊ゆうする機マ械キ珠ナを従える華宮がそっと会え釈しやく。


「おはよ。早いね華宮」


「あなたたちがギリギリなのです。ほら、危ないところだった」


　機マ械キ珠ナを抱かかえる華宮が背後にふり向いて示した先に──


　訓練場の敷地から近づいてくる五つの人ひと影かげ。スーツ姿の女性教官が先頭、その後ろには四人の候補生たちが付き従っている。


「ふむ、モニカの部隊もいると。なら予定どおり最終選考の内容と試験官の紹しよう介かいを行うが──せっかくだ、互いにメンバーの紹介でも行うか」


　くわえていた煙草たばこの先せん端たんを向ける教官。


　向けられた先は、相手部隊の先頭に立つ黒くろ髪かみの青年候補生だった。年ねん齢れいは二十に届くかどうかだろう。長身細身、眉び目もくの整った顔だちの優やさ男おとこ。口元には常に好意的な微び笑しよう。しかしその瞳ひとみは、どこか人を食ったような嘲ちよう笑しよう的てきで攻こう撃げき的なものを感じさせる。


「へえ？　自己紹介が必要ですか？」


　横おう柄へいな態度で大げさに驚おどろくそぶりの青年。


「自己紹介も何も、相手部隊の情報くらい互いに調べているはずじゃ？」


「私が必要だと判断した」


「……ま、教官がそうおっしゃるなら」


　儀礼衣のポケットに片手を入れたまま、見下ろすように彼がこちらを覗のぞきこむ。


「自分はナッシュ。ナッシュ・Ｇ・エンドルフィン、よろしく。で、こっちの三人も紹介が必要？　左から、大たい剣けん使いの彼がキンベリー、真ん中の重じゆう鎗そう士しの彼がラスダックス、右の沁しん力りよく術じゆつ士しの女の子が紅一点のミュンファ。こんなところで？」


　大おお仰ぎようにナッシュが肩かたをすくめる。


「で、おたくらは？」


「……わたしは」


「なーんて聞く必要もないけど」


　くくっ、と低く押し殺した笑い声。


「あなたが部隊長のモニカだろ？　そっちの女性が華宮で、彼がシェルティス。その後ろがヴァイエル。一次選考の結果が公表されていたけど、被ひ弾だん数２は立派な数字だ。そうだな、二次選考も危なげなく相手部隊を撃げき破はしてたし。一戦目が六分十五秒。二戦目が……何分だっけミュンファ？」


「十四分と七秒」


「そうそう。これも立派な数字だ。最初は寄せあつめ部隊と思ってたのに。一次選考を通過して部隊戦でも勝ち、昨日きのうはシャンディの部隊まで撃破。あ、シャンディってのは昨日おたくらが戦った部隊戦の相手。予定じゃ彼らと最終選考で戦うと思ってた」


　……よく調べてるんだ。
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　表情に出さぬまま、シェルティスは心中で感かん嘆たんの声を上げた。


　言葉づかいは軽けい薄はくで態度も横柄。しかしそれと裏腹に、相手部隊の情報収集は決して怠おこたらない慎しん重ちようで用意周しゆう到とうな組織性も垣かい間ま見える。


「ナッシュ、お喋しやべりはもういいか？」


　表情を変えぬまま教官。


「最終選考を行うのはこの二組。以上。あとは試験官からの説明になる」


　スーツをひるがえす教官と入れかわりに正護士が一人。


　まばゆい金きん髪ぱつは後ろで二つ結び。赤みがかった茶の双そう眸ぼうに愛らしい顔だち、上着は通常の儀礼衣で、下はスカートという姿の少女だ。


「……イーシャ？」


　見覚えのある姿に、反射的にシェルティスはその名を呼んでいた。


「ごきげんよう候補生の皆みな、今回の試験官を務めるイーシャよ」


　しかし彼女はこちらをちらりと見ただけで、そ知らぬ様子で言葉を続けるだけだった。


「予定どおり八人ね。ま、この場で遅ち刻こくだなんて論外だけど」


　意味深な笑えみをちらりとこぼす彼女。


「それじゃ、さっそく選考の内容を──最終選考はいままで試ためしたような戦力ではなく、総合組織力を測ることになるわ。課題は、自然区の巡じゆん回かい任務。同行する試わ験た官しがあなたたちの行動を逐ちく一いちチェックしていくからそのつもりで」


　……やっぱり巡回任務か。


　最終選考は部隊の総合力テスト、これはある種の定番だ。なかでも巡回任務は正せい護ご士しになれば定期的に行う任務であり、候補生の適性を測る試験になりやすい。


「期間は三日間。明日の正午に準備を済ませたうえで集合なさい。細かい指示は輸送車の中で行うわ。質問は？」


　その場の八人、誰からも手が上がらない。質問は無しと判断したのか、イーシャがわずかに視線を細めた。


「質問がないならばわたしから一つ警告。……部隊長のナッシュ・Ｇ・エンドルフィン。その軽薄な態度は候補生にふさわしくない。改めることを勧すすめるわ」


「おや、これでも話は真剣に聞いてたつもりだけど」


　あざける面おも持もちで肩かたをすくめる部隊長の青年。


「目をつむってヘラヘラ笑って、わたしが説明中に背中を見せる態度が？　だとすれば少し立場をわきまえることを知りなさい」


「立場……立場ねえ」


　上司である正護士に睨にらまれながら、なおナッシュは薄うすい笑いを絶やさなかった。


「それはあなたの方だろ。優秀すぎる姉を持つ不出来な妹のあなた、ね」


「お姉様のことは関係ないわ。いまこの場はわたしが試験官、姉の威い厳げんを借りるつもりもない。公正公平に試験は進める」


「なら結構。では、明日の用意があるので失礼します」


　隊列をそろえて場を後にするナッシュたち。彼らの背が見えなくなるのを確かく認にんし、シェルティスはその場に残るイーシャに目配せした。


「いいの？」


「何がかしら」


「あの……ほら、……えっと色々あるけど」


　マハとの戦いで負った傷のこと。彼女の相棒である双銃士ジンのこと。今回の試験官としての彼女の立場。聞きたいことがありすぎて何から聞けばいいかわからない。


「おばか、少しは頭を整理してから口になさいな」


　腕うで組ぐみしてイーシャが溜ため息いき。試験官としてふるまっていた態度ではなく、それはシェルティスの知る彼女らしい強気で高たか飛び車しやなものだった。


「えっと……じゃあまず例の」


「マハの件？　わたしは最初から軽傷だったもの、ジンも回復は順調よ。今回の試験官の件なら、わたしが自分で志願したの。どうせジンもリハビリ中だし」


「へえ珍めずらしいね。自分から試験官やりたいって手を挙げたんだ？」


　試験官の役は時間も手間もかかるというのに。


「だって、この選考に残った候補生がお姉様に同行して統政庁行きよ？　どこぞの馬の骨なんかお姉様と同行させたくないし、わたしが自分の目で選んでやろうって」


「お姉様が同行……同行？」


　イーシャの言葉を何度か呟つぶやいて首をかしげた。統政庁に行くのはユミィと総務局の事務員、それと錬護士筆頭だけだ。イーシャの姉はそのうちの誰だれかということになる。


　では誰かというと……


「へえ。イーシャってお姉さんが塔とうの事務員やってるんだ？」


「なに馬鹿なこと言ってるの。錬護士筆頭よ、錬護士筆頭。千せん年ねん獅しに一番近い護士」


　ふと、レオンの忠告がよみがえった。


〝気をつけろよ。下へ手たにふるまうとお前の正体がばれる相手だ〟


〝お前も知ってるアイツがいまの錬護士筆頭だ。お前も何度となくやり合った『ジルシュヴェッサー』といえばわかるだろ〟


「うそぉ!?」


「なにが噓うそなのよ」


「いやだって……君まさか、あのイシュタルの……妹？」


「あら知ってるの。ま、お姉様は有名人だから当然だけど」


　ふっと満足げにイーシャが胸をはってみせる。


「……なんだか納なつ得とくしたよ」


　女性の護士は数多いが、幹部級である錬護士までたどり着くのは一ひと握にぎり。しかしその一握りの女性護士は、時に男の錬護士をも圧あつ倒とうする強さを秘ひめている。


　──その筆頭がイシュタル・イス・イシマエル。


　イーシャが彼女を「お姉様」と尊そん称しようしているのもうなずける。それほどあの姉は強く、護士の中でもはるかな高みに立っている。


「ま、それはさておき。良かった、イーシャが試験官なら少し気が楽になったよ。知らない正護士に見張られてるとギクシャクしそうだし」


「……相変わらず甘あま々あまね。でも公平に判断するっていうのは本当よ」


　すっと伸のばしたイーシャの指先が突つきつけられた。


「お姉様に同行する候補生を選ぶ試験。あなたが顔見知りだからって優ゆう遇ぐうする気はないわ。わたしは試験官として候補生あなたたちを評価する。覚えておきなさい」


　その指先と視線をまっすぐ受けとめる。モニカと華宮のそれぞれに目配せし、シェルティスは部隊を代表してかぶりを振ふった。


「わかってる、僕たちだって堂々と頑がん張ばるつもりだから」


「ふん、ならいいわ。せいぜい努力することね」


　鼻を鳴らしてイーシャが踵きびすを返す。と、それに続くかたちで。


「さーてと、かったりぃ集会はこれで終わりだな。俺おらぁ先に帰るぜ」


「お、おい待てヴァイエル。いまから最終選考に向けた打ち合わせをだな」


　立ち去ろうとする青年を制するモニカ。


「眠ねみぃんだよ。打ち合わせの結果だけ後で聞く」


「そんな勝手なことが──」


　モニカが語気を強めて迫せまろうとする直前、シェルティスは二人の間に割って入った。


「ま……待った待ったモニカ！　ごめん、今日だけは許してあげて！」


「え？」


　きょとんと、可愛かわいらしいくらい呆あつ気けにとられた表情で彼女が瞬まばたき。


「ヴァイエルには僕から打ち合わせの内容を伝えておくから。ね？」


「……シェルティスがそこまで言うなら、まあ」


　釈しやく然ぜんとしない面持ちながらもモニカが首しゆ肯こう。


「でもどうしたんだ？　何か理由があるなら知りたいところだけど」


「え……ええと、ここで無む理り強じいしてヴァイエルに逃にげられたら任務にも行けないし」


　早朝のユトの件は言いだせずに、ごまかし笑いで場をしのいだ。


　……絶対に言うなよ、か。


　……一人で立派なことしてるのに、それを誰にも言おうとしないなんて。





　　　　３





　静せい寂じやく。


　耳が痛くなるほどの無音と、空気の対流すら凍こごえるほどの冷気。


　天を結ぶ塔の聖域にして聖室──２８１階、大聖堂。


　真しん鍮ちゆう色に輝かがやく祭具と、星と月を描えがいた巨きよ大だいなステンドグラスの部屋。天てん井じようは蒼そう穹きゆうを摸もした真っ青な壁へき画がが一面に広がっている。


「…………」


　たった一人、ユミィはまぶたを閉じて立っていた。


　静寂に身を委ゆだね、身体からだ全体で時の対流を感じるように天を仰あおぐ。







【ele SoわたしにPhi-a-sできる全てのArma-Riris願いを……】







　その唇くちびるから、力の発動を意味する開かい放ほう序じよ詞しが唱うたわれる。刹せつ那な、あふれる緋ひ色いろの粒りゆう子しが、純白の法ほう衣いごとユミィの身体を包みこんだ。


　緋色、それは沁しん力りよくの中でも洗礼系と呼ばれる術式特有の輝きだ。


　魔ま笛てきを洗い流す浄じよう化かの力。


〝洗礼系に複雑な祈いのりは要いらないわー。沁力の解放。それが全すべて、それが究極〟


　それが先輩巫み女こであるメイメルの教え。


　自分の内にある沁力を解放して魔笛を浄化する。ただそれだけ。その効力を決定するのは沁力の波長の大きさであり、技量ではない。沁力の潜せん在ざい量りように優すぐれた自分が、巫女の中でも特に洗礼の巫女として称しようされる理由はそれだ。


　──頑張ろうと思ってた。


　春蕾シユンレイが領域系に、メイメルが結界系の術式に長たけているように。


　──わたしだって洗礼の巫女に恥はじないように頑張ってきたと思ってた。


　──だけどシェルティスの身体に宿った魔笛だけは…………


　幼なじみの彼の身体に巣くう魔笛だけは、どうしようもなかった。


　エルベルト共鳴──強力すぎる魔笛と沁力、それもほぼ同程度の力が互たがいに反発して、物理法則さえねじ曲げて強きよう烈れつな光と炎ほのおを生みだす現象。





〝ユミィあなたは、あなただけの可能性を開花させなさい〟





　エルベルト共鳴を克こく服ふくするための方法がある。それもわたし自身の沁力の『かたち』に密接に結びつく方法だと。皇おう姫ひサラはそう教えてくれた。


　……でもそれってなんだろう。


　……わたしの沁力の『かたち』が、どうしてエルベルト共鳴と関係あるのかな。


　春蕾が教えてくれた自分の『かたち』は『花のつぼみ』。


　アマリリスという緋色の花だという。


　……あれ、でも緋色といえば。


「洗礼系の光と同じ色……？　それって偶ぐう然ぜん……？」


　洗礼系を示す沁力の色と、そして自分の沁力の『かたち』であるイメージが同色。


　緋色、それが何かの手て掛がかりになるのだろうか。


「…………」


　だめだ、いざ関連性を考えてみても何一つ思いうかばない。巫女見習い時代に習ったことを洗いざらいひっくり返しても、そもそも『アマリリス』なんて単語は沁力の勉強に出てきていないのだから。


「本当に？　本当に何も覚えていないのか？」


　聞き慣れぬ声は、唐とう突とつに真後ろからやってきた。


「だ、だれ!?」


　弾はじかれたようにふり向いて──


　そこに、視界を覆おおいつくす巨大な濃こ紫むらさき色いろの輝きがあった。濃紫色の霧きりをその身に纏まとい、真しん紅くの眼めを輝かせる奇き怪かいな獣けもの。


「幽ゆう幻げん種しゆ!?　そっ、そんな……なんでこの聖堂に？」


　この大聖堂に幽幻種が侵しん入にゆうしたのは一度だけ、一月前に氷ひよう結けつ鏡きよう界かいが破れて幽幻種の大だい侵しん攻こうを受けた時だ。……まさかその時に隠かくれていた？


「くっ！」


　幽幻種がいる理由を考える暇いとまはない。とにかく身を守るための術式を発動し──
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　幽幻種の身体をおおう霧む煙えんが紫むらさき水すい晶しようにも似た輝きを放つ。輝きが光を生み、その光が髪かみの毛よりも細い光の繊糸に移り変わっていく。


　魔笛の発動。


　──まずい……術式が間に合わない!?


　獣を中心として同心円状に光が拡散、光が触ふれた床ゆかが次々と白く腐ふ敗はいしていき──防ぼう御ぎよの結界も攻こう撃げきのための洗礼系も間に合わず、ユミィは魔笛の光に呑のみこまれた。


　死を、覚かく悟ごした。


　…………


　………………あれ？


　痛みはなかった。魔笛を浴びた経験上、怖おぞ気けだつような吐はき気と痛みに襲おそわれる。なのにいまはそれがない。……どうして？


　おそるおそるまぶたを開ける。


　そこには、ついさっきまでと変わらぬ大聖堂の輝きがあった。魔笛の浸しん食しよくを受けて腐敗したはずの床も壁かべも何一つ変わらず、天井の装そう飾しよくも光に満ちている。


　何より幽幻種の姿がどこにもない。いったいどこへ──


「いまの幻げん影えいが本物に見えたか？」


「っ！」


　真横からの声に今度こそふり向いた。


「……あなた誰だれですか」


　艶つやめく漆しつ黒こく──濡ぬれ羽ば色の長ちよう髪はつをした女性がそこにいた。


　身体の線を浮うき彫ぼりにする黒の法衣、そして銀色の上着ジヤケツト。歳としは二十三か二十四か。それほど年上とも思えないけれど、その口元に浮かんだ深遠な笑えみは……まるで永き時を経て完成された白はく刃じんのように鋭するどくも美しい。


「私か？　私は──」


　さらさらと流れる髪を手で梳すいて、琥こ珀はくの双そう眸ぼうで女性が横顔を向ける。


　いまにもこぼれおちそうなほど豊ほう艶えんな胸の双そう丘きゆうに、きゅっと絞しぼられたウエスト、そこから再び盛り上がる腰よう部ぶの妖よう艶えんな曲線が法衣ごしにも見てとれる。同性の自分が息を呑んでしまうほどの魔ま性しようの体型美シルエツト。


「ツァリ、それが私の名だ。『主しゆ天てん』でも構わないが」


　くすくすっ。黒のルージュに彩いろどられた唇が小さく笑う。


　……ツァリ？


　聞き覚えのない名前だ。いや、そもそも本当に天結宮ソフイアの人間なのか？　塔とうの法衣らしきものを着ているけれど、あんな独創的なデザインの法衣なんて見たことない。


「さっきの幽幻種が幻影、そう言いましたか？」


「楽園幻想。全ては『禁きん断だん水すい晶しよう』の記き憶おくの一つさ、私はそれを具現化しただけだ」


　どくん、と心臓が一ひと際きわ強く脈動した。


　……な、なに？　なにこの感覚？


　楽園幻想、そして禁断水晶。……よくわからない。だけどその二つの単語を聞かされた瞬しゆん間かん、何かが胸の奥おくで急激に暴れだした。


「い、いま……何かしましたね！」


　動どう悸きの走る胸むな元もとを押おさえて睨にらみつけるも、彼女は素知らぬ様子で笑うだけ。


「いいや何も。私はこの世界の鍵キーを口ずさんだだけ。勝手に反応したのはお前────お前の沁力がその名前に共鳴しただけだ」


　握にぎったままの左ひだり拳こぶしを突つきだして、ツァリが天井に向けて手の平を開いていく。


　ころんと転がる可愛らしい硝子ガラス細工。深い紫色のクリスタルで彫られた小さな有ゆう翼よく竜りゆう。見覚えがある、天結宮ソフイアのロビーで売ってる記念品だ。


　塔のマスコットである『黄ア昏ー竜マ』。なぜそんな他愛たわいのないものを？


「まったく面おも白しろいな。私の知らない間に、塔ではこんなものを売っていたのか」


　手の平にちょこんと乗った竜の硝子細工。誰にでも手に入る記念品でしかないものを、けれど彼女は愛いとしげに目を細めて見つめていた。


「それが……どうかしたのですか」


「買ってもらったのさ。袋ふくろいっぱいのお菓か子しと一緒にな」


「え？」


「ま、それはいい。私が面白いなと言ったのは、この竜がなぜ天結宮ソフイアのマスコットになったのか、誰も起源を覚えていないだろうに────ということだよ巫み女こ様。いやユミィ。ユミィ・エル・スフレニクトール」


「……どういうこと？」


「お前だけが三年前から何一つ変わっていないということさ」


「っ！」


　きゅっと胸が痛んだ。さっきの動悸とは別種、さながら裸はだかの胸に剣けんを刺さしこまれたような鋭い痛み。拳を握りしめ、それでも足りずに奥歯を嚙かみしめる。


「……わたしは……たしかに半人前だけど」


「巫女として一生懸けん命めいやってる？　努力して成長した？　それこそ幻想だな、お前が身を投じている修しゆ行ぎようも意味無き虚きよ像ぞうだ。鏡に映った実体無き虚像だよ」


「そ……そんなことありません！」


　が、まさにその言葉を待っていたかのようにツァリは口元の笑みを深め、


「お前は、お前を取りまく世界が急速に革変しつつあることに気づいているか？」


「……え？」


「穢歌の庭エデンに堕おちた少年が浮ふ遊ゆう大陸に帰き還かんした。氷結鏡界が一瞬とはいえ幽幻種に破られて大侵攻を受けた。そして、浮遊島ラグーンで発見された幽幻種の培ばい養よう水すい槽そう。これがほぼ全て同時期に起きている。その全てが密接に絡からまりあっているとしたら？」


　……本当に何者なの。


　塔の巫女でしか知らないような極ごく秘ひ事じ項こうを、なぜここまで。


「世界は流る転てんする。お前はその渦うずの中心にいるというのにソレに気づかない。だから私がここにいる。……そう、凍てついた時が動きだすには良い頃だ」


　ツァリが右拳をゆっくりと開いていく。


「革変。お前の沁力を開花させるキッカケが絶対的に足りてない。だから私が与あたえてやる。あの忙せわしない皇姫のかわりに、お前の知らない旋律を教えてやろう」


　手の平に転がるのは、花の花弁を摸もした緋ひ色いろの結晶だった。


「禁断水晶の記憶の一いつ端たん、『扉とびら』によって名めい詠えいする」





　──『Keinez赤の歌』──





　彼女が何かを口ずさむ。


　その瞬間、光が生まれた。緋色の結晶が千ち々ぢに砕くだけて虚こ空くうにとけて、その結晶の欠片かけら一つ一つが極ごく彩さい色しきの光の奔ほん流りゆうを紡つむぎだす。


　大聖堂を照らす光が収束し、一つの形を描えがいていく。


　……なっ……なにこれ。


　目の前で、光は収束して一つの扉を形づくっていた。


「始まりは千年前の楽園幻想。さあユミィ・エル・スフレニクトール──氷結鏡界が結ばれる前の世界を見た時、お前はどんな想おもいを抱いだく？」


　光の扉から夜明けにも似た強い光があふれでて──


　そして、ユミィは意識を失った。
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　空が、真っ赤に燃えていた。





「……ここ……どこ」


　目め眩まいのする頭をおさえ、ユミィはよろよろと立ちあがった。


　自分が倒たおれていたのは見覚えのない芝しば生ふ……周囲を見わたせばそこには噴ふん水すいやベンチ、すべり台に砂山がいくつも設置されている。


「自然公園？」


　公園をぐるりと囲んで背の高い木々が植樹されているのは、きっとバリケードのかわりなのだろう。そのさらに奥、自分の立つ場所から百メートルほど先からは巨きよ大だいな建造物が建ち並んでいる。


　都市の中にある公園なら天結宮ソフイアの周りにもいくつかある。……あるのだが、この公園は見たことない。そして気になるのは、


「……なんて怖こわい空」


　空を仰あおぎ、無意識に顔をしかめていた。雲は大きく黒く、空は血のように真っ赤。まるでこの世界の終わりがやってくるような──そんな雰ふん囲い気きの空だ。


　……ここ、どこなの？


　ツァリと名乗る女性と話してて、それで千年前の世界が……氷ひよう結けつ鏡きよう界かいが結ばれる前の世界を見せてやると言われて。気づけばここに倒れていた。


　夢？　幻げん覚かく？　いいえ違ちがう。地面の硬かたい感かん触しよく、空気の匂におい、雲の質感。とても幻覚とは思えない。まぎれもない現実世界。しかしどんな力を使えばこんなことが──


「……ううん」


　それを考えるのはあとだ。いまはとにかく、ここから戻もどる方法を探さないと。





『緊きん急きゆう辞令、緊急辞令』





　一歩を踏ふみだしたと同時、警報は突とつ然ぜんにやってきた。


「な、なに？……なにが起きたの？」





『北の上空より幽ゆう幻げん種しゆの大隊が接近中


　居住エリアの住民はただちに避ひ難なんシェルターに退たい避ひしてください』





　……幽幻種、まさか！


　直感めいたざわめきが胸を圧あつ迫ぱく。反射的にユミィは天上を見上げていた。


　真っ赤な天上と、まばらに散った黒雲。その雲の一部が不自然に千切れていく……変だ。この無風状態で雲があんな動きするわけないのに。





『くり返します、幽幻種の大隊が接近中


　居住エリアの住民はただちに避難シェルターに退避してください』





　変化は突然。千切れた黒雲が虚空で動きを止めたかと思った瞬間────地上に向かって一直線に落ちてきた。


　やっぱり！


　あれは雲じゃなく霧きり、そしてあの濃こ紫むらさき色いろの霧をまとっているのは。


「……幽幻種!?」


　天空からの襲しゆう撃げき者しやが公園の芝生に落下。


　じゅっ……っぅ……うぅぅっぅぅ……


　魔ま笛てきの浸しん食しよく。幽幻種の着地した地面が沸ふつ騰とうしながら腐くさっていく。


「……あの時の統とう率そつ個体！」


　唇くちびるを嚙みしめて法ほう衣いをひるがえし、落ちてきた巨大な幽幻種を睨みつけた。


　一対ついの翼つばさと巨大な四し肢し、それに濃紫色の霧から突つき出た蜥蜴とかげの頭部。


　竜に酷こく似じしたその姿には見覚えがあった。忘れるわけもない。幽幻種の大だい侵しん攻こうを率いていた統率個体だ。
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　幽幻種の口からもれる呪じゆ詛そめいた音色。


　濃紫色の光が渦を巻くように幽幻種へと収束し、そして一気に数百メートルにわたって拡張した。




【ele SoわたしにPhi-a-sできる全てのArma-Riris願いを……】




　精神を高こう揚ようさせ、魔笛に対たい抗こうする洗礼系の術式を祈いのり上げる。沁しん力りよくの開放序詞に従って緋色の光が自分を包みこみ──


　悪お寒かん。


「っ！　き、ゃぁ！」


　魔笛の波動に押し負けて、身体からだごと背後に吹ふき飛ばされた。宙を十メートル近く飛ばされて、公園端はしの大樹の幹に全身を強く打ちつけられる。


　単純な沁力と魔笛の力比べで押し負けた？　そんな……はずない……そんなこと、いままで一度だってなかったのに。


「……っか……ぁっ……？」


　背中の激痛に呼吸がままならない。


　──まずっ……次の魔……笛……意識を……集中しないと。


　心こころ鎮まもり。


　精神から身体の激痛を強制的に切り離はなし、沁力の術式だけに集中する。


　両りよう膝ひざと片手を地面についた姿勢。なお顔を持ちあげる。かすむ視界、それでも目をこじ開けて幽幻種を睨にらみつけた。


　……負け……られな、い。


　……わたしは……巫み女こだもん、……負けるわけにはいかないんだから。


　次の魔笛に備えて術式を用意し──


　が、『次』はいつまで待っても来なかった。


「え？」


　こちらには目もくれず、翼を広げて飛び去っていく幽幻種。……いったいどうしたの、わたしはまだ無事なのに。それくらい幽幻種だってわかるはずなのに。


　──とさっ。


　真横で、何かが地面に落ちる小さな音。また幽幻種？　痛みの残る身体にむち打ってふり向く。そこにいたのは奇き怪かいな獣の仲間ではなく。


「……こども？」


　芝生に仰あお向むけに倒れていたのは一人の……十歳程度の少年だった。着ていた服は繊せん維いごとぼろぼろに崩くずれ、見え隠かくれする素す肌はだは不気味な濃紫色の斑はん点てんに侵おかされて。


　──わたしを狙ねらった魔笛じゃなかったのか。


　気が動転して気づくのが遅おくれたが、幽幻種は最初からこの子を狙っていたんだ。だから目的を達し、次の獲え物ものを探して飛び立った。


　……とにかく浄じよう化かを。


　幽幻種に向けていた術式対象を変へん更こう、自分のふれる対象を祝福する詠えい唱しようを唱うたう。
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「……だいじょうぶだから」


　倒れた少年を抱かかえて、自分の胸元に抱き寄せる。
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「わたしが……治してあげるから」


　ふれる肌はだと肌、感じる体温と体温。


　自分を祝福していた緋ひ色いろの光もまた、腕うで伝づたいに少年へと渡っていく。
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　少年を浸食する濃紫色の光。その呪詛を浄化する緋色の光。


　二つの輝かがやきが渦うずを巻くように混じりあう。







　Yu/ Se =C clar──世界にvalen fears祈り満ちる時、r-miel noi I.わたしは歌う







　そして緋色の光が──


　緋色の輝きが、濃紫色の光に弾かれて一方的に消滅した。





「…………え？」


　何が起きたか理解できず、本気で目を疑った。


「……そんな……噓うそでしょ？……」


　わたしの洗礼術式が通じない？　シェルティスとのように拒きよ絶ぜつするわけじゃない。確実に沁力が魔笛の障しよう壁へきを突とつ破ぱしてる。なのに弾はじかれるだなんて……


　これと同じ現象を何度か見たことがある。


　巫女見習いになりたての子が、同じように魔笛を浄化しようとして弾かれていた。


　理由はただの技量スペツク不足。最高画質で撮とった映像であっても、それを再生する受像器テレビジヨンの画素が低ければ低画質になってしまうように──沁力の総量が十分だとしても、それを具現化する術式が追いつかなければ意味がない。


　……わたしが巫女見習いと同じ失敗を？


　さっきもそうだ。防ぼう御ぎよ用の術式が魔笛に押おし負けた。そしていまの洗礼系の現象をふり返れば、ある一つの仮定が見えてくる。何より単純な仮定。





　巫女であるわたしの沁力術式を、幽幻種の魔笛が上回っている？





　防御用の術式が役に立たない、洗礼系術式がまるで子供扱あつかい。


　……そんな、そんなことって。


　……いままで……泣きながら修しゆ行ぎようして頑張っ……てきたのに…………


　意識を失った子を抱えたまま、力を失って地面に膝ひざをつく。


　少年を蝕むしばむ魔笛の沁力は止まらない。全身が濃紫色に変色していくのは、魔笛の感染によって身体中の細さい胞ぼうが壊え死ししかけている証あかし。なのに、それを見てるだけで精せい一いつ杯ぱい。


　これが、これが────





〝氷結鏡界が結ばれる前の世界を見た時、お前はどんな想おもいを抱いだく？〟





　これが千年前の世界だというの。


　氷ひよう結けつ鏡きよう界かいが結ばれる前は、こんなにも恐おそろしい幽ゆう幻げん種しゆが当たり前のように蔓延はびこっていたというの。


「………………いやだよ」


　血が噴ふき出すほどに唇を嚙かみしめ、瞳ひとみに溜たまった涙なみだをぬぐった。


　……いやだ。


　諦あきらめるなんて絶対いやだ。


　こんな世界だからこそ誰だれかが必要なんじゃないか。こんな世界だからこそ巫女が必要なんじゃないか。巫女が諦めたら全すべてが終わり。……だからこそ諦めない。


　少年を抱だく手に再び力をこめる。


　再び洗礼系の旋せん律りつを唱おうとして、だがユミィの唇は開きかけの状態で凍こおりついた。


　……ずっ……ずずっ……ずんっ……っ……


　大地をゆらす地鳴り、そして巨きよ大だいな「何か」の唸うなり。


「っ！」


　地面がゆれるたびに肌がびりびりと小さく痛む。震しん動どうのせいじゃない、近づいてきているソレが放つ圧あつ倒とう的な威い圧あつ感かんのせいだ。姿もまだ見えないというのに。


　いる、そして──来る！


　そう感じた瞬しゆん間かん、公園の奥おくに並ぶ建造物の隙すき間まからソレは現れた。





　何十階建てという建物にも届く、未み曾ぞ有うの巨きよ体たいをもつ幽幻種。





　人ほどもある大きさの真しん紅くの眼球と視線が衝しよう突とつ。


「……あ……っ……」


　身体が動かない。目があった瞬間、全身が金かな縛しばりにあったように硬こう直ちよくした。


　──勝てない。


　──わたしは……いいえ、人ひ間とはこの怪かい物ぶつに勝てない。


　身体が、心が、直感が、全てがそう悟さとるまでに時間はかからなかった。さっきの幽幻種すらまるで話にならない巨体と威圧感。何よりその全身を覆おおう魔笛の輝きは、さながら太陽を覆いつくす日食のよう。天上そのものを覆うほどだ。


　……ごめんね。


　……わたし……助けてあげられないみたい。


　魔笛に蝕まれる少年を抱えたまま、ただ幽幻種を見上げることしかできない。







　Oe/ Dia =■■、……U hiz■、■gazzinis■■、■sis wei sighn……■……. Quo zess■■■、wiz xes kyele.■■■、■、■……■







　幽幻種の咆ほう吼こう。その魔笛が天上をふるわせて、燦さん々さんと怪あやしい輝きを放つ。


　光の環わが公園ごとユミィと少年を呑のみこんで──


　……ごめんね。


　少年を力いっぱい抱きしめて目をつむる。否いな、つむろうとした瞬間に、誰かが自分たちの前に飛びだしてきた。







　Elma siaさあ、全てのRisis ele約束された子をSelahphenoria讃えましよう







　神秘的な色の髪かみをなびかせて少女が唱う。


　まるで七色の絹糸のように、さらさらとなびいては美しく色を変化させる髪。


　水みず鏡かがみ色──氷のように透すきとおった白銀色を基調にしながらも、光のふれた箇か所しよが真しん珠じゆ色と黄金色の混色に輝いていた。


　蒼そう光こう。


　まぶしくも優やさしい沁力の輝きが、魔笛の到とう達たつより先に展開した。


　結界系の沁しん力りよく術じゆつ式しき？


　世界そのものを覆いつくす魔笛の輝きを、光の結界が拒絶する。その刹せつ那な。





　──ヂヂ……ヂッ！……──





　雷らい光こうを思わせる青白い火花が、結界の境界面に迸ほとばしった。


「エルベルト共鳴!?」


　……わたしとシェルティスの時と同じだ。


　状じよう況きようも忘れて目の前に輝く火花に目を奪うばわれた。


　エルベルト共鳴、強力すぎる魔笛と沁力が衝突した時のみに生じる奇き蹟せきの現象。それが、あの未曾有の幽幻種と少女の間で？


　魔笛と結界が対消滅。


　攻こう撃げきが防がれたことを悟さとった幽幻種が見せた動どう揺よう。その瞬まばたきさながらの一いつ瞬しゆんに、少女が再び沁力の開放序詞を織り上げる。







【Yu/ ris-ia Sophie, わたしにできるArma-Selahただ一つの願いを……】







　地平線まで続くほどの蒼光の結界。


　光の環が幽幻種の動きを拘こう束そくし、次に黄金色に輝く鎗やり状じようの光がその巨体を貫つらぬいて地面に縫ぬい止める。最後に、蒼あおの結界がその色を移して緋色に──幽幻種にもっとも有効とされる洗礼系の光に変わった。


「……すごい」


　それしか言葉が出てこない。


　蒼の光は結界系。黄金色に輝く鎗は降こう臨りん系の術式、最後は洗礼系の大規模放射だ。


　三種の系統の合成術式。あそこまで大規模に、強力に。それをたった一小節ワンフレーズの開放序詞だけで発動させるなんて。


「その子、魔笛に汚お染せんされてますね。浄じよう化かは？」


　透きとおるような水鏡色の髪をなびかせて、少女がくるりとふり返る。


　質素な無地のシャツとスカート姿。肩かたも身体からだも折れそうなほどか細く、背せ丈たけはせいぜい春蕾シユンレイと同じくらい。歳としは十代後半に及およぶまい。せいぜい十三か十四だろう。


「あ……あ……ええと」


　口ごもった理由は二つ。自分の洗礼系が効かなかったことの負い目。そして──目の前の少女の宝石めいた可愛かわいらしさに目を奪われていたから。


　憂うれいを帯びたように濡ぬれる双そう眸ぼうは鮮あざやかな瑠る璃り色。肌はだは白磁のように白く透きとおり、きめの細かい肌には一点の曇くもりもない。愛らしくも儚はかなさを帯びた顔だちは妖よう精せいすら霞かすんで見えるほどの造ぞう形けいだ。


　……この子は本当に誰なんだろう。


「術式、かわります」


　ぎゅっと少年を抱だきしめるこちらを見て、少女が控ひかえめな口調で言ってきた。


「壊死が始まってるから痛みで暴れるかも。そのままその子を抑おさえてて」


「は、はい！」


　少女が芝しば生ふに膝立ちになり、先と同じ開放序詞を口ずさむ。




【Yu/ ris-ia Sophie, わたしにできるArma-Selahただ一つの願いを……】




　これがこの子の開放序詞？


　偶ぐう然ぜん？……わたしの開放序詞とすごく似てる気がする。それにこの声、どこかで聞いた気がしてならない。それも一度や二度じゃない、つい最近に聞いたばかりの。


「もう大だい丈じよう夫ぶそう」


「え、も、もうですか？」


　我に返って視線を少年へ。毒々しい濃こ紫むらさき色いろの斑はん点てんは消え、肌はもとの血色を取り戻もどしていた。壊死が起きていた部分もわずかだし、あとは外科的な施せ術じゆつで助かるだろう。


「あなた、優しい人ですね」


　唐とう突とつに言われ、ユミィは目をぱちくりとまたたかせた。


「え？」


「この子、最後まで暴れませんでした。すごく落ちついていた。きっとあなたの気持ちが伝わったんだと思います」


「……あ、そ、そう……でしょうか。わたし無我夢中で……」


　でも嬉うれしかった。何一つできない自分のふがいなさで心が沈しずみそうになっていて、それがたった一言でやわらいだ気がしたから。


「あ、あの……お名前を」


　お名前を聞かせてください。そう言おうとして、だけど、少女の背後に迫せまった影かげに気づいて全身が怖おぞ気けだった。──この威圧感。


　未み曾ぞ有うの巨体を持つ幽幻種が、崩くずれかけた身体を起こして再び立ちあがっていた。より凶きよう暴ぼう化かした手負いの獣けもの。全身から濃紫色の輝かがやきが満ちあふれていて。


「う、後ろ！　まだ終わって」


「──いいえ」


　背後の獣を横目に捉とらえながらも少女は静かにこう告げた。


「もう終わっています」





　天空からの閃せん光こうが、幽幻種の巨体を真っ二つに切断した。





　硝子ガラスが砕くだけるような音。幽幻種の巨体が小さな小さな光の粒つぶとなり、沁力の輝きの残ざん滓しにとけるように消しよう滅めつしていく。


　……なにが起きたの？


　この少女は何もしていない。幽幻種が自じ壊かいしたはずもない。だとすれば。





『紗砂シヤサ、ご無事ですか』





　光り輝く機き械かい衣い装しようをまとった銀髪の少女。


　背丈は自分よりわずかに高いだろうか、歳は同じくらいかもしれない。凜りんとした声こわ音ねと、感情の読みとれない無表情が奇き妙みようなほど似合う。そんな女の子が立っていた。


「もちろん。それよりそっちは？　一いつ般ぱん人じんの避ひ難なんは終わった？」


　紗砂──水鏡色の髪の少女が微笑。


『電子マップ上の住民台帳との照合結果、98％の避難を確かく認にん。残る住民の避難は誘ゆう導どう員いんに引き継つぎを終えました。これより遊ゆう撃げきから殲せん滅めつに移行します』


　銀髪の少女が右手をふるう。およそ十代の少女に似つかぬ、自らの背丈をはるかに凌りよう駕がする巨きよ大だいな大おお鎌がまがそこに握にぎられていた。


　……まさか、さっきの幽ゆう幻げん種しゆを一刀両断にしたのはこの女の子？


　……それもあの大鎌で？


『戦せん況きようレポートは必要ですか』


　紗砂がうなずくに合わせ、銀髪の少女がすらすらと二の句を継いだ。


『都市内部の幽幻種は先さきの中型個体で最後です。が、北の大空域より幽幻種１７００個体に相当する反応を感知しています。これについては私単体の出しゆつ撃げきで掃そう討とう可能と判断します。殲滅予定時間は１７２００秒後の午後四時半』


「そうすると、わたしは都市部の汚染箇か所しよを浄化ですね」


『はい。しかし空間の歪ひずみより、大型個体の発生が八時間後に予測されます。反応の規模から数は二。いずれも旋律コード『黒こく唱しよう』保有個体と予想されます』
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「……二体は厄やつ介かいですね。わたしとあなたで一体ずつですか」


　紗砂の表情が険しさを増した。


　あれだけの幽幻種を事もなげに対処してみせた少女が、だ。


『はい。おわかりでしょうが、『黒唱』を保有する幽幻種は結界系・降臨系・領域系・礼らい讃さん系の沁力の一いつ切さいを無効化します。洗礼系の術式のみで対応してください』


「わかっています。負けられない……あの侵しん攻こう者しやたちに、人ひ間との本気を見せてあげましょう。──と、そういえば」


　ふと紗砂が愛らしげな顔で首をかしげた。


「ユトは？　彼女はどうしました？」


『西の空域から侵攻する群れと交戦中です。向こうにも『黒唱』保有個体が発生しているのですが、自分なんかより十四歳のお子様を加勢してやれと』


　む、と年相応の幼い仕草で紗砂が顔をそむける。


「……あいにく誰だれのことやら」


『解答が必要ですか？』


「遠えん慮りよしておきます。──じゃあ八時間後に合流しましょう、場所は追って指示します。頼たよりにしていますからね『ミクヴァの機き神しん』さん」


　いたずらっぽく微笑む紗砂。


　その一方、銀髪の少女は感情の読みとれない緋ひ色いろの瞳ひとみでふり向いて、


『私にはイリスという名があります、そう申し上げたはずですが？』


　……イリス？　イリスって。


　……それにいま……ミクヴァの機神て……それっていったい……


「それじゃあ、わたしたちはこれで」


「え？　あ、あの」


　紗砂に顔を覗のぞきこまれ、慌ててユミィは姿勢を正した。


「ごめんなさい、まだ為なすべきことが残っていますので。都市の幽幻種はイリスが掃討してくれたので安全です。家に戻っても大丈夫ですよ、それでは」


「ま、待って！　あの、あなたたちは────」


　去っていく二人に手を伸のばす。


　伸ばして。





　そこで、ユミィの意識は再び途と切ぎれた。
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「……う」


　頰ほおに冷たい感かん触しよく。意識が戻った時には、ユミィはうつぶせで床ゆかに倒たおれていた。


「ここ……大聖堂？」


　ぼんやりと霞かすんだ目をこする。真しん鍮ちゆう色の法具、蒼そう穹きゆうの天てん井じよう、部屋全体を包む冷気。間ま違ちがいない、自分のよく知る大聖堂だ。


　…………いまのは……いったいなんだったの。


　…………夢？……


　いや、夢にしては記き憶おくが鮮せん明めいすぎる、それにこの疲ひ労ろう感かん。まるで夢と現うつつの境界を旅してきたかのような感覚だった。


「そうだ、あの人は──」


　ツァリと名乗る素す性じよう不明の女性。こんな夢とも現実ともつかない何かを見せた張本人。彼女に問いただすのが一番確実に決まってる。だけど。


「……いない？」


　跳はね起きて周囲を見回しても、彼女の姿はどこにもなかった。


　まるで蜃しん気き楼ろうか陽炎かげろうのように。それじゃあもしや、彼女の存在も含ふくめて全すべてが夢？


　胸むな元もとに手をあてて深呼吸。


　その拍ひよう子しにたまたま自分の法ほう衣いに目をやった瞬しゆん間かん、ユミィは呼吸が止まった。


「──っ！　これ……」


　法衣の脇わき腹ばらの箇か所しよがわずかに破れていたのだ。


　いつ破れた。昨日きのうから？　いや、法衣の管理は専門の裁さい縫ほう士しに任せている。彼女がこんな大きな欠損を見み逃のがすはずがないし、自分だってこんな穴が空いていれば絶対気づく。


　だとすれば破けたのは今日、それも──





〝魔ま笛てきの波動に押し負けて、身体からだごと背後に吹ふき飛ばされた。宙を十メートル近く飛ばされて、公園端の大樹の幹に全身を強く打ちつけられる〟





「うそ……そんな」


　呆ぼう然ぜんと自分の足あし下もとを見つめる。つま先に付着した泥どろ。これも幽幻種の戦いで倒れた時に付いたものだとすれば合が点てんがいく。


「夢じゃなかったの……？」


　がくんと膝ひざが落ち、ユミィは呆然と床に手をついた。


　全て現実。あの世界も光景も？


「……あれが、千年前の世界」


　氷結鏡界のない世界。いまでは想像もつかない凶きよう悪あくな力を持った幽幻種に脅おびやかされる世界。いまよりも苦しく、無む慈じ悲ひで、絶望に満ちて────だけどあの二人は。


　紗砂シヤサ、そしてイリスという少女は戦ってた。





〝あの侵攻者たちに、人ひ間との本気を見せてあげましょう〟





　あんなに苦しい世界で、それでも必死に戦ってた。


「…………」


　たぎるほどの熱情と静けさに満ち、胸の奥おくが熱くて冷たい。


　……たぶん、全て本当なんだよね。


　ツァリという女性が何者で、いまの光景をわたしに見せた真意もわからない。


　でもあの世界で見た光景──紗砂とイリスという二人が、あの日のように誰かを助け、幽幻種と戦っていたことだけは噓うそじゃない。そんな気がする。


「…………」


　凍こおるような空気を胸に吸いこみ、そして吐はきだした。


「わたしは…………ばかだ」


　心の底で、自分はまだ幽幻種というものの恐おそろしさを甘あまく見ていた。


　氷ひよう結けつ鏡きよう界かいさえ巫み女こが祈いのり続けていれば平気だと思ってた。でも違う、あの結界の下にある穢歌の庭エデンには、いまの世界では考えも及およばない幽幻種たちが潜ひそんでる。いつか結界が崩ほう壊かいする日を、いまも待ちかまえているに違いない。


　あの怪かい物ぶつから世界を守護するのが巫女の使命。


　そしてその巫女を、誰よりそばで守る者が千せん年ねん獅し。


　……わたしはまだその力に欠けている。


　……強くならなくちゃいけないんだ。心も身体も、沁力も。


　そうでなければシェルティスだって助けられるはずがない。幽幻種の魔笛が浄じよう化かできないままで、穢歌の庭エデンに堕おちた彼を助けられるわけがない。


「……シェルティス」


　反はん響きようする声。冷たい静せい寂じやくに響ひびく自らの声を聴ききながら──


「わたしね……少しだけ何かがわかった気がするの」


　穏おだやかな鼓こ動どうを打つ胸に両手をそえて、ユミィはしっとりと目を閉じた。
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　遠く聞こえる野鳥の声。


　空へとそびえ立つように伸のびた大樹が無む秩ちつ序じよに並ぶ森林地帯。その深緑の世界は、奥おく地ちへ進めば進むほど濃こい緑を映し、そして静けさを増していく。


　その静寂を、鮮あざやかなオレンジ色の輸送車が二台続けて駆かけぬけていった。


　沼ぬま地ちを抜ぬけて大樹を迂う回かい。やがて──密集する木々がわずかに拓ひらけた、見晴らしの良いポイントで輸送車は停車した。


『おー、すごい樹海。この前行った浮遊島ラグーンの森を思いだしますね』


「だめだよイリス、声が大きい。浮遊島ラグーンに行った件はみんなに秘密なんだから」


　はしゃぐ機械水晶イリスをなだめ、シェルティスは積んでいた荷物を肩かたに担かついだ。


「着きましたね。最終選考なので気を引きしめないと」


「……ここまで来たんだからな」


　荷物を手にして立ちあがる華宮カグラとモニカ。車両の後部扉とびらから外へ向かう二人を追いかけようとして、ふとシェルティスは背後の仲間にふり向いた。


「着いたみたいだよ」


「わーかってるっつぅの。ったく、だりぃったらありゃしねえ。一晩かけて夜行輸送、おまけに道もガタガタで一時間として寝られやしなかったんだぜ？」


　一番奥おくの座席でふんぞり返っていたヴァイエルが身を起こす。


「ほら行こ、試験官待たせると減点になりそうだし」


　ずしりと肩に食いこむ荷物に溜ため息いきをつき、シェルティスは輸送車から降り立った。


「あなたたち早く並びなさい、ナッシュの部隊はもう並んでるわよ──さ、それじゃあ任務16番『統政庁派は遣けん』の最終選考を開始するわ」


　試験官であるイーシャが周囲をぐるりと指さした。


「見てのとおり、ここはもう自然区の奥地。居住区よりも生ビ態オ生ト育ー野プに近い場所よ。竜りゆう種しゆのような一級危険種はいないけど、人を襲おそう大型生物はゼロじゃない。いまこの場所だって決して安全だとは限らないわ……何より幽ゆう幻げん種しゆと遭そう遇ぐうする可能性がある」


　候補生八人の表情をじっと見つめる正せい護ご士し。


「わかってると思うけど、塔とうの皇おう姫ひ様と巫女様を守るのが護士の責務。あなたたちが行うのもその一いつ環かん、幽幻種の調査のための巡じゆん回かいよ」


　もちろん天結宮ソフイアには幽幻種を感知する観測機がある。


　しかしそれとて幽幻種の魔笛の波長を捉とらえるものであり、出しゆつ没ぼつしただけの個体を完全に捉えることはできない。そのため最後には人の目──人海戦術によって浮ふ遊ゆう大陸の巡回が行われているのだ。


「これも重々承知でしょうけど、いまも巫女様の第一位と第三位が、今回のあなたたちと同じく浮遊大陸の辺境を巡回してる。ま、つまりは護士にとってもそれくらい重要な任務ってわけ。そのことを忘れずにね……はい、シェルティス配って」


「え？　あ、ああ。了りよう解かい」


　イーシャから手渡された紙束を一部ずつ配っていく。一枚目が三日間のスケジュール表。そして二枚目がこの場の近きん隣りんを描えがいた地図だ。


「行きわたったわね。一枚目スケジユールは見ればわかるだろうし、説明するのは二枚目よ。現在地が白の丸点で、この赤あか枠わくで囲まれた二つの領域が巡回エリアになってるわ。東の領域がナッシュ、西がモニカ」


　赤枠で囲まれた指定エリアはざっと数キロ四方だろう。三日間という期間を考えれば無難な面積の領域だ。


「で、肝かん心じんのスケジュールっと……おいおい、到とう着ちやく次し第だいすぐに出発ってこりゃ何だ」


　スケジュールシートを眺ながめてヴァイエルが溜息。


「なら野宿する？　言い忘れてたけど、地図の青い丸点があなたたちの使用するコテージだから。そこまでたどり着かないと水も食料もないわ」


「……くそが」


　悪態をつくヴァイエルへ、イーシャは余よ裕ゆうの表情で微笑ほほえんだ。


「状じよう況きようは理解したわね？　ちなみにわたしも試験官として巡回に同行する。一日目はナッシュの部隊、二日目がモニカの部隊だからそのつもりで」
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　木の葉の積もった大地。


　雨など数日降っていないにもかかわらず地面はぬかるみ、無秩序にそびえる大樹によって、ただでさえ道無き道がさらに複雑に入り組んでいた。


「おいおいおい、なんだこの場所。これ本当に道か？　ただの森ん中じゃねえか」


「……はぐれるなよヴァイエル、迷まい子ごになるぞ」


　先頭を歩くモニカの口調は真しん剣けんこの上ない。右手に十字昆ロザリオを握にぎりしめ、空いた左手で木の枝をかきわけるようにして進んでいく。


「華宮、この方向で良いんだな」


　モニカ、ヴァイエルに続いて隊の三番目を歩くのが華宮だ。


「はい。このままあと五分は直進してください。コテージへの最短ルートからは外れますが、こちらの道の方が無難です」


「無難だぁ？　こんな蜘く蛛もの巣す張ったルートがか？」


「最短ルートは悲鳴鳥クライバードの生息地と重なります。無害ですが鳴き声が非常にうるさくて、危険な野や生せい獣じゆうが近づいても足音が消されて聞こえません。危険でしょ？」


「……うぜぇ」


　もはやお決まりの愚ぐ痴ちをこぼしてヴァイエルが沈ちん黙もく。


「シェルティスも、わかっているとは思うが背後には気をつけてくれ」


「了解、こっちは大だい丈じよう夫ぶだよ」


　背後をあらためて一いち瞥べつしてモニカに返事。部隊の最さい後こう尾び、もっとも危険で死角となる位置を任されたのだから責任は重大だ。


「特に何もないみたいだね、イーシャもいないし」


「イーシャ……あの試験官のことか？　彼女ならナッシュの部隊に同行すると」


「試験官がやる手なんだよ」


　別部隊に同行すると言って油断させ、実はこっそりこちらの部隊についてくる。


「部隊が気を緩ゆるめてないかとか、サボってないかとか。もっと言っちゃうと、試験官の尾び行こうに気づかなかったら重大な減点になるとかね」


「……なるほど。そこまで頭が回らなかったな」


　突つきでた岩を避よけつつモニカが苦く笑しよう。と、列の三番目で機マ械キ珠ナを操作していた華宮がふと顔を持ちあげた。


「ところでモニカ、どうするつもりですか？」


「どうとは」


「この巡回調査はそもそも、浮遊大陸に上がってきた幽幻種を発見するためのものです。そのほとんどは生ビ態オ生ト育ー野プで見つかりますが、自然区まで侵しん入にゆうする個体もゼロではない。ゼロでないということは、いまここで見つけてもおかしくないということです」


　幽幻種の痕こん跡せきを発見しただけなら試験官への通報ですむ。だがもしも痕跡ではなく、幽幻種本体と遭遇してしまった時にどうするのか。


　逃げるのか、交こう戦せんか。


「はぁ？　てめぇらアホか、んなもん逃げるに決まってんだろ。候お補れ生らがあんな化け物に勝てるかよ。逃げて、それであの試験官のガキに報告！　それで終わりだろうが」


　背後の華宮にふり向くヴァイエル。


「ふむ、現ま実と的もなことを言うんですね」


「ったりめぇだろ」


「……と、彼は言っていますが。どうします？」


　試ためすような華宮の言葉。一方、部隊の先頭を行く部隊長の少女はまだ口をとじて沈黙を保っていた。


「場合によるな」


　手にした十字昆ロザリオをモニカがふるう。行く手を遮さえぎるように伸びた木枝をへし折って、彼女はあくまで前だけを見すえていた。


「幽幻種の強さにもよるけれど……よほどの個体でないかぎり、下へ手たに逃げるより戦った方がこのチームはうまくいく気がする」


「は？　おいおいおい部隊長さんよ、そりゃあ何の冗じよう談だんだ？」


　まっぴらごめんだと言わんばかりにヴァイエルが肩をすくめる。


「俺おれら候補生の分際で幽幻種なんざ勝てるわけねえだろ。そもそもお前、本物の幽幻種なんか見たこと──」


「ある」


　ヴァイエルの言葉を押おしきって少女はうなずいた。


「見たことも戦ったこともある。わたしは……三年前まで巫み女こ見習いだったから」


　その言葉に、今度は彼が押し黙だまる番だった。


　巫女見習いの階級は正護士と同格だ。巫女になる修しゆ行ぎようの一環として正護士と共に部隊を組み、巡回先の地で幽幻種と戦うこともある。


「……巫女見習いたぁ初耳だな」


「信じられないか？」


「理由が思いつかねぇよ」


　ヴァイエルが吐はき捨てるのも当然だろう。正護士と同格である巫女見習いが、わざわざ階級を下げてまで護士候補生になったというのだから。


「こほん、まあそれは長い話になるので割愛しましょう」


　事情を知る華宮が咳せき払ばらい。


「わたしたちの部隊長の言ってることは本当ですよ。疑うなら塔の電子情報にアクセスしてください。巫女見習いの名めい簿ぼ、三年前のものに彼女の名前も載のっていますから」


「……阿あ呆ほう、んな面めん倒どうな真ま似ねするかっつぅんだ」


　華宮の情報にはある程度の信しん憑ぴよう性せいを感じているのだろう。ポケットに両手を突っこんで彼は忌いま々いましげに呻うめくだけだった。


「じゃあその、もしもの時には隊長さんが奮ふん闘とうするってわけか？」


「もちろん先頭で戦うつもりだけど、わたしだけじゃ厳しいと思う。半分……半分以上はシェルティス頼だのみだな」


「え。……あ、う、うん。頑がん張ばるつもり」


　唐とう突とつに名前を呼ばれて反射的に姿勢を正した。……来るとは思ったけど、まさかこんな率そつ直ちよくに振ふられるとは思っていなかった。


「へえ、お前がねえ」


　半信半疑の視線でふり向くヴァイエル。


「ま、好きにしな。言っとくが、いざとなったら俺ぁ一人で逃げるからな」


「そうか」


「……淡たん泊ぱくだなおい、部隊長さんよ」


　あくまで冷静な物言いのモニカに、ヴァイエルが怪け訝げんそうな表情でつめよった。


「仲間を置いて逃げるっつってんだぞ。フツー怒るだろうが」


「本当に仲間を見捨てるつもりなら、前もって逃げるなんて言いませんよ」


　答えたのは華宮だった。


「……っ！　か、勝手に決めつけんなよオイ、俺ぁ本気で逃げるからな！　いいな、わかったな！　あとで泣いても知らねぇぞ！」


「はい。心しておきます」


　指を突きつけるヴァイエルと、それを平然と見つめる華宮。


『あのあの～、ねえねえ、一つ良いですか』


　のほほん口調で割りこむ機械水晶イリス。


「イリス、いま取りこみ中で──」


『さっき言ってた五分の直進ですが、そんな時間とっくに経過してません？』


「あ……」


　その場で四人の声が重なった。
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　七時間後。


「あ、あれですよ。わたしたちのコテージです」


　機マ械キ珠ナの電子マップと正面を何度も見比べて、華宮が小声で歓かん声せい。


「……長かったね」


「……二時間でつくはずだった行程が三倍以上かかったからな」


『可愛かわいいイリスは退たい屈くつで退屈で死にそうでした』


「……俺ぁもう呆あきれて何も言えねぇよ」


「う、うるさいです！　ちょっと道を間ま違ちがえて遠回りしただけじゃないですか！」


　頰ほおを真っ赤に染めて華宮が両手を振りまわす。


「華宮だけのせいじゃないさ。……とにかく行ってみよう。コテージの中も確かく認にんしないといけないだろうし」


　軽金属を素材にした二階建てのコテージ。辺り一面が濃こい緑に覆おおわれた森の中で、真っ白のペンキで塗と装そうされた壁かべが遠くからも一目でわかる。


　──認証──


　モニカの員章を通したカードリーダーが点てん滅めつ。扉とびらの奥おくから電でん子し錠じようが解除される音が聞こえてきて、機械扉が横にスライドしていく。


「驚おどろいた、天結宮ソフイアの宿舎と同じ扉じゃないか」


　荷物を肩かたに提さげ、口を開けた扉をモニカがくぐる。


「……さすがに内部は立りつ派ぱだな」


　明かりのついたリビングで、椅い子すの上に荷を置いてモニカが深呼吸。


　家庭用のキッチンをはじめ冷蔵庫、ソファ。加えて会議用のテーブルとホワイトボード、無線式の演算機コンピユータが設置してある点はさすがに護ご士しの巡じゆん回かい用施し設せつか。


「華宮とヴァイエルは二階を先に見てくれ。わたしは外を見てくる。シェルティス、通信機を預けていたのはお前だったな。試験官に報告を」


「了りよう解かい。コテージに着きましたって連れん絡らくしとく」


　肩に担かついでいた荷を下ろし、積んでいた大型通信機を床ゆかに設置する。


　簡単な通話なら員章の機能についているが、こういった部隊行動ではより確実な通信機器を用意するのが通例だ。


「っと、たしかこのボタンを──」


　黒くろ塗ぬりの本体のなか赤く目立つ電源を押して、ワイヤレスの受話器を耳にあてる。


「あー……テストテスト。……これだけで本当に聞こえるのがふしぎだよね」


『馬ば鹿かなこと言ってないでさっさと報告なさい』


　イーシャにぴしゃりと遮られてしまった。


「ええと、それじゃあ報告を。モニカ部隊、コテージに着きました」


『それだけ？』


「え、それだけ……って」


『もしかしてようやくコテージに着いたのか、ってこと』


　受話器の向こうは、何だか怒っているというより呆れた口調で。


『ナッシュの部隊もいまコテージに着いたけど、こっちは指定されたエリアの半分の巡回を今日だけで終えちゃったわよ』


「げ……早い」


『で、あなたたちの方は──』


「いやいやいや、そんなご心配なく！　ええと……ほ、ほら、こっちは今日は温存なの。今日は抑おさえて、明日一気に巻き返すから！」


『期待してるわ。明日はそっちのコテージに合流するから、今日の二十三時までに明日のスケジュールを作成して提出すること。わかった？』


「……了解です試験官。こりゃ明日は厳しいや」


　がしゃんと受話器を切って、シェルティスはソファに倒たおれこんだ。





「……明日が頑張りどころだ」


　再びリビングに集結した部隊の仲間を見わたすモニカ。テーブル上に拡ひろげた巨きよ大だいな方眼紙に地図を描かき、彼女がさらに赤ペンで巡回ルートを書きこんでいく。


「ナッシュの部隊は明日中に指定エリアの巡回を終えてしまうはず。なら、せめてこちらもそれに並びたい。一日で指定エリアを回らないとな」


「朝四時に出発、帰りが深夜。……歩きすぎて翌日は筋肉痛ですね」


　テーブルで頰ほお杖づえをつく華宮が独り言のように呟つぶやいた。


　地図に描かれたルートはほとんど網あみの目め状だ。総歩行距きよ離りはどれだけになるか見当もつかない。


「明日一日の辛しん抱ぼうだ。明日は朝四時に出発だから、各自そのつもりで。今日はもう解散にするから、それぞれ身体からだを休めよう」


「一階と二階に個室が三部屋ずつなので、部屋の数には余よ裕ゆうがありました。一階を男性が使って二階が女性ということで。はい、これ部屋のカードキーです」


　テーブル上のカードキーを指さす華宮。


「言っておきますが、夜中に二階にきたら問答無用で電気銃スタンガンを撃うちこみますので」


「アホか、てめぇらごとき色気のねぇガキに興味はねぇよ」


　鼻で笑ってカードキーを手にしたのはヴァイエルだ。


「ふ、わかっていませんね。たしかに身体の発育具合こそまだまだですが、触ふれるだけで折れそうなか細い肢し体たいも、それはそれで別種の魅み力りよくがあるのです。とりわけモニカが一ひと肌はだ脱いだ時の──」


「なぜそこでわたしを出すっ!?」


　むぐっ、と言いかけた華宮の口をモニカがふさぐ。


「と、とにかくだ……くだらない掛かけ合いに興じる体力は、明日のためにとっておけ」


　カードキーを手にしてモニカが腕うで組ぐみ。


「さて何か質問は？　なければ今日はこれで解散だが」


「あ、一ついいかな……いや大したことじゃないんだけど」


　三人の目がこちらに注がれる中で、シェルティスは怖こわ々ごわと手を挙げた。





「……夜ご飯、どうするの」





　部隊に、再び緊きん張ちようが走った瞬しゆん間かんだった。


「問題だぞこれは」


「はい、非常にゆゆしき問題です」


　キッチンに設置された冷蔵庫の中を見て、モニカと華宮の女性ペアが顔をしかめる。


　冷れい凍とう庫この中身は真空保存されたパンや野菜、保存のきくよう塩しお漬づけされた燻くん製せい肉。隣となりの棚たなには香こう辛しん料りようが一通り揃そろえてある。種類も量も豊富だから三日間どころか一週間は余裕で過ごせるはずだが、問題は──


『ふむふむ。調理せずに食べられるようなものは、さすがに乾かんパンと飲料水しか置いてませんね。ま、調理しちゃうと保存もきかないからしょうがないけど』


　機械水晶イリスの冷静な一言に、再び女性代表の二人が顔を見合わせた。


「……華宮、料理はできるか」


「……モニカこそ、部隊長としての威い厳げんの見せどころですよ」


「……わたしが巫み女こ見習いだったのは知っているだろう。修行で精せい一いつ杯ぱいで料理なんか作る時間もなかったんだ」


「……わたしだって、護士やりながら塔とう制せい局きよくの研究者もしてますから」


　察するに、どうやら二人とも料理は苦手らしい。


「……華宮、この鉄製の平べったい器具は何だ？」


「……文ぶん献けんによるとフライパンというものらしいです。使い方は……この形状だと相手を殴なぐる武器ではないかと」


「……盾たてにも使えそうだな。しかしなぜ武器がキッチンにある？」


　訂てい正せい。苦手どころではないらしい。フライパンをしげしげと眺ながめ、少女二人はなにやら真顔で恐おそろしいことを議論していた。


「あ、あのね二人とも……フライパンていうのは物を焼くためのもので……」


「シェルティス！」


「は、はい!?」


　刹せつ那な、少女二人が口を揃えてこっちをふり向いた。


「料理の腕うで前まえは!?」


「いや……その、期待されてるとこ申し訳ないけど、僕も二人と大差なくて」


　二人と立場こそ違えど、自分だって料理を作る時間などあろうものなら双そう剣けんの訓練に費ついやしていた人種だ。


「まずい、まずいぞ。やはり誰だれかが勇気を出して調理をだな」


「しかしモニカ、ここで冒ぼう険けんに出るのは得策ではありません。明日全員が腹痛でリタイアするより、乾パンという安全策をとる方が」


「だがそれでは身体が保もた──」


　再び議論をはじめた二人は気づかなかった。自分たちのいるキッチンに、何やら芳こうばしい匂においが充じゆう満まんしていることに。


「あれ、この良いい匂い」


　じゅうっ……と何かを焼いて調理する音に、最初に気づいたのはシェルティスだった。　ふり返れば、燻製肉と野菜をフライパンで火に掛ける青年の姿。


「え、まさかヴァイエルって料理できるの？」


「ったりめぇだろ。男たるもの、食うもの自分で用意できなくてどうすんだ」


　フライパンで具材に熱を通している間に、残りの肉と野菜を手早く一口大に切って、それをまとめて鍋なべにかける。固形スープと塩しお胡こ椒しよう、それに乾かん燥そう果くだ物ものの皮だけを薄うすくスライスして香かおり付けにぱらぱらと投入。その奥おくでは、いつセットしたかもわからないトースターからきつね色に焼けたパンが覗のぞいていた。


　この短時間でここまで手て際ぎわよく──この男、出来る！


　目の前で起きていることに、三人は顔を見合わせて目を輝かがやかせた。


「……完敗だ、まさか部隊の最終兵器がこんなところに」


「うん、わたしはヴァイエルは出来る男だと思っていたぞ。さすが、わたしの部隊の男は一味違うな」


「きた、きました！　これでわたしたちの明日の勝利は揺ゆるぎません！」


　背後から盛せい大だいな拍はく手しゆを送る三人に、だが──


「あぁ？　てめぇら何か勘かん違ちがいしてねぇか？」


「え……」


　三人の表情が凍こおりついた。


「誰がてめぇらの分まで作ると言ったんだ？　んな面めん倒どうくせぇ真ま似ねするかってんだ」


「…………」


「お前らは甘あめぇんだよ。困ったら誰かが助けてくれるなんざガキじゃあるまいし」


　腕組みして説教に浸ひたるヴァイエルは気づかなかった。


　モニカが、華宮が、シェルティスが、それぞれ身近にあった武器を手にしてにじみ寄っていたことに。


「わかったか？　わかったら自分の分は自分で……ん？　どうしたお前ら、その無言で構えたフライパンと胡め椒つビぶンしとまな板は何────」


「夕ご飯をよこせぇぇぇぇっ！」


　暴徒と化した三人が襲おそいかかる。


「ぐはぁっ！……て、てめぇら！　三対一は卑ひ怯きようっっっっ──────っ！」


　またたく間に押おさえつけられ、ヴァイエルは数の暴力に屈くつしたのだった。





　同時刻、遠く離はなれた別コテージで。


「…………」


　もう一つのコテージに取りつけられた盗とう聴ちよう器きから聞こえてきた一連の様子に、試験官であるイーシャはやれやれと脱だつ力りよくして息を吐ついた。


「食料を奪うばいあって内ない紛ふんする部隊……だめだこれ」





　　　　３





　風に運ばれる土の匂い。湿しつ気けを含ふくんだ蒸気が靄もやのように浮うき上がる森林の中、道とも呼べない荒あれ果てた獣けもの道みちを五人分の人ひと影かげが歩いていく。


「ああ、くそっ。ねみぃ、だりぃ……しかも湿気で地面がベタついてうぜぇ」


　一人で際限なく愚ぐ痴ちをこぼしつづけるのは列の三番目、周りより頭一つ背の高い金きん髪ぱつの青年だ。


「ヴァイエル、騒さわいでないで周りを見ろ。ただの散歩じゃないんだ」


「わーかってるっての。幽ゆう幻げん種しゆの魔ま笛てきらしき霧きりか、魔笛の痕あと、そうでなくとも物もの陰かげに気配を感じたらすぐ報しらせろ。だろ？」
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　部隊の先頭に立つモニカがふり返らずに首しゆ肯こう。昨日同様、左手は空けたまま、右手には黒くろ塗ぬりの十字昆ロザリオが鈍にび色いろに輝いている。


　それを──


「ふぅん。あの子、生き真ま面じ目めだけど隊長役は性しように合ってるかも。一人うるさい問題児がいるけど、何とか押さえこんでいる……と」


　部隊の一番後ろで、試験官であるイーシャが面おも白しろそうに笑えんだ。


　二日目は自分たちの部隊に試験官が同行する日だ。一挙一動が見張られているという何とも落ちつかない感覚も、朝四時の出発からすでに数時間が経過している。


「そういうのも採点？」


「当たり前じゃない。試験官の恣し意いの余地がないよう、採点基準だってすんごい細かく決まってるんだから」


　答えてくれないだろう。そう思ってシェルティスがふり向くと、彼女の方は思いのほか人なつこい笑え顔がおで素す直なおに教えてくれた。


「ちなみにナッシュの部隊は、採点だけなら完かん璧ぺきだったわよ。部隊の規律、巡じゆん回かい技能、試験官への報告も含め言うことなし」


「……重圧プレツシヤー感じる話だね」


「そうしてるのよ。だってあなたたち、採点上は完全に負けてるもの」


　暗い森でも輝く金髪を指で梳すくイーシャ。小声だからモニカまでは聞こえないだろうが、聡さとい華宮は勘かんづいているかもしれない。


「……ま、もっとも向こうは試験官への態度がお世辞にも良くなかったから。減点があるとしたらそれくらいかしら。それでも総合点は抜ばつ群ぐんだけど」


「素行不良？」


「それはあなたの部隊の彼でしょう。ナッシュたちのは反はん抗こう心しんね。彼らは部隊を組んで長いみたいだし、褒ほう賞しよう点てんも十分貯たまってる。彼らの中では、もう自分たちは正せい護ご士しなんでしょうね。だから正護士である試わ験た官しの話も軽かろんじる傾けい向こうがあるみたい」


「そこまでひどいなら」


「ええ、成績に響ひびくとナッシュに言ったわ。だけどね」


　わたしの言いたいことわかる？──そんな挑ちよう戦せん的な瞳ひとみでイーシャが笑う。


「それだけの減点された上でナッシュたちは勝つつもりでいる。わかる？　向こうにとって減点はハンデ程度にしか考えていないのよ」


「それだけ僕らが格下ってこと？」


「そう。わたしはまあ……あなたとモニカのことは多少知っているけど、部隊を組んで日が浅いという劣れつ位いは埋うめがたいものがあるわ。ナッシュたちは自分の優位性をよく理解してるわね」


　……似たようなことを華宮にも言われたっけ。


　部隊戦、仲間に指示を出すのは自分の役目だという。戦せん況きようを見て、華宮やモニカの特性が活いかせるよう周りをコントロールしていく。そんな新しい戦い方に順応しろと。


「でもふしぎだね」


「ナッシュたちがなぜああも試わ験た官しに反抗するか？」


　そう、彼らの部隊が長く任務をこなしているのならなおさらだ。正護士になってからは、場合によって同じ正護士であるイーシャと部隊を組むことだって考えられる。


　こんな些さ細さいなことで仲なか違たがいすれば百害あって一利もない。


「わたしと同じなのよ」


「……同じ？」


「少し前、自然区の西エリアで、候補生の部隊が消息を絶つという事件が発生したわ。教官をふくむ司令部は候補生の中から精せい鋭えいを選えりすぐり、部隊が消失したと思われる地点に救助隊を派は遣けんした」


「……それってまさか」


「ええ。あの時の事件よ。『黄金』のマハが襲しゆう撃げきしてきた事件。あの時の一次救助隊にナッシュは選ばれていた。そしてわたしと同様に、敗北した」


　ぺきっ。


　足あし下もとの小枝を踏ふみつけるイーシャのつま先。


「わかる？　正護士まで目前だった男が、突とつ然ぜんわけもわからぬ事件に巻きこまれて負傷して、正護士の地位が遠ざかってしまった無念さ。教官の期待があったから精鋭の救助隊に推すい薦せんされたのに、その期待を裏切ることになった喪そう失しつ感かん」


「…………」


　わからないはずがない。錬護士まで上りつめておきながら、穢歌の庭エデンに堕おちて全すべての地位を失った時の絶望感──それをシェルティスも味わっているのだから。


「焦あせってるという言い方が正しいかわからないけど、彼ナツシユの中ではいまも納なつ得とくがいってないんでしょうね。だからこそ、完治してない身体からだをおして部隊を率いている」


　その反骨心が歪ゆがみに変わり、正護士への反抗心として発はつ露ろした。


「……もどかしいね」


「ま、でもそれはそれよ。彼の境きよう遇ぐうには同情すべきものもあるけど、だからといって試験官であるわたしに刃は向むかうのは別。試験は公平に行うわ」


　スカートについた葉を払はらい落とすイーシャ。


　そのまま、互たがいに沈ちん黙もくが続き──


「ところで個人的な質問だけど、あなた、お姉様を知ってるって言ったわね？」


　訓練場の扉とびらの前で、たしかにそう言った記き憶おくがある。


「イシュタルのことなら、彼女は錬護士でも有名だからね」


「……もしかして」


　背中に伝わる彼女の声、小さくふるえる響きをともなって。


「お姉様と戦ったことあるの？」


「……まさか。僕は候補生、彼女は錬護士筆頭だよ。立場がまるで違うじゃん」


「そう。それならいいの。ちょっと気になっただけだから」


　何か言い残している。そう感じさせる余よ韻いんを残してイーシャは沈黙した。


「そろそろ休きゆう憩けいしよう」


　かすかに伝わる川のせせらぎ。


　拓ひらけた岩場にさしかかり、モニカが足を止めたのはそんな時だった。


「あー熱あっちぃ。あと何時間コレが続くんだよ」


　さらさらと流れる川に手を浸すヴァイエル。そのまま水をすくって顔を洗うのを見、川の下流で水を飲もうとしていた華宮が顔をしかめた。


「ちょ、ちょっと、そういうのは川下でやってください！　あなたが顔を洗った水を危あやうく飲んじゃうところだったじゃないですか！」


「あ？　んなの川下にいるお前が悪い」


「いいえ、あなたが川上にいるのが悪いんです」


　がるるる、と睨にらみあう二人はさておき──


「モニカ、いまどれくらい歩いた？」


「おまけして三割だな。コテージに帰るのは真夜中か、もしかしたら真夜中を通りこして朝になるかも」


「……そうだろうね」


　突つきでた岩場に腰こしを下ろし、シェルティスは燦さん々さんと輝かがやく朝あさ陽ひを見上げた。五、六時間は歩いただろう。出発した時は地平線に隠かくれていた太陽も、いまは天頂に近い。


　……将来、嫌いやでも経験することだし。


　……いま少しでも苦しんでおいた方がいいはずなんだ。


　浮ふ遊ゆう大陸の中央が居住区、その外側が自然区で、もっとも外側の層が生ビ態オ生ト育ー野プだ。いまは自然区の巡回で済んでいるが、正護士になれば生ビ態オ生ト育ー野プの巡回も任されるだろう。


　竜りゆう種しゆをはじめとする一級危険生物の巣そう窟くつ。


　昼間も夜間も関係なく、常に危険がつきまとう危険な巡回任務。おおよそ一週間単位で行われるのだが、その間はろくに眠ねむれた記憶がない。


　……そうだ、イーシャも生ビ態オ生ト育ー野プに行った経験あるのかな。


「ねえイーシャ。君は生ビ態オ生ト育ー野プには──」


　返事はない。


「そう……わかったわ。指定エリアは一通り見て、アレの痕こん跡せきはその一箇か所しよだけだったと。ええ、逃げた痕あともあったのね？」


　部隊の誰だれよりも川上に座すわる正護士の少女は、手にした小型の通信機で会話中だった。またたき一つせず、通信機を耳にあてる彼女の表情には軽い緊きん張ちようが。


「追つい跡せき？　それは正護士がやる仕事よ。ええ、あなたたちは天結宮ソフイアの護ご法ほう院いんに連れん絡らくをお願い。わたしは帰き還かんが今日の夜間になるから」


　通話を切断し、通信機をベルトのホルダーへ。


　ふぅ……溜ため息いきとも深呼吸ともつかない息がイーシャの唇くちびるからこぼれおちた。


「定期連絡ってわけじゃなさそうだったね」


「上司の会話を盗ぬすみ聞きは減点──と言いたいけれど、今回は勘かん弁べんしてあげる」


　座っていた岩からひょいっと身を起こし、川下にならぶ部隊員を見下ろす彼女。普ふ段だんならここで高圧的な笑みを浮かべるはずが。


「はいはい注目。休憩中のところ悪いけど、わたしから話があるわ」


　その表情は、通話時と同じ緊張をはらんだものだった。


「ナッシュの部隊から報告があったわ。──幽ゆう幻げん種しゆの痕跡を発見したそうよ」


　モニカが十字昆ロザリオを握にぎり、華宮が機マ械キ珠ナを抱だきかかえ、一人離はなれて座っていたヴァイエルですら微かすかに眉まゆをつりあげた。


「発見場所は自然区北エリア、第八区画68小域の西側。数メートル四方にかけて、大樹から地面から何もかもが魔ま笛てきの浸しん食しよくを受けて腐ふ敗はいしていたらしいわ。現場の映像も送られてきたけど、……十中八九間ま違ちがいない」


「わたしたちの現在地が第八区画04小域の北側です。向かうには時間がかかりますね。どうします？」


　華宮の機マ械キ珠ナが電子マップを表示する。


「課題は続行するわ、護法院のマニュアルにもそう書いてあるでしょ？」


　イーシャの返答は早かった。


「課題の途と中ちゆうに幽幻種の痕跡を発見することは少なくないわ。そのたびに課題を止めてたら作業にならない。だから、ま、いつもどおりの対応ね」


　候補生はさしつかえない範はん囲いで課題を継けい続ぞく。


　幽幻種については現場に近い正護士部隊が急行し、追跡する。


「幽幻種の行方ゆくえは？」


「ナッシュの部隊にはコテージで待機するよう伝えたから、まだ詳しよう細さいは不明よ。いずれにせよ正護士の部隊が追跡するから、これも間もなく判明すると思うけど」


「……緊張しますね」


　普段と変わらぬ無表情で華宮がぼそりと呟つぶやいた。


「幽幻種の逃とう走そうルートが、万が一わたしたちの巡じゆん回かいルートと重なっていたら」


「その時の対応を見るのが課題よ、覚かく悟ごはしておくことね」


　イーシャの周りを浮うかぶ四つの鋼鉄球。


　人にん形ぎよう遣つかいである彼女の人形であり、沁しん力りよくを付ふ与よした彼女の武器だ。以前は五つまで数が増えていたが、扱あつかい慣れた四つに戻もどしたらしい。


「遭そう遇ぐうした時の指示はわたしがする。各員、心しておきなさい」


　サッ……カササッ……


　刹せつ那な。華宮の座る岩場のすぐ背後で、茂しげみが不自然にゆれた。


　──まさか。


「華宮、そこから離れてっ！」


　透とう明めい感かんある紫むらさきの刀身を具現化、双そう剣けんをたずさえて彼女を庇かばう位置へ。慌てて後方へ跳ちよう躍やくする華宮にかわり、その場の最前線に躍おどりでて剣を構える。


　瞬まばたきも許されぬ時間。そこから三秒……五秒……十秒が経過しようとして。


　カサッ……ササッ……ッ


　再び茂みがゆれ、そこから何かが飛びだした。


「──岩キツネ？」


　岩場を飛び移って遠ざかるキツネを見、ヴァイエルがぼそりと呟いた。


　毛皮の色は岩に似せた黒こつ灰かい色しよく、耳は大きく尻尾しつぽは小さい。自然区に生息する草食性のキツネの一種だ。個体数が少ないから滅めつ多たに出くわさないとされている種である。


「……ったく驚おどろかせやがって、キツネ風ふ情ぜいが」


「幽幻種よりはマシさ。それより、そろそろ休憩も終わりにしよう。先は長いから」


　両手に十字昆ロザリオを握りしめたモニカが儀ぎ礼れい衣いをひるがえす。


　続いて華宮、ヴァイエルが続く。


『珍めずらしいですね、岩キツネが人前に出てくるなんて』


　部隊の中でただ一人とり残されて、シェルティスは茂みの奥おくをいまも睨みつけていた。


「イリス、いまの岩キツネが何かに追われていた可能性は？」


『ゼロではないでしょう。追われていた、それも人間なんか目もくれないくらい怖こわい何かに追われていた。その可能性はあると思います』


「……イリスも待機しておいて、いつでも刀身構築できるように」


　刀身を失った双剣をホルダーに収め、モニカの後を追いかけた。





　　　　４





　深緑の樹林も赤茶けた大地も、澄すみきった蒼そう穹きゆうも。


　夕焼け──黄色と朱しゆが入りまじった色に全てが染まる時刻。白一色のコテージも、その壁かべは鮮あざやかな朱に染まっていた。


「助かった。もうクタクタです」


「ったく、結局あのあとは動物一匹ぴき出てきやしねえし。とんだお騒さわがせだぜ」


　華宮とヴァイエルが続いて溜息。普段は口数の多い二人だが、巡回も後半を過ぎた頃ころから次し第だいに疲ひ労ろうが重なって無言になっていた。


「……結局、巡回できたのは朝の予定の七割か」


　腕うで組ぐみして複雑そうな表情のモニカ。当初の計画では今日中にエリア全域を回るつもりだったのだが、ほかならぬ彼女自身の提案で予定を急きゆう遽きよ変更したのだ。深夜の巡回はやめて、日にち没ぼつまでにはコテージに帰還すると。


「英断だったと思うよ」


　自問自答中のモニカに目配せし、シェルティスは沈しずみかけた夕陽を指さした。


　幽幻種が潜ひそんでいるかもわからない樹海。陽が沈んだ夜の森を探たん索さくするのは、候補生である自分たちには危険がつきまとう。


　ナッシュの部隊に並ぶために強行するか、部隊の安全をとって引き返すか。


　悩なやんだすえにモニカは後者を取った。


「課題は三日間で指定エリアを回ることだろ。そりゃ早く達成した方が良いいに決まってるけど、それで負けてるぶん、こっちは丁てい寧ねいにエリアを見て回ればいい」


「……そうだな。試験時間は明日の正午までだから」


　誰かに支持してほしかったのだろう、モニカがほっと表情をやわらげる。


「とにかく今日の巡回は終わりにしよう。試験官に正式に報告……と思ったが、ナッシュの部隊と通話中か」


　通信機を耳にあてているイーシャ。けれど、その様子がおかしいことに気づいたのは、その声があまりに静かだったからだ。


　……会話していない？


　イーシャは無言で通信機を耳にあてているだけだ。普段なら、たとえば昼間の会話ではしきりに相あい槌づちを打ち、試験官として指令を送ったりしていたというのに。


　そして。


「……応答無し。やられたわね」


　みしりっ、通信機を握る手に力をこめてイーシャがつぶやいた。


「あなたたち、いまから一仕事してもらうわよ」


「ん？　おいおい何だ、まさか追加試験なんて言わねぇよな」


　露ろ骨こつに顔をしかめるヴァイエルに、


「言わないわ。試験じゃなくて実戦だもの」


　イーシャが静かな口調で切りかえす。


「各員よく聞きなさい。ナッシュからの応答が途と絶だえたわ。おそらく幽幻種と戦って全ぜん滅めつしたと思われる。……わかってるわね？　候補生であろうと天結宮ソフイアの一員、幽幻種によって直接の被ひ害がいが発生した時にやらなくちゃいけないことくらい」


　通信機をホルダーに収め、正せい護ご士しである少女が左手を持ちあげた。


　──「展開」──


　人形遣いの命に応じ、四つの鋼鉄球が虚こ空くうに浮かぶ。


「時刻十七時二十三分。護法院規則第九条にしたがい課題を一時中止。これより候補生部隊の救助および幽幻種の追跡を開始する。──ついてきなさい」





　　　　５





　時は、一時間ほど遡さかのぼる。





　じゅぅぅぅっ……


　いまなお紫し煙えんを上げる大地の傷きず痕あと。草も土ど壌じようは融ゆう解かいし、大樹は立ったまま枝葉一つ残さず枯かれ果てて枯こ死し。ブスブスと立ち上る濃こ紫むらさき色いろはまるで生物のようにうねり、その呪じゆ詛その領域をさらに広げようとしている。


　──魔笛の浸食。


　幽幻種が逃走したルートを示す大地の傷を一いち瞥べつし、ナッシュは薄うすい笑えみをもらした。


「魔笛に浸食されて間もない、追いつめたな」


　試験官に幽幻種の報告をしてから優に数時間。かなりの距きよ離りを追跡していたことになるが、それもじき終わる。


「キンベリー、ラスダックス、いつものように。幽ゆう幻げん種しゆ一匹だ」


　背後の大剣使いと重じゆう鎗そう士しがそれぞれ無言で前へ。


「ミュンファ、幽幻種が飛びだしてくると同時に一撃鳴らせ。初手で動きを止める」


「まかせて、派手に奏かなでるよ」


　優ゆう雅がな仕草で琴ことを構える沁力術士の女性。


　──任務に行くまでもない。この幽幻種を倒たおした褒ほう賞しよう点てんで全員が正護士だ。


　塔とうの任務を遂すい行こうした時に褒賞点を得られる褒賞システムだが、それと別に『裏ルール』と呼ばれる方法で褒賞点を稼かせぐ方法がある。


　それは任務にない想定外事件を解決した時だ。人命救助に災害活動、巡回先の地で幽幻種を発見した時もそうだ、それを独力で倒せば追加の褒賞点を申しん請せいできる。


　……そうさ、そうとも。


　……いつまでも候こ補ん生なのと階こ級ろでちんたらしてられるか。


　正護士なんて通過点に過ぎない。将来は錬護士、そして千せん年ねん獅しまでたどり着く。


　なのに正護士の試験官にああも好き勝手命令され、あげくの果てに幽幻種と戦うことも許されず待機命令？　冗じよう談だんじゃない、こっちは幽幻種と戦うために入にゆう宮きゆうしたのだから。


　……それが、まさかあんなところで足あし踏ぶみを食うなんて。





〝我わが『黄金六面体』の前に敵は無し〟





　教官の命を受けて結成された救助部隊。候補生の中でも選えりすぐりの精せい鋭えいだけを集めた部隊に選ばれ、意気込んで現場に向かっておきながら。





〝これより介かい入にゆう。目もく撃げき者しやの排はい除じよを開始する〟





　草原で出会った怪かい物ぶつに、ナッシュは手も足も出なかった。気づけば病院に寝かされていた。それが候補生での最初で最後の屈くつ辱じよくだ。


　……これ以上、候補生の階級に甘あまんじるつもりはない。


「正護士になる人間が……幽幻種の一体を怖おそれてどうするんだよ」


　部隊を率いて大樹の裏側へ回りこむ。


　大樹の根元に──隠かくれるわけでも奇き襲しゆうをしかけてくるわけでもなく、ただ堂々と、濃紫色の霧きりをまとう獣けものが四つ脚で立っていた。


　……襲おそってこないのか？


　その場で微び動どうだにせず構えているだけ。


「はっ、愉ゆ快かいな幽幻種もいたもんだな。たった一体で堂々と姿を現したか……ミュンファ、術式はやめだ。様子を見る」


　蒼あおく透すきとおった弾だん丸がん。


　氷ひよう結けつ鏡きよう界かいの氷ひよう結けつ晶しようを用いた弾丸を装そう塡てんし、大型の回転式拳けん銃じゆうをかまえる。


「その不敵な自信がどこから来るのやら」


　ナッシュは、照準を定めたトリガーを引いた。


　火薬の炸さく裂れつ音おん。が──





　濃紫色の霧をまとう獣の身体からだを、弾丸は素す通どおりしただけだった。





「…………なっ!?」


　どういうことだ、沁しん力りよくでできた氷結晶の弾丸だぞ。幽幻種には一発で致ち命めい傷しようのはずが、ダメージどころかすり抜ぬけた？


「ナッシュ、後ろ！」


　ミュンファの悲鳴に寒気を感じ、目の前の幽幻種を無視して背後へとふり返る。


　北、北東、東、東南、南、南西、西、北西。


　自分たちを中心とした八方向全てに──目の前の幽幻種と全く同じ姿形をした幽幻種が立ちならび、自分たちを包囲していた。


「……幽幻種が八匹」


　どういうことだ。幽幻種が逃とう走そうした証あかしである魔ま笛てきの浸しん食しよくは、どう見ても一体分だった。なのになぜ八匹。しかもいつ現れた？　まるで気配がなかった。


　……なぜ沁力の弾丸がすり抜ける？


　……どうやってこの森に八匹も隠れてた？


　なにがなんだかわからない。


「……まさか」


　追つい跡せきしたつもりが、誘ゆう導どうされていたのは俺おれたちの方？





　その十五分後、ナッシュの部隊は消息を絶った。












　終章　『四人目』
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「教官？　わたしですわ、……はい、事情は先ほどお伝えしたとおりです」


　静まりかえる樹海。


　試験官である少女の張りつめた声だけがこだましていた。


「ナッシュ・Ｇ・エンドルフィンの員章の反応発信地を探知願います。──第七区画03小域……第七区画ですか？……やっぱり独断で。ええ、ただちに救助に向かいます」


　伏ふせていた顔を上げてイーシャが首をふる。


「悪い予感て当たるものね」


　ふり向いた彼女の自じ嘲ちようめいた笑み。


「幽幻種の発見報告は第八区画68小域からだったの覚えてる？　わたしはその場で、同じ第八区画にあるコテージに戻もどって待機しろという指示を出した。なのに、ナッシュの員章の電波発信地は第七区画からだそうよ」


　第八区画にあるコテージではなく、ナッシュの部隊が消息を絶ったのは第七区画。そこから推測されることは──


「……阿あ呆ほうが。自分から幽幻種を追ったな」


　苦々しい顔つきでヴァイエルが吐はき捨てる。


「咎とがめはあと。いまは部隊の無事を祈いのることと、一刻も早く救助することだけ考えて」


　余よ韻いんを含ふくませた言葉を残し、イーシャは儀ぎ礼れい衣いをひるがえした。


「わたしが臨時で指揮をとる。ついてきなさい」





　朱一色に染まった樹海。


　不気味なほどに静まった獣けもの道みちを、人にん形ぎよう遣つかいの少女が飛ぶように駆かけていく。硬かたく尖とがった岩がん盤ばんをこともなく疾しつ走そうし、大樹の枝から枝へ飛び移って足あし下もとの沼ぬま地ちを避よけていく。


　複雑な地形をこともなげに、野生の獣もかくやという機動力。単なる疾走ではあるが、こうして一時間、過か酷こくな地形を走り続ける運動量はさすがに正護士か。


　──こっちは？


　先頭のイーシャを追いかけるモニカとヴァイエルが並び、やや遅おくれて華宮カグラという順だ。隊列ではなく純じゆん粋すいな速度と体力順である。男性で体格の優すぐれたヴァイエルが体力では分ぶがあるが、部隊長としてモニカもよく追いついている。


　……辛つらそうだけど華宮も頑がん張ばってる。


　五人の最さい後こう尾びで、前を行く全員の背中をシェルティスは見回した。


　──これなら思っていたより早く救助にあたれる。


「間に合うかな」


『そのための救助部隊わたしたちでしょう？』


　挑ちよう発はつ的ともいえる機械水晶イリスの返事は、正しい。


　幽幻種に襲われた人命の救助は時間との戦いだ。沁力による刻印儀礼が施ほどこされた儀礼衣であれば、幽幻種の魔笛にも多少は耐たい性せいがある。とにかく大事に至る前にたどり着きさえすれば、モニカの浄じよう化か術式で治ち療りようは十分可能なのだから。


　それを理解しているから華宮も懸けん命めいに追いつき、ヴァイエルも変わらずの不ふ機き嫌げん顔がおながら、この場で文句を言うつもりはないらしい。


　やがて。


「…………」


　先頭を行くイーシャが無言で手を水平に持ちあげた。速度を落とせ──その意図を読んだモニカ、ヴァイエル、続いて華宮が足を止める。


　目的地が近い。這はうような速度で、足音を殺して木々の枝をかきわけて進んでいく。巨きよ大だいな大樹を回りこんだその先に──





　候補生四人が、大地にうつぶせに倒れていた。





「モニカついてきて！　シェルティスと華宮、ヴァイエルは周囲を見張りなさい！」


　口早に指令を飛ばしながらナッシュへと駆けよるイーシャ。


　黒くろ髪かみの青年を抱き起こし、すぐさま首の動脈に指を添そえて──ややあって、わずかに安あん堵どした表情でイーシャが吐と息いき。


「こっちの三人も息はあるようです……良かった」


　同じく三人の息を確かめるモニカがふっと溜ため息いき。が、巫み女こ見習いであった彼女はすぐに表情を引きしめて唇くちびるを嚙かみしめた。


「イーシャ試験官、ナッシュの救助をかわります」


　抱き起こしていた三人をそっと地に横たえる。厳しい表情でモニカが見つめるのは、ナッシュの儀礼衣から立ち上る濃こ紫むらさき色いろの霧だった。


　──魔笛の浸食。


　ああ、とイーシャがわずかに目を見開いた。


「ユメルダ教官から聞いてるわ、元巫女見習いだったんだっけ」


「……洗礼系は最後まで苦手なままでしたが」


　まぶたの奥おくに陰かげを落としてモニカが小さく苦く笑しようする。







【Sia Secあの日の夢をelis arc……もう一度……Is io mielそうありますように】







　少女が紡つむぐ一小節に満たない詠えい唱しよう。


　彼女の桜色の髪かみを、より強い赤が──緋ひ色いろの輝かがやきをはなつ光の粒りゆう子しが覆おおっていく。光が寄り集まって糸になり、拡張して魔笛の濃紫を打ち消していく。


　ナッシュの儀礼衣を蝕むしばむ魔笛を浄化し、その足下の土ど壌じよう、背後の大樹に感染を広げた魔笛も何もかもを洗い流していく。


「……魔笛の浸食はひとまず抑おさえた。そっちは？」


「あまり良くはないですね」


　ミュンファ──女性の沁力術士を抱かかえる華宮が顔をしかめる。肩かたと背中の傷口を止血する手が、あふれる出血に赤く濡ぬれていた。


「魔笛の感染はないですが、傷はこちらの方が大きい。……背後から奇襲を受けたのかもしれません、背中にかなり深い傷きず痕あとがあって、これが動脈を傷つけてるかも。残りの三人も同じような感じです」


　──背後からの奇襲。


　華宮が発した一言に不安を覚え、残りのメンバーがそれとなく背後へふり返る。


「なら決まりじゃねえか。こんなとこ長居は無用だ」


　倒たおれた候補生の一人を担かついでヴァイエルが立ちあがる。


「おら、さっさと帰るぞ。こいつらを襲おそった幽ゆう幻げん種しゆが近くに潜ひそんでるかもしれねえ」


「それはないわよ。逃にげた痕が残ってる」


　正面を見つめたままイーシャは微び動どうだにしなかった。紫し煙えんを上げる地面の傷痕が、自分たちの立つ大樹から一直線に遠ざかるルートを描えがいて延びている。


「おいおい、まさか追跡するって腹じゃねぇだろうな……正気か？」


「あと一時間足らずで夜になるわ」


　イーシャはふり返らない。紅くれないに染まる樹海、木々の葉に覆われた頭上のすき間からは、地平線に沈しずみかけた陽ひがゆらゆらと揺ゆれていた。


「夜の幽幻種は危険よ。あいつらの覆う濃紫色の霧きりが、夜の暗くら闇やみにまぎれてほとんど見えない……コテージに戻っても、夜中に奇き襲しゆうを受けたら危ないわ」


　ならばここで追跡し、叩たたく。


　イーシャの言葉には有う無むを言わせない強さがこめられていた。


「追跡班と救助班、隊を二つにわけるわ。まずはナッシュたち四人をここで介かい抱ほうする救助班だけど……華宮とヴァイエル、あなたたちに任せてもいい？」


「心得ました」


「あ？　俺おれか？……幽幻種と戦うよりよっぽど楽じゃねえか、願ってもねぇよ」


　こくんとうなずく華宮、ヴァイエルも異論はないらしい。


「決まりね。魔笛に対たい抗こうする沁しん力りよくが使えるモニカと、……あとそっちの双そう剣けん使い」


　名前ではなく双剣使い。人形遣いの少女はあえてそう呼んだ。


「一応聞くけど、幽幻種との戦せん闘とう経験はあるわね？」


「迷めい惑わくはかけないよ」


　ベルト部のホルダーから双剣の柄つかを取りだす。


「そう。なら来なさい、期待を裏切るんじゃないわよ？」


　儀礼衣をひるがえすイーシャに続き、無言でシェルティスは樹海を駆けた。





　幽幻種の逃走痕を追いかける三人を見送って──


「二人きりですね」


「あぁ？」


　仏ぶつ頂ちよう面づらでふり返るヴァイエル、その変わらぬ攻こう撃げき的な口調に華宮は苦笑した。


　二人きり。ずっとずっと聞きたくて、時と場所を探していたけれど。まさかこんなタイミングでそれが訪おとずれるとは思わなかった。


　こんな場所で聞くのは不ふ謹きん慎しんかもしれない。だけど、一つだけ。


「……一つ聞いてもいいですか」


「なんだおい、妙みようにあらたまってんじゃねえよ」


　不機嫌口調の返事には無言を選び。


「────」


　無言で機メ械ツ帽トを取りはずす。深い緑をした髪に灰色がかった瞳ひとみ。幼くも儚はかない顔だちをした少女の素す顔がお。ネルの民たみ特有の尖った耳があらわになる。


「…………っ」


　一いつ瞬しゆん、たしかに彼の表情が一瞬だけ変化した。そんな気がした。


「わたしは、あなたと以前にお会いしましたか？」


　覚えていますか、わたしのこと。訓練の最中、砂さ漠ばくの横断走行中に倒れたわたしを……背負って医務室まで運んでくれたこと。


「もう二年前のことですが」


「覚えがねぇな」


　そっぽを向く彼からの返事は早かった。


「……そうですか」


　わかっていた。わかっていたつもりだけれど……やっぱり、彼はわたしのことを忘れてしまったのか。彼を部隊に誘さそった時、それこそ彼を脅おどすような取引を持ちかけてまで引き入れたのも、もしかしたらそれで思いだしてくれるかと思ってのことだったけど。


「くだらねぇ。人に過か剰じような期待するんじゃねぇよ」


　静せい寂じやくの支配する樹海に、彼の舌打ちが鋭するどくこだました。


「……期待するのはよくないことなのですか？」


「てめぇで考えろ。それがわからないからガキなんだよ、お前は」
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　魔ま笛てきによって浸しん食しよくされ、煙けむりをあげて腐ふ敗はいしていく大地。その煙が道となり、幽幻種の逃とう走そうした方角を教えてくれる。


「モニカ、幽幻種のことだけど」


　地中から突つきでた岩を飛び移るモニカへと併へい走そう。彼女の横顔に映る表情をたしかめながらシェルティスは告げた。


「戦う時は周りをよく見て。幽幻種は一体じゃないかもしれない」


「……なんだって？」


　灰色の双そう眸ぼうが三日月のように細くなる。


「幽幻種の逃走痕は一体分だぞ？」


「わかってる。でも、あの場はすごく不自然だった」


　モニカはナッシュの治療に集中していたし、イーシャは幽幻種の追つい跡せき痕あとを調べていた。華宮とヴァイエルは周囲の警けい戒かいに力を注いでいた。


　一方で自分は、大樹や地面に穿うがたれた刀傷と弾だん痕こんが気がかりだった。


「気づいた？　ナッシュたちが倒れていた場所、周りの木とか地面とか見境なく剣の傷と銃じゆう弾だんの痕が残ってた。一体の幽幻種を相手にあんな大がかりな形跡は残らない」


　空から振ぶりした剣や不発の弾丸が多すぎるのだ。


「不自然なくらい場が荒あれすぎてた。僕の知るかぎり、ああいう戦せん闘とう痕が残るのは、たとえば幽ゆう幻げん種しゆの魔笛が精神操作だった時」


　精神破は壊かい──理性を破壊することで人を一種の暴徒にする。味方が敵になってしまうようなものだ。直接生死にはかかわらないが厄やつ介かいこの上ない。


「精神操作された人間は敵味方なく暴れるから、ああいう剣の傷とか弾痕とかが戦闘場所に残りやすいんだ」


「ナッシュたちはそれにやられたと？」


「──いや」


　視線は前方のイーシャ、注意は左右背後に向けたまま首をふる。


「今回魔笛を受けたのはナッシュだけだっただろ。なら精神操作を受けたのもナッシュのはず。そう考えて残り三人の具合を見てみたんだけど、三人の傷の中に、ナッシュの使う武器で与あたえられた傷はなかったからね。精神操作されて恐きよう慌こう状態になったら、一人くらいナッシュの武器で傷ついてもおかしくないのに」


　それがない。つまり彼は精神破壊などされていなかったのだ。


「じゃあ何が」


「僕にもわからない。だけど用心してかからないと。……イーシャ」


「──おせっかい。そんな大声で話されれば嫌いやでも耳に入るわよ」


　身軽に大樹の枝から枝へ飛び移る正せい護ご士しが、ちらりとこちらにふり向いた。


「それは何より」


「ふん、もともと油断するつもりなんてないわ。それより──近いわよ」


　ひゅっ、と短く呼気を吐はきだしてイーシャが急停止。


「……逃げも隠かくれもしないのは褒ほめてあげる」


　不敵な笑えみを浮うかべる彼女。


　その前方十メートルほど、とりわけ巨きよ大だいな常緑樹二本の間。


　さながら玉座に腰こしかける王のごとく、幽幻種は堂々とこちらを睨にらみつけていた。大きさは獅し子しほどだろう。濃こ紫むらさき色いろの霧でできた身体からだの奥、爛らん々らんと輝く真しん紅くの瞳。


　──「展開・放射」──


　イーシャが指さす方角へ、幽幻種めがけて超ちよう重量の鋼鉄球が迫せまる。彼女の沁力を付ふ与よした『人形』だ、直ちよく撃げきすれば幽幻種を核かく晶しようごと押おし潰つぶす。


　が。


　鋼鉄球は幽幻種を素通りし、その先の地面に大きな陥かん没ぼつを作っただけだった。


「えっ……!?」


　イーシャとモニカから同時に洩もれる驚きよう愕がくの声。
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　小刻みに幽幻種の身体がふるえだす。その身にまとう霧が不気味な光を放ち、そして徐じよ々じよに周囲へと拡散していく。──否いな、拡大していく。


「幽幻種の霧が増えて……肥大化!?」


「違ちがう。これは」


　未知なる獣けものを正面から見すえ、シェルティスは小さく呟つぶやいた。


　陽炎かげろうのように揺らめき、蜃しん気き楼ろうのように新たな像を描いていく濃紫色の霧。霧の中から新たな霧が生まれ、それが新たなる個体のかたちを形成していく。


「増殖だ」


　真紅の眼めを輝かがやかせる七体の怪かい物ぶつ。いや、


「イーシャ、後ろにもう一体！」


　ざくりっ。幽幻種の爪つめが何かを切りさく音が生々しくこだました。


「……なめるなっ怪物！」


　背中に傷を負いながらもイーシャが人形を操作。輝く鋼鉄球二つが真横から迫り、たったいま自分に傷を負わせた幽ゆう幻げん種しゆを左右から微み塵じんに押し潰す。


　濃紫色の霧となって消しよう滅めつする幽幻種。──残り七体に影えい響きようはない。


「質量をともなった幻げん影えい……やってくれるじゃない」


　背中の傷に顔をしかめながらも人にん形ぎよう遣つかいの少女が立ち上がる。受けた背中の傷よりも、人形の一いち撃げきが不発に終わったことに苛いら立だった表情だ。


『私のデータにも事例が少ない幽幻種です。お気をつけて』


「──やることは変わらない」


　紅に染まる森で、逆手に構えた双剣が光を放つ。神秘的な紫の刀身は、蒼あお色いろの氷結晶に魔笛が沁しみて描えがきだす奇き蹟せきの色しき彩さいだ。


　モニカの沁力を浴びることで、彼女の握にぎる十字昆ロザリオを白銀の結晶が覆おおっていく。


　イーシャの鋼鉄球が再び高く舞まい上がる。





　そして、三人と八体は正面から激げき突とつした。





「──はっ！」


　誰だれより先に、八体の幽幻種めがけてシェルティスは駆かけた。両りよう脇わきの二体と中央の二体、計四体の獣が押し寄せてくる。濃紫色の霧きりから不気味な黒腕と爪が伸のびて──


　正面、真横、足下、頭上、背後、あらゆる死角を狙ねらって飛びかう無数の爪と牙きば。それを次々と躱かわし、逸そらし、弾はじいていく。


　ヂヂッ。前まえ髪がみをかすめていく幽幻種の牙を跳ちよう躍やくで回かい避ひ。


　剣けん閃せん。


　一瞬空いた攻撃の瞬しゆん間かんを見み逃のがさず、双剣で周囲の二体を同時に薙なぎはらった。


「──二体」


『まだです』


　息を吐く間もなく機械水晶イリスが輝いた。


　──ギンッッ！


　次の瞬間、シェルティスは三体の幽幻種を左右の剣けんで受けとめていた。離はなれた場所ではイーシャが二体、モニカが二体を同時に相手どっていて……七体？　いま倒たおした二体を含ふくめると九体。さっきより数が増えている計算だ。


『シェルティスが倒したと同時、二体の幻影が新たに発生しました。本体と幻影あわせて最大八体のようですが、幻影は無む尽じん蔵ぞうに発生すると思われます』


「本体を倒せか」


　……ずっ……ずずっ……ずずず……


　土ど壌じようと草花を腐敗させ、這はいずるように突き進んでくる霧きり状じようの獣。二体が横から回りこみ、新たに発生した二体が宙へと跳とぶ。


　──どれが本物だ？


　四体の形状はまるで鏡の虚きよ像ぞうのように酷こく似じしている。その上で四体の動きがそれぞれ違うから厄介だ。一体だけ動きの違う個体がいれば特定もたやすいが、全すべてが異なる動きでは一体一体潰していくほかない。


　しかし無む駄だに一体潰しても新たに幻影が一体発生するだけだ。


「……きりがない」


「雑ざ魚こは倒しても意味がないってことね」


　奥おくまった岩場でモニカが、大樹の枝を飛び移りながらイーシャが叫さけぶ。どうやら二人も気づいたらしい。先にはなかった緊きん張ちようと焦しよう燥そうが瞳ひとみの奥に感じとれる。


「モニカ、イーシャ、幻影は放ほうって本体を！」


　二人に叫ぶや自ら後方へ跳躍。大樹の幹を蹴けって別の大樹へ、さらにその幹を蹴りつけることで浮ふ遊ゆう。またたく間に高度十メートル近い位置の枝まで上りつめる。


　俯ふ瞰かん。


　全八体が見下ろせる位置で幽幻種を見下ろした。


「……やっぱり」


　あらためて八体を見比べて確信した。どれ一つとして動きが似ているものがなく、八体が競い合うように襲おそいかかってくる。


　──おかしい。


　八体の中に本体がいるならば、それを撃げき破はすれば決着だ。シェルティスが幽幻種の立場なら、万が一にでも攻こう撃げきを受けないよう本体を一番奥に配置する。なのに、この怪物にはそんな意図がまるで見えない。


　まるで本体がやられても構わないとでも言うように。


「イリス、この中に本体がいない可能性は？」


『零ゼロです。本体は間ま違ちがいなくこの八体のどれかです』


　ぴしゃりと機械水晶イリスが断言。


『私の演えん算ざん領りよう域いきが、幽幻種の魔ま笛てきをたしかに感知しています。幻影のせいで正確な位置の捕ほ捉そくはできませんが、本体が別個にいることはありえません』


「じゃあ──」


　……ずっ……ずずっ……ずずず……！


　大樹をよじ登ってくる二体の幽幻種。思考をまとめる時間もない。みるみる迫ってくる殺気を受け、シェルティスは地上に飛び降りた。


「邪じや魔まだっ！」


　地上で待ち受ける二体の爪を剣先で弾き、再び幽幻種と距きよ離りをおくために疾しつ走そう。


　──幻影が七体。本体が一体。


　──だけどどれもが本体のように動いてる。まるで全部が本体のように。


「ありえる、か」


　一つ。あまりに大それた仮説が頭をよぎった。


「イリス、幽幻種の核晶が転移することは!?」


『……大だい胆たんな仮説ですね。八体全て本体で、それを操あやつる核晶が一つだけと』


　原理はイーシャのような『人形遣い』と似たものだ。


　自らの魔笛で幻影を生みだして操作する。人間ならば本体を叩たたけばすむが、幽幻種はもともと霧状の存在だ。その中心である核晶を破は壊かいしなければ倒せず、破壊すれば光の中に溶とけていく。本体という概がい念ねんそのものが通じないのかもしれない。


　つまり核晶が入った箱が本体であって、その箱はどれであっても構わないのだ。


『核かく晶しようが破壊されそうになれば、その核晶が別の幻影に転移。それ以降はその個体が本体となって幻影を生みだす──』


「可能性は？」


『確かめてみる価値はある、くらいには可能性があるでしょうね。ただし大変ですよ』


　そう、もし自分の仮説どおりだとすれば、この幽幻種を倒すためには核晶の転移先──逃げ道を全て塞ふさがなくてはならないことになる。


　すなわち八体の同時撃破。


「……簡単にはいかないか」


　双剣を握る手に自然と力がこもる。自分の武器は射程の短いこれきりだ。三体……いや四体までは同時に倒せる自信はある。それ以上は一種の賭かけだ。それこそ自分の身を守るという概念を捨てた特とつ攻こうで六体。


「──くっ！」


　二体に挟はさまれて防戦一方のモニカ。


　沁しん力りよくの白はく銀ぎん結けつ晶しようで十字昆ロザリオを祝福することにより、彼女の武器は幽幻種に対して絶大な威い力りよくを宿す。が、問題はそれを扱あつかう護士としての技量にある。巫み女こ見習いの術式を扱えるといっても、モニカとてまだ候補生なのだから。


「キリがないわね……」


　大樹のすき間をくぐり、枝を飛びかうことで器用に幽幻種から距離を置くイーシャ。


　彼女の人形は同時に四つの操作が可能だが、弱点は鋼鉄球の動きが単調であることだ。かつての二人一組ツーマンセルで、初見にもかかわらずシェルティスが鋼鉄球を切断できたのもそれが理由。同様に、幽幻種も鋼鉄球の動きを徐々に把は握あくしつつある。


「……だめか」


　三人で八体同時撃破というシナリオを破り捨てる。いまの状じよう況きようではタイミングを合わせての連れん携けいは難しい。防戦の二人にそれだけの余力はない。


　……考えろ、自分で決めたことじゃないか。


　……僕が部隊のためにできること。





〝戦せん闘とう中に周囲の状況を見る余力があるのは、たぶんあなただけです。……図ずう々ずうしいことを頼たのむようですが、皆みなの特性がうまく機能する采さい配はいをあなたに判断してほしいのです〟





　華宮と一いつ緒しよになって考えて、そして決意したことだ。


　部隊長の責務を抱えるモニカを、戦闘面では自分が支えていくのだと。


「イリス、幻影を打ち消す方法はいくつ考えられる？」


『……常じよう套とう手しゆ段だんは一つ。ご存じのとおり、沁力結界の領域で拘こう束そくすることです』


　結界系の術式は、いわば沁力の広こう範はん囲い放出だ。氷ひよう結けつ鏡きよう界かいに代表されるように──領域の内にいる幽幻種の魔笛を弱体化させることができる。


『しかしシェルティス、それはあなたが──』


　何かを言いかけた機械水晶イリスを無言で制す。


「それしかないんだよ」


　自じ嘲ちようめいた笑えみを浮うかべ、シェルティスは残る二人へと視線をやった。


　彼女たちの儀ぎ礼れい衣いに刻まれた無数の亀き裂れつ。幽幻種の猛もう攻こうを抑おさえ続け、そのたびに受けた激戦の傷だ。中には相当深い裂れつ傷しようもある。


　二人とも疲ひ弊へいしつつある。


　無理はさせられない。……だから、あとは僕が決断すればいいだけだ。





〝支し援えんを受けながらの戦いはあなたには不慣れでしょうね〟


〝だけど順応してほしいのです。わたしたちはあなたの支援が必要だし、あなたもわたしたちの支援を活いかす──そんな新しい戦い方に〟





　……華宮も軽く言ってくれる。


　……だけど、それが僕の役目なら。


「イーシャ、モニカ！　四十秒後に幽ゆう幻げん種しゆを結界に閉じこめる！」


　薄うすい自嘲の笑みをぬぐい去り、シェルティスは仲間二人目がけて声を張りあげた。突とつ然ぜんの大声に少女二人、そして幽幻種までもが一いつ瞬しゆん動きを止める。その隙すきに。


「モニカ、結界術式は何メートルまで領域を広げられる!?」


「え、あ……？　ど、どういう──」


「いいから、早く！」


「え、円形なら半径二十二・七メートル！　確実なのは二十・九メートルだ！」


　わずかに顔を赤らめてモニカが叫ぶ。二十という概がい算さんだけを頭に叩きこみ、シェルティスは続けざまに声を張りあげた。


「まずモニカ、僕を中心に沁力結界を展開して。二十メートルあれば十分だ！」


　そして人にん形ぎよう遣つかいの少女へと。


「イーシャ、同じタイミングで四つの人形を全展開！　結界の四よ隅すみに配置して、幽幻種が逃げだそうとしたら阻そ止ししてもらうから」


「なっ!?」


　沁力術士の少女二人が同時に目を見開いた。


「なっ、なに言ってるの！　人形を全部手放すなんて……そんなことしたら人形遣いは裸はだかも同然よ！　無防備もいいところだわ！」


「わたしもだ。広範囲の結界を展開すればそれだけで手一杯になる……」


　沁力結界を展開し、さらに逃のがさないための網あみを張る。しかしそれは彼女たちにとっても、それだけに集中して無防備になれという案に近い。


　だがこちらの提案もまた、それを覚かく悟ごの上で告げたものだ。


「幽幻種の幻げん影えいを制限したいんだ。沁力結界の中なら幻影も消しよう滅めつするし、あいつの動きも拘束できる。それは二人にしか僕にはできないことだからできないことだから」


「……待ちなさい、結界に閉じこめるだけじゃ幽幻種は倒たおせないわよ」


　抉えぐるように鋭するどいイーシャの指し摘てきを正面から受けとめて、ゆっくりとうなずいた。


「そのあとは引きうける」


　結界に拘束して幻影を消滅させるのがモニカとイーシャ。


　その結界内で、幽幻種との直接対決を行う役がシェルティス。


「……わかった。それしかなさそうだ」


　最初にうなずいたのは、桜色の髪かみをなびかせる少女の方だった。


「……候補生に指示されるなんてね……でもいいわ」


　モニカが十字昆ロザリオをホルダーに収める姿に、イーシャもまた口元に笑みを浮かばせる。


「マハの借りは返す。これで貸し借りは無しなんだから」


　そして三人は無言で動いた。


　──「展開・放射」──


　人形を四方に展開したイーシャ、そして術式を編み上げるモニカが跳とび下がる。これから展開する結界の内側に留とどまっては、その後の戦闘に巻きこまれてしまうから。


　そして──







【Sia Secあの日の夢をelis arc……もう一度……Is io mielそうありますように】







　紅べに色いろに染まった樹海に、蒼そう光こうの沁力結界が無音で広がった。


　きらきらと輝かがやく光の粒りゆう子しが宙を舞まう。


　蒼光の沁力結界。氷結鏡界の氷ひよう結けつ晶しようにも酷こく似じした光の粒つぶは、一粒一粒が穢歌の庭エデンの呪じゆ詛そと反発する力を持っている。


　──二人は、もう結界の外か。


　ざっ……ざっ……


　足音を隠かくすことなく、両手に剣けんを構えて近づいていく。


『───────っ！』


　奇き妙みようなうなり声を上げる霧きり状じようの獣けもの。七体の幻影は沁力結界に打ち消され、その身体からだからはぶすぶすと黒い霧が空へと上っていっている。


「……沁力結界でダメージを受けているのか？」


　獣は応えない。


　だがその眼に先ほどまでの力はなく、動きも明らかに精せい彩さいを欠いていた。


「……そうか」


　その姿を見、シェルティスは弱々しく首をふった。





「僕もなんだ」





　立ち上る濃こ紫むらさき色いろの煙けむり、それは少年の身体からも生まれていた。


　穢歌の庭エデンに堕おちることでその魔ま笛てきを宿した身体。幽幻種の魔笛を無効化するかわり、人が有するはずの沁力でダメージを受けてしまうこの身体。











[image: ]








　……わかっていた、沁力結界の中でダメージを受けることくらい。


　だけど、それを覚悟の上でモニカとイーシャに結界を託たくした。それが自分の役目だから。その覚悟がなければ部隊の一員になれはしない。


「もしかしたら、僕とお前は何一つ変わらないのかもしれない。……僕に人間が何だとか言う資格なんてないのかもしれない。だけど」


　背中と首、身体中の各所にできた火傷やけど状の傷。それを見せるためでもあるかのように、少年は一歩、また一歩と霧状の獣に向かって近づいていく。


「……それでも僕は、待ってる人のところに帰りたいから」


　輝く対ついの剣をかまえる。


　そして──


　少年の双剣が、今度こそ幽幻種の核晶を破は壊かいした。





「…………」


　蒼あおく輝く結界の外側で、モニカはじっとその内側を見つめていた。


　……いまどうなっている？


　結界そのものが輝いていることと、それ以上に樹海の木々と茂しげみが入り組んでいるせいで内部の状況がまるでわからない。一人で残してきたシェルティスは無事だろうか。


　彼の技量はわかっているつもりだけど、それでも相手は幽幻種なのだから。


　直後、結界の内側でぼんやりと人ひと影かげでゆらめいた。


「シェルティス!?」


　結界の奥から歩いてくる少年へと息を切らせて走りよる。


「！　その火傷……まさか魔笛を浴びたのか!?」


「あ、ううん、平気だよ」


　ばつの悪そうにはにかむ少年。


「この火傷は、……ほら、昨日きのうの夕食の時にコンロで火力を間ま違ちがえちゃって」


　夕食時にそんなことあっただろうか。でも、そんなことどうでもいいくらい、わずかに顔をそむける彼の表情がなんだかとても……寂さびしそうで。


　──そんなシェルティスの顔は見たくない。


　そう思った瞬しゆん間かん、胸がきゅっと締しめつけられたように痛んだ。


「ばか」


　こつんっ、と頭を彼の肩先に押おしつけてモニカは目を閉じた。そんな辛つらそうな顔は見たくない。無事であるなら元気そうにふるまってほしい。


「そんな顔……しないでくれ」


「え？」


「……部隊長のわたしに……心配かけさせるな、不届き者」


　シェルティスが無事でほっとしたから？


　なんでだろう。自分でもふしぎなくらい胸が熱くて仕方ない。言葉も口にできないまま、自分の体重を彼の肩に預けて──


「モニカ部隊長？　部隊内での不ふ謹きん慎しん交際、最大減点ね」


　イーシャにそっと耳打ちされ、はたとモニカは我に返った。


「ち、違う！　違うんです試験官、こ、これは別に」


「ふーん？」


　試験官はといえば、意味深な目でこちらをじろじろと見つめるばかり。


「まあいいわ、ひとまず幽幻種も倒したし。あとはナッシュの方を」


『いえ、待ってください』


　シェルティスの胸にかかったペンダントの宝石──機械水晶イリスが瞬またたいた。


『変です。幽幻種は倒したはずなのに、魔笛の反応が消えていません』


「……なんですって」


『現在、逃とう走そうルートを観測中ですが……これは……危険です。部隊の二人および負傷した部隊の方角に高速で接近しています』


　機械水晶イリスの言葉に耳をうたがった。そんな馬ば鹿かな、幽幻種の本体はシェルティスが倒したし、倒した証しよう拠こに幻影だって消えているじゃないか。


『最初から幽幻種は二体いたんです……やられました、幽幻種が別の幽幻種に憑ひよう依いしていたんです。寄生していたと言っても良いでしょう』


　──だとすれば納なつ得とくいく部分もある。


　あの七体の幻影は、単に幽幻種の戦せん闘とう用の魔笛効果ではない。魔笛反応が複数あることを隠すための擬ぎ装そうだったのだ。……だけど、だとすれば。


「華宮とヴァイエルたちに幽幻種が!?」





　　　　２





　ソレは、何の前ぶれもなく自分たちの前に現れた。





「……おい、洒落しやれにならねぇぞ」


　間近でソレの重圧を感じ、ヴァイエルは寒気に全身をふるわせた。


　幽ゆう幻げん種しゆ。


　触ふれるもの全すべてを浸しん食しよくする力をもつ、穢歌の庭エデンよりの侵しん攻こう者しや。


「ふざけんな、聞いちゃいねぇぞこんなのは！　試験官とか部隊長とか、さんざん息巻いてた連中はどうした!?　全員やられちまったのかよ!?」


「──いえ、シェルティスを含ふくむ三人がやられることは考えられません」


　答えたのは華宮。が、機メ械ツ帽トの下から窺うかがえる彼女の唇くちびるも青ざめ、一見冷静に見えるその口調も、言葉の端はし々ばしが恐きよう怖ふにふるえていた。


「おそらく逃げてきたのでしょう」


「同じことだろうが！……くそっ、どうすんだよコイツをよ！」


　両手にはめた拳鉄甲ナツクルダスターを、これほど頼たよりなく感じたことは初めてだ。どんな猛も者さ揃ぞろいの部隊戦でも感じたことのない死の恐怖。それほど目の前の獣は『本物』だった。


　本物の幽幻種。


　候補生でいるうちは戦うどころか、遭そう遇ぐうすることさえ稀まれのはずの未知の存在が。


　……こっちは俺おれとこの華宮。後ろにゃ負傷した部隊四人だぁ？


　……勝てるわけがねぇだろうが。


「おい」


　じりじりと後ずさりながらも、真横に立つ華宮に耳打ちした。


「この四人抱えて逃げるぞ、こんな馬鹿げた奴やつと戦うなんざ正気の沙さ汰たじゃねえ」


「…………」


　少女は答えない。まるで耳に入っていないとでも言うように。


「おい、聞いてるか？　おい！」


「無む駄だです。この四人をわたしたちだけで抱えて逃走？　そんなノロマなことする間に魔笛を一発くらって全ぜん滅めつです」


「じゃあどうしろってんだよ！」


　が、少女はふたたび沈ちん黙もくして答えない。


「このくそガキ、威い勢せいの良いのは平和な時だけってか!?　てめぇ──」


　……ずっ……ずずっ……ずずず……！


　言葉を発する猶ゆう予よもなく、地面に腐ふ敗はいの痕あとを残して幽幻種が動きだす。不気味に輝く真しん紅くの眼めが、紛まごうことなく自分たちに照準を合わせていて。


　──やばい。


　反応の遅おくれたヴァイエルへと、霧状の獣がのしかかるように飛びかかる。





　光が、視界を埋うめつくした。





　あまりに強きよう烈れつな光を前にして幽幻種が硬こう直ちよく。


　それが華宮の投げた閃せん光こう弾だんだと気づいたのは、空高く投とう擲てきされた小型の機械が地に落ちた音が響ひびいてからだった。


『………………』


　大気が凍こおりつくほどの怒いかりをまとって幽幻種がふり返る。


「機メ械ツ帽トの日除けアイシエードが、こんなところで役立つとは思いませんでした」


　カラン、と再び地面を叩たたく軽い音。


　少女の脱ぬぎ捨すてた機メ械ツ帽トがころころと大地を転がっていく。


「さあ、こっちです！」


　さらに一発、今度は中距離用の電気銃スタンガンを幽幻種に向かって発はつ砲ぽう。効くわけもないが、その一発は「攻こう撃げきを受けた」と幽幻種に感じさせるに十分だった。


「…………おい、てめぇ何を」


　閃光弾を間近で浴びたせいで視界がきかず、ヴァイエルはその場によろめいた。


　……意味がわからねぇ。


　……このガキ、こうも幽幻種を挑ちよう発はつして……殺されたいのか？


「この馬鹿やろう、やめろ！　んな真ま似ねして」


「わたしが狙ねらわれる？　そうでなくては困ります」


「──っ!?」


　一瞬、本気で彼女の正気を疑った。


「幽幻種を極力遠くへ誘ゆう導どうします。時間を稼かせげばモニカたちも間に合うでしょう」


　淡たん々たんとした口調でそう応こたえ、少女は機マ械キ珠ナの上に飛び乗った。


　…………おい、まさかこのガキ。


　…………俺と後ろの四人を逃のがすために、自分が囮おとりに……なるってのか……？


「てめぇ待ちがやれ！　なに勝手に」


「あなたを部隊に誘さそったのはわたしです。わたしの責任……あなたの無事を確保するのはわたしの義務ですから」


　浮ふ遊ゆうする機マ械キ珠ナが一ひと際きわ強く輝かがやきだす。演算機コンピユータとしての機能を停止し、脱だつ出しゆつポットとしての推進機能に全出力を集中させる。


「……くっ……な……勝手な」


　閃光弾のせいで目がろくに見えず、立ちあがることもままならない。何もできないまま、彼女を止めることもできないままに。


「──生きて帰れたら、また一いつ緒しよに部隊で頑がん張ばりましょうね？」


　何も見えないはずなのに。


　微笑ほほえむ少女のまなざしだけが、ひどく鮮せん明めいに視界に焼きついていた。





　そして、再び森林は静けさを取り戻もどした。





　ようやく明めい瞭りようになった視界には何もない。


　幽幻種の姿も、その幽幻種を誘導して遠くへ去った少女の姿も。


「………………」


　無言で拳こぶしを握にぎりしめ、そして。


「っっっふっっ……っっっざぁけんじゃねぇぞっっっっ！」


　ヴァイエルは吼ほえた。


　幽幻種も華宮の行動も、何もかもが気にくわない。……やっぱりだ、思っていたとおりだ。誰だれも何もわかっちゃいない。全部が全部──


「夢……見過ぎなんだよ……なにがモニカが助けにくる、シェルティスが助けにくるだ」


　そんな都合のいいことばかりじゃない。


　護ご士しは護士だ。物語に出てくるような、誰かの窮きゆう地ちにかけつける英えい雄ゆうじゃない。


「……違ちげぇんだよ…………それは違ぇだろうが」


　そんなの現実にはいない。いないから、誰か、その場にいる誰かが英雄のかわりに庇かばってやらなきゃいけない。取り柄えのない男だって立ちあがらなきゃいけない時がある。


　それが人というもので、護士というものではないのか？


　たとえばあの日、砂漠で倒れていた少女を背負って運んだことのように。


〝わたしは、あなたと以前にお会いしましたか？〟


〝覚えがねぇな〟


　あの時、ヴァイエルは覚えていないフリをした。恩を売ったと思われるのが嫌いやで、借りを返すと言われるのが嫌だったから。


「……くそがっ、あのガキ……人様に迷めい惑わくかけるだけかけやがって…………あのふざけたツラ殴なぐって目ぇ覚ませてやる」


　ふるえる唇を嚙かみつぶし、ふるえる拳を握りしめる。


　足を────前へ────前へ。


　前へ。


「だから……俺が殴りに行くまで……………………死ぬんじゃねぇぞ」
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「華宮！　おい、ヴァイエル！　くっ……」


　通信機に向かって叫さけぶモニカの顔が苦々しく歪ゆがむ。


　──二人から通信機の応答がない。


「…………」


　苦々しく顔を歪めるモニカを横目に捉とらえ、シェルティスは無言で拳を握った。


　走って、走って、ただひたすらに全力で樹海を駆かけて。


　それでも胸中をむしばむ不安は埋まらない。モニカのような特とく殊しゆな過去をもつ者を除いて、一いつ介かいの候補生が幽幻種に勝つのは困難を極める。


　ならば逃げる？　いや、あそこにはナッシュたち負傷者が倒れたままだ。彼らを抱えて幽幻種から逃げきれるとは思えない。


　誰かが身体からだを張って幽幻種を食い止める以外、皆みなが助かるすべはない。


　だがそんな危険な真似、いったい誰ができるというのだ？


　華宮？　それとも──


〝誰かが本当に困ってる時には助けてくれる人。……そう思えてしまうんです〟


〝シェル兄にいあのねあのね。ユト、ヴァー兄にすごく優やさしくしてもらったの！〟


〝護士の資質は二つある。ああいう男が一人くらいは必要なのさ〟


　なんでだろう。


　なぜこんな時に、そんな会話ばかり思いだす？





〝俺以外にやる奴がいねぇんだよ、ただそんだけの話だ〟





　……ヴァイエル。


　荒あらくれ者で怠なまけ者。そんな嫌きらわれ者の候補生。自分も最初はそう思ってた。


　けれど違ちがう。ユトが、華宮が、教官が教えてくれた。


　……こんなこと頼たのむの身勝手かもしれないけど。


　……どうか華宮を。





　　　　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]





　──とさっ。


　何かが地面に触ふれる音。華宮が聞いた音は、自分自身が大地に倒れる音だった。


「…………あ」


　唇くちびるに感じる土の味。うつぶせに倒れた時に口に入ったものだろう。


　口の中の土ど砂しやを払はらいたくても、激痛で両手足がまるで動かない。魔ま笛てきを浴びた手足──どうなっているか怖こわくて見れない。指先の感覚がないのに痛みだけがじんじんと唸うなるように響くのだ。壊え死しか火傷やけどか、強度の麻ま痺ひがもたらす作用だろうか。


　……ずっ……ずずっ……ずずず……！


　地を這はう音が、幽ゆう幻げん種しゆの足音が近づいてくる。うつぶせのままでは見ることもできないけれど、もうすぐそこまで来ているはずだ。


　──やっぱり、最高速度では数分の出力が限界でしたか。


　残電力を使い果たした機マ械キ珠ナは地に転がり、そこからは自分の足だけで逃げようとしたけれど、十メートルも走らぬうちに魔笛を浴びてこの様ざまだ。


「……あ……はは……あはは」


　なのに、華宮は笑った。


　全身が魔笛に浸しん食しよくされて意識が消えかけて、幽幻種がすぐそこまで接近する中で。


　──やっぱり、わたしにシェルティスの真似はできないんですね。


　わたしは支し援えん型だ、部隊戦でも後方に徹てつするだけ。それは本来の、身体を張って巫み女こを守るという護士の目的とは似て非なる存在である。





〝二度と僕の仲間に手を出すな！〟





　そんな自分が、あの時初めて本物に出会ってしまった。


　立ちはだかる『黄金』のマハを相手に、双そう剣けんだけで挑いどむシェルティスの姿を見た時、同じ護士でありながら目を奪うばわれた。その実力と気き迫はくと、覚かく悟ごに。


　一度で良い。支援役じゃないことに憧あこがれて。


　彼がわたしを守ってくれたみたいに、わたしも誰かを守ってみたい。だからこそ、残してきたヴァイエルと負傷した部隊四人を守ってみたくて。


　──こんなこと……知られたら笑われてしまうでしょうけど。


　ずっ……ずずっ……ずずず……！


　耳元までやってくる怪かい物ぶつの足音が、自分の足下までやってきて──


　──もうだめなんだ。


　恐きよう怖ふに目を閉じた瞬しゆん間かん。


『ッッッッ！』


　それが、突とつ如じよはるか後方に跳び退いた。ぐしゃっ、と猛もう烈れつな音。機マ械キ珠ナが地面に半分ほど刺ささって埋うもれた音だ。


　──誰かが機マ械キ珠ナを幽幻種に向かって投げつけた？


　機マ械キ珠ナにも弱い沁しん力りよく装そう甲こうが施ほどこされている。それを嫌って幽幻種が回かい避ひ行動をとって……そこまではわかる。けど、誰が。


「……シェ……ルティ……？」


　いや違う、あの双剣使いならこんな真似しない。そもそも機マ械キ珠ナを投げつけるなんて野や蛮ばんな発想をする知りあいは……知りあいは……いな────


　一人だけ、一人だけいた。


　でも……でも…………そんなはずが……あの男が……


「人間様をなめんなよ、この黒毛玉が」


　ネルの民たみ──人よりも発達した聴ちよう覚かくを持つ華宮の耳は、たしかにその声を聞いていた。


「……こ……の、声は…………？」


　動かない身体で、首だけを必死に反らして見つめたそこに──


　試験官として同行した人にん形ぎよう遣つかいの正護士ではなく、


　十字昆ロザリオをたずさえる桜色の髪かみの少女ではなく、


　穢歌の庭エデンに堕おちた双剣使いの少年でもなく、





「そのガキを殴って説教するのは俺だ、獣けだものはお呼びじゃねえんだよ」





　金きん髪ぱつを短く刈かりあげた、不ふ機き嫌げん顔がおの青年が立っていた。


「…………ヴァ……イエ……ル？」


　どうしてここに…………どうして…………逃げていないんだ、どうして、どうしてたった一人でここに来た。どうしてシェルティスもモニカも呼ばずに一人で────


「だからお前はガキなんだよ」


　開口一番、彼はそう言った。


「……え？」


「くだらねぇ、くだらねぇよ！　なにがモニカだ、シェルティスだ。そいつらの誰がここにいる？　あいつらが助けにくると本気で信じてるのか？　なに無む駄だに期待してやがる、人に過か剰じような期待するんじゃねえよ」


　期待するな。


　まただ、またその言葉。さっき二人でいた時にも言われた言葉。


「どうして……そんなに冷たいんです」


　助けにきてくれたかと思えば、なぜそんな突つき放すようなことを言うのだろう。


「冷たくねぇよ」


「じゃあどうし──」


「人に期待するんじゃねえ、人に期待されるのが護士だろうが！」


　喉のど元もとまで出かかった言葉全てが、その一言の前に吹ふき飛んだ。


「だいたい無駄に小こ賢ざかしいんだよてめぇはよ！　なにが『わたしの責任だ』だ……さんざんいい子ぶって『みんなで頑がん張ばろう』なんて言いながら、いざとなったらてめぇ一人で特とつ攻こうしやがって！　そんなに仲間が信じられねぇのかよ、てめぇはよ！」


「…………あ、あなたは……」


　わからない、目の前の彼は何に対して怒っているのだろう。人に期待するなと言いながら、今度は部隊の仲間が信じられないのかと怒る。


　そんな彼の伝えたいことが何なのか、それがどうしてもわからない。


「…………くそが……まだわかりゃしねえのかド阿あ呆ほうが」


　一度大きく舌打ちして。


「いいか、一度しか言わねぇぞ！」


　何かをごまかすように────赤面を隠かくすかのように彼は怒ど鳴なった。





「俺がいるだろうが！　てめぇが俺を部隊に入れたんだろ、なら何で俺を頼らないんだよこのクソガキがっ！」





　……それはつまり。


　彼が、わたしたちの部隊の一員だと本当に思ってくれているということ？


　彼が、わたしを助けてくれるために駆けつけてくれたということ？


「で……でも……なんで」


　なんでそんな急に。


　だって、そんな気き概がいがあるなら部隊戦の時にそうしてくれたって──


「たしかに俺おらぁ護ご士しんなかじゃ優ゆう秀しゆうとは言えねぇよ。意味もわかんねぇうちに教官にスカウトされてきて以来、訓練をサボるのなんざ当たり前だし、幽幻種と鉢はち合あわせなんて絶対ご免めんだ。…………だがな！」


　彼が大地を蹴けりつける。


「他人を囮おとりに、それも女を囮にして自分だけ逃げるだぁ？　それは違う、違ぇんだよ！　目の前で倒たおれてる奴やつがいる。そんな時に肩かたを貸すってのは護士うんぬんの話以前の問題だ、人として絶っ対に外せねぇ道があるだろうが！」


　華宮は覚えている。


　数日前の部隊戦後に、自分を守ってくれなかった時の彼の言葉を。





〝ちょっとヴァイエル、なんで迎げい撃げき役なのにわたしを守ってくれないんですか！〟


〝こんなルールに守られた安全試合で守ったって男の価値は測れねぇよ。男が身体張って女を守るのは命を賭けた大勝負のみ。それが俺の哲学だ〟





　そう。彼はたしかに言っていた。


　言ってくれたのに、それを信じなかったのはわたしの方だ。


　……わたしは信じてなかったのに。


　それでも彼は駆かけつけてくれた。彼自身の言葉のとおりに。


「で、でも……勝てるわけが……候補生が幽幻種に」


「うっせぇ、じゃあここに誰だれがいる？　正護士がいるか、千せん年ねん獅しがいるか？　わかったか、護士ってのはお姫ひめ様さまのピンチに助けてくれる騎き士しなんかじゃねえ。そこに居合わせた奴がいつだって踏ふんばるしかねぇんだよ。それが護士で、それが人間てもんだろうが！」


「…………」


　粗そ野やで、乱暴で、やかましく、無駄に口うるさく、面めん倒どうくさがりで。


　それでも彼はたった一人で、わたしを助けるために息を切らして駆けつけてくれた。


　仲お間れを信じろと言ってくれた。


　……くやしいな。


　……結局……わたしなんかより、彼の方が断然シェルティスに近いじゃないか。


　涙なみだが目にたまって頰ほおを伝っていく、その涙の理わ由けがわからない。


　だけど心から感じる。わたしは……間ま違ちがっていなかった。


　……やっぱりこの人は……誰かが本当に困ってる時に放ほうっておけない人なんだ。


「なに泣いてやがる」


「な、なな……泣いてなんか……泣いてなんかないです！」


「ったくよ。まあいい。とにかく色気もねぇ歳としのガキは黙だまって見てろ。幽コ幻イ種ツの前歯、俺がへし折ってやるからよ！」


「……ばかです、幽ゆう幻げん種しゆに前歯があるんですか？」


　目にたまった涙を隠すこともできず、華宮はふっと微笑ほほえんだ。


「……うぜえ。……だからガキは嫌きらいなんだ」


　吐はき捨すてるように呟つぶやくヴァイエル。不機嫌顔ながらもその表情を引きしめて。


　そして駆けた。


「おっ、おおおぉぉぉぉっっっっ！」


　恐怖をぬぐい去るがごとく吼ほえて拳こぶしを振ふりかぶる。沁力の刻こく印いん儀ぎ礼れいによって蒼あおく輝く拳鉄甲ナツクルダスター、幽幻種の核かく晶しように直ちよく撃げきすれば砕くだくことも可能となるだろう。


　刹せつ那な。


　振り上げた右拳の前で、魔ま笛てきの輝きが扇おうぎ状じように拡ひろがり幽幻種を守るように展開した。


　沁力を帯びた拳鉄甲ナツクルダスター、そして魔笛による光の障しよう壁へきが衝突。


「なっぁっ!?」


　拳を正面から押おし返されてヴァイエルの巨きよ体たいが宙を浮うく。沁力と魔笛、真逆の力が衝突したことによる反発だ。


「ヴァイエル！」


「……な、なんでもねぇよ、黙って見てろっつったろうが」


　悪態をつきながらもよろよろと起き上がる。虚こ空くうを数メートル投げ出されて地上に背中から落下するも、さすがに身体からだは頑がん丈じようらしい。だが──


　ヴァイエルが体勢を立て直す前に幽幻種が突っこんだ。


　じゅぅぅ……触ふれたもの全すべてを腐ふ敗はいさせる魔笛、そして沁力を帯びた儀礼衣がふれ合い、激しい閃せん光こうを撒まき散らす。


「ぐっ……痛つぅっ！」


　幽幻種の接近に慌あわててヴァイエルが一方的に跳びさがる。


　右の肩かた口ぐち──儀礼衣の繊せん維いが分解されて大穴があき、その周囲の布が真っ赤に染まっていた。儀礼衣の刻印儀礼にも限界はある。沁力装甲の箇か所しよを魔笛に破は壊かいされ、そこを幽幻種に食い破られたのだ。


「……てめぇっ！」


　負傷した右腕を庇かばい、今度は左手で殴なぐりかかる。


　が、それも先さきと結果は同じだった。幽幻種の障壁に弾はじかれて宙に吹き飛ばされ、落下した先を襲おそわれて儀礼衣の一部が魔笛に浸しん食しよくされる。


「……こ……んの野や郎ろう」


　左足の膝しつ部ぶを血に染めて、左手を支えにしてヴァイエルが立ちあがる。


「上…………等、だっ…………」


　足を負傷して、走るよりも歩くに近い速度で立ち向かう。


　今度は──幽幻種に警けい戒かい心しんはさほども感じられなかった。目の前の男がやってくるのをただ待ち、拳を振り上げるのに合わせて障壁を展開するだけ。





　それが、何度くり返されただろう。





　ヴァイエルが障壁に弾かれて地に叩たたきつけられる。もう何度目かもわからない。そして今度こそ、彼は仰あお向むけに倒れたまま微び動どうだにしなかった。


「……ヴァイエル？　う、噓うそでしょう。ヴァイエル、ヴァイエ────」


「うっせ……ぇ、聞こえ……て、んだよ」


　血を吐くような擦かすれた声、ネルの民たみである華宮でなければ聞き逃のがしていただろう。


「……だまって……見て、ろ。くそガキが」


　全身を小刻みにふるわせながら立ちあがる。右肩を真っ赤に染めあげた出血は今も止まる様子がなく、左足の出血は足あし下もとの靴くつまでも鮮せん血けつ色に染めていた。


　ようやく上げた顔は、出血により真っ青で。


「……や……や……め……」


「あぁ？」


「もうやめて！　お願い、わたしはいいんです、もう逃げて！」


　声を嗄からせて華宮は叫さけんだ。伝わった、もう十分だ。彼の気き迫はくが噓でないことも、守ろうとしてくれる彼の気持ちも凄すごく嬉うれしい。だけど……もういい。もう嫌いやだ。


「お願い……死んじゃだめなんです。……仲間になってくれて嬉しいけど、だからこそ、仲間であるあなたには……死んでほしくないから」


　だが──それでも彼は止まらない。


　子供に笑われそうな千ち鳥どり足あしで、目の焦しよう点てんすらもはや虚うつろな状態で殴りかかる。


「ヴァイエル！」


　……なんで、なんでそんなに意地を張るの。


　一回でいい、「立ち向かう」じゃなく「逃げる」という選せん択たく肢しを選べばいいのに。なぜ選ばない。なぜそんな、わたしを助けることに意地を張るの。


「…………てめぇの目は節穴か」


「え？」


　幽幻種の展開する障壁を彼が指さした。でも……見えない。目に涙がたまったせいで、もう視界はずっと前からぐちゃぐちゃだ。


「あいつの障壁、罅ひびが入ってるだろうが」


　傍そばに生えた大樹を支えにヴァイエルが身を起こす。もはや一人では立ち上がることもできない重傷の身のはずなのに、その声には力があった。


「あと一発か二発なんだ……それであのクソ毛玉を殴ってお終しまいだ」


「うそ……うそです！」


「噓じゃねえよ、本当にあと少しで」


「その一発が辛つらいんじゃないですか！……そんなボロボロの身体で……もう歩けないんじゃないんですか？　足も手も……壊え死ししかかってるじゃないですか！」


　火傷やけど状に爛ただれ、紫むらさき色いろに腫はれ上がった彼の両手両足。


　すでに儀礼衣の沁しん力りよく装そう甲こうは剝はがれおちている。沁力で守られていない人間が、みずから幽幻種に殴りかかった結果がそれだ。


　動けるはずがない、立ち上がれるはずがない。現に華宮は魔笛を一いち撃げき浴びただけで全身が朽くちつつある。いまも激痛に歯を食いしばって耐たえないと即そく座ざに昏こん倒とうし、そのまま目覚めないような状態だ。


「だからお願い、……もう、やめてください。あなたを部隊に誘さそったのはわたしで、この試験に巻きこんだのもわたしなんです…………都合のいいのは謝あやまります。お願いだから、これ以上わたしのせいであなたが傷つくのは…………嫌なんです」


　その時だった。


　幽幻種だけを見ていた彼が、はじめて横顔でふり向いた。


　澄すみきったまなざし。いままで一度も見せてくれなかった素す顔がおで。


「てめぇのせいじゃねぇよ、元は俺おれの蒔まいた種だ」


「……え？」


「訓練の最中、砂さ漠ばくで気ぃ失って倒れたガキを医務室に運んだ。……俺を部隊に誘ったのはそれが理由なんだろ？　だったら原因は俺自身だ、てめぇじゃねえよ」


　…………


　…………うそ……


　わたしのこと覚えてくれていたの。全部、最初から全部わかっていて、その上でついてきてくれたというの。


「…………噓つき。わたしのこと覚えてないって、噓だったんですね」


「あんな面めん倒どうな真ま似ねさせてくれたガキ、忘れるわけねぇだろうが」


「……最低です、こんな時まで口が悪いんですね」


　顔が土で汚よごれるのもかまわずに、地面の草に顔を押しあてて華宮は無理やり涙をぬぐいさった。全て彼の背中を見守るために。


　足を引きずってヴァイエルは往ゆく。


　沁力の装甲を剝がされた穴だらけの儀礼衣で、魔笛の呪のろいを受けて全身壊死しかかった死にかけの身体をひきずって進んでいく。動かないはずの足を動かして、握にぎることのできないはずの拳を握って。


「──────っッ！」


　声にならない気迫が樹海を揺ゆらす。


　壊死しつつある右腕を砕けるほどに握りしめ、頭上に高々と掲かかげ、そして眼前の獣に向かってふり下ろした。


　沁力と魔笛。二つが正面から重なって──


　拳鉄甲ナツクルダスターと障壁、その二つが澄みきった音を立てて砕け散った。


『────』


　破壊された障壁を即座に修復しようと、再び幽幻種の身体に宿る魔笛のきらめき。


　だが、それよりも先に動く者があった。


「よぉ黒毛玉、てめぇに一つだけ忠告だ」
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　拳鉄甲ナツクルダスターを失ったヴァイエルが、完全な素手となった右拳を握りしめる。


　そして。





「人間の本気をなめるなよ？」





　ただの人ひ間とである青年は、その右手で幽幻種を殴りつけた。


　触れただけで呪われる幽幻種の身体、右手がたちまち爛ただれて腫れ上がっていくのを目まの当たりにして、それでもその拳は止まらない。霧きりの表層をこえて、本体の中央に位置する核晶へ届き……ピシリッという、幽幻種の核かくを砕いた音がたしかにこだました。


「なんだ……おい」


　光の中に溶とけていく幽幻種の断だん末まつ魔まの叫びを聞きながら。


「楽勝じゃねえか、幽幻種」


　ふっと不慣れな笑みを浮かべ、ヴァイエルはその場にくずおれた。


　消えていく意識のなかで。


「……また、あなたに助けてもらったんですね」


　どこかの生意気な少女の声だけが、ふしぎと鮮せん明めいに響ひびいていた。












　エピローグ　『一いつ緒しよに』
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　──目が覚めたそこは、天結宮ソフイアの病びよう棟とうだった。


「気づいたか？」


　読みかけの雑誌を閉じて、スーツ姿の女性教官がベッド脇わきの椅い子すで膝を組む。


「功に欲よくを出して焦あせる、お前らしくもない戦果だったな」


　ユメルダ教官のその言葉で、ナッシュは忘れかけていた全すべてを思いだした。


　──そうだ俺は、俺たちは。


「……幽ゆう幻げん種しゆを追つい跡せきしてこのザマか、笑えるな」


　低く押し殺して笑うたび、全身の傷に激痛がよみがえる。


「俺以外の三人は？」


「お前とは違ちがう病室で治ち療りよう中だ。三人は通常の病室で、お前は浄じよう化か病棟。お前だけ魔ま笛てきを浴びたようだったから、完全に魔笛反応が消えるまでは入院だろうな」


　首から足の指先まで、沁しん力りよく刻こく印いんの術布が巻いてあるのはそのせいか。


「幽幻種と初めて戦った感想はどうだ？」


「……思っていた立場が逆だった、と言えば満足ですか」


　幽幻種を想定した訓練は積んできたし、疑似人形を相手にも苦戦したことはなかった。しかし実際は逆、あの奇き妙みような怪かい物ぶつは自分たちなど相手にもしていなかった。


「幽幻種との戦いにはコツと経験がいる。ナッシュという候補生が弱いからと思う教官はいないだろうな、無む鉄てつ砲ぽうと感じる者は少なくないだろうが」


「……イーシャとかいう試験官もですか？」


　言って、自じ嘲ちよう気味に顔をしかめた。


「今後のお前たち次し第だいということさ」


　火をつけぬまま煙草たばこだけをくわえる教官。雑誌を小こ脇わきに挟はさんで立ち上がり、そのまま病室の端はしにある扉とびらへと──


「……このまま終わるつもりはない」


　その背中に、ナッシュは横たわったまま宣言した。


「……俺は……俺たちは絶対に諦あきらめない。次は堂々と、誰だれの目から見ても完かん璧ぺきに勝ち抜ぬいてみせる────あの試験官に伝えてください」


「試験官への態度もか？」


「それも含ふくめて」


「ならば伝えおく、今度は期待を裏切るなよ」


　不敵に口の端はしをつりあげて、鬼おに教育で知られる教官は珍めずらしくも笑えんでみせた。
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　その隣となりの病室で──


「よく死にませんでしたね、人ひ間との生命力ってすごいです」


「……てめぇ、ほかに言うことはねぇのかよ」


　見み舞まいと称しようしてやってきた少女を、ヴァイエルは睨にらみあげた。動きがとれれば拳げん骨こつでもくれてやりたいところだが、あいにく全身を術布で巻かれて寝かされた状態だ。


「そうですか、それでは──ありがとうございます」


「…………」


「あっ、ほらそうやって顔をそむける。だろうと思ったから、最初からこうして何気ない話題から入ったのに」


　やれやれと溜ため息いきをつく素顔の華宮カグラ。彼女も手足に術布を巻いているのだが、こちらは魔笛の呪いも軽けい微びだったらしく立ち歩いて構わないらしい。


「ね、モニカ？」


「まったくだ、人が緊きん急きゆう処置で浄じよう化かしてやらなかったらどうなっていたことか」


「……余計なおせっかいだっつぅんだ」


「それだけ気力があるなら平気だな」


　腕うで組ぐみしてモニカが苦く笑しよう。


「じゃあ華宮、わたしは教官に報告があるから」


「はい、いってらっしゃい」


　部隊長が部屋から出て行くのを見送って、ふぅ──華宮がそっと息を吐はいた。


「魔笛の除去も終わっています、再検査が済めばわたしたち退院できるそうですよ」


「……ふん、そのあとは面倒くせえ任務が待ってるんだろ」


　競争相手だったナッシュの部隊が棄き権けん、統政庁への遠えん征せいも晴れて自分たちの任務となった。もっともヴァイエルにとっては厄やつ介かい事ごとが一つ増えたわけだが。


「ったく。結局はおまえらガキの世話か」


「あ、そうそう。それで思いだしました。以前にあなたを誘った例の交こう換かん条件ですが」





〝あなたの秘密を天結宮ソフイア中に流出させますが、よろしいですね？〟


〝たとえば昨日、屋外訓練場の脇にある倉庫の裏で────〟





「……誰にもバラしちゃいねえだろうな」


「ええ、あなたが倉庫の裏でこっそり子猫を飼ってるなんて誰にもいいません」


「っっっ！　てっ、てめぇ！　通路の医者に聞こえるだろうが！」


「大だい丈じよう夫ぶですよ、ちゃんと扉も閉まってますから。……硬こう派はなあなたが、子猫なんて軟なん派ぱなものを飼ってると知られればとんだイメージダウンですものね？」


　しれっと言いはなつ華宮に、ヴァイエルは黙だんまりを決めこんだ。


「子猫、好きなんですか？」


「……好きじゃねえよ、雨に打たれて弱ってたのに誰も気づいてねぇからだ」


「ま、そういうことにしておきましょう。いずれにせよ、わたしが知ってるあなたの秘密はこれくらいです。わたしにもう取引材料はありません。だから」


　少女が、そっとまなざしを寄せてきた。


「その上で、今度は交換条件も何もないお願いです。わたしたちの部隊に入ってくれませんか。統政庁の任務だけじゃなく……次も、その次も」


「…………」


「返事は今度でもかまいません。では、わたしもそろそろ検けん診しんの時間ですので」


「見ちゃいられねえな」


　自分の病室に戻もどろうとする彼女の背中に。


「揃そろいも揃ってガキだらけの三人部隊。……今回みたく一人で突つっ走ぱしられても困るんだよ、しょうがねえから……その、なんだ…………気が向いたら面倒みてやる」


　そっぽを向いたままヴァイエルは呟つぶやいた。


「本当ですか？」


「男に二言はねぇよ」


「わかりました。さっそくモニカに連れん絡らくします。──ええと、こちら華宮、たったいま料理長が仲間になりました。課題だった部隊の食生活もこれで安心です」


　料理長？　聞き慣れぬ単語を口走る少女に待ったをかけた。


「……おい待て。何だその料理長ってのは」


「あなたの役職です、部隊で唯ゆい一いつまともに料理が作れる人だもん。お嫌いやですか？」


「嫌に決まってんだろうが。……くそがっ、まともな期待した俺おれが馬ば鹿かじゃねえか。おい、無しだ無し、さっきの取りやめだ。面めん倒どうみるってのも無しで」


「あいにくですが、実は昨日きのうのうちにあなたの名前は部隊に登録済みです」


「きっ、汚きたねぇ！　てめぇら俺が寝てる間に勝手に申しん請せいしてやがったな!?　おい待て、取り消しやがれ、俺は……俺は認めねぇぞこの野や郎ろう！」





　　　　２





　天結宮ソフイア２８７階。


　昇降機エレベータの扉に表示された時刻を、シェルティスは何度も何度も確かめた。


「……ユミィ、待たしちゃってるかな」


　彼女との約束は夜〇時。しかし教官への任務報告と、倒たおした幽幻種の詳しよう細さいな個体レポートの作成。そうした報告書の作成に追われ、気づけば約束の時間を過ぎていた。


　リン、と鈴の鳴る音を響かせて昇降機エレベータが停止。


　静けさだけが広がる空間。巫み女この所有であるフロアはとうに消灯し、蛍けい光こう色の非常灯がぽつりぽつりと淡あわく点灯しているだけだ。


　コツ……ッ……コツッ……


　反はん響きようする自分の靴音を聞きながら、約束の十字路へ。


「ごめん、遅おくれちゃって」


「いいのいいの。それより、さっきユメルダ教官から聞いたよ」


　おぼろげな非常灯の下で、彼女の淡い黄金色オフゴールドの髪かみが輝かがやいた。


「統政庁、一緒に行けるんだよね。……良かった」


　赤子のように無む垢くな笑顔でしっとりと微笑ほほえむ少女。


　自分のことのように喜んでくれるユミィの反応が何だか恥はずかしくて、シェルティスはうなずきながらも顔を少しだけ横にそむけた。


「ところでどうしたのさ、何か心配事？」


　今日の昼間。自室で報告書を作成しているところに、いきなりユミィから緊急回線で「会いたい」と言われたのだ。それも今日中がいい、話したいことがあるからと。


「…………あ、……ええと」


　法ほう衣いの胸むな元もとをぎゅっと握にぎる幼なじみ。視線を宙にさまよわせ、心の内を描びよう写しやするための言葉を探す──そんな余よ韻いんと時をあけて。


「……ううん、やっぱりいいや」


「え？」


「最初は相談したいことあったの。わたしのこととか……巫女のこととか。それに結界のこととか、穢歌の庭エデンのことも」


　言葉にまじる単語は、どれも相応に深刻さを感じさせるものばかり。


「いいよユミィ、遠えん慮りよしないで。一晩だって相談に乗れるから」


「ありがとう。でも本当にいいの。なんだか……シェルティスの顔見たら安心しちゃって、もう少し自分で考えてみる。それでも不安なら相談するから。それに」


　淡い黄金色オフゴールドの髪を一ひと房ふさとって、それを人さし指にクルクル巻く仕草。子供の時からずっと変わらない、ユミィの照れかくしのサインだ。


「その、なんていうか。久しぶりだね……一いつ緒しよにどこか行くの」


「統政庁のこと？　ユミィは交こう渉しようだし僕も任務だけどね」


「でも大きな進歩だよ。でしょ？」


「……うん」


　統政庁への同行をこんなにもユミィが喜んでくれる。幽ゆう幻げん種しゆとも戦うことになった選せん抜ばつ戦だが、それでもこの笑顔を見れて良かった。


「そうそう。モニカだけどさ」


「あ、そうなの！　モニカ先輩も一緒にいけるんだよね。……先輩どうだった？」


　ユミィに何も語らぬまま去ってしまった彼女。


「安心しなって。やっぱり恥ずかしかっただけみたい、正せい護ご士しになってからユミィにも報告したかったんだけど、先に見つかっちゃって慌あわてたんだって。モニカらしいよ」


「……そう。よかった……先輩に嫌きらわれちゃったらどうしよって思ったの」


　大きな仕草で幼なじみが安あん堵どの吐と息いき。


　緊きん張ちように固まっていた肩かたがほぐれるのを見るに、よほど気になっていたのだろう。


「そんなに大事な先輩なんだ？」


「もちろん！　だって本当に優やさしくて面めん倒どう見みがよくて頼たよりがいが…………が…………」


　言いかけて、ユミィの表情がはたと凍こおりついた。


「だ、だめ！　やっぱりこれ以上は言わない！　わたしが不利になるもん！」


「……不利？」


　どういう意味だろう。


　ぽかんと首をかしげても、ユミィは顔を真っ赤にさせて。


「シェ、シェルティスは気にしないの！　むしろ気にしちゃだめ、だめなんだから！」


「ええ、またっ!?　あ、ちょっとユミィ、ほんとにどうして逃げるのさ!?」


「シェルティスのばかぁ──────っ！」














　あとがき







　人ひ間との決ほん意きは、天上旋律いとたかきねいろを紡つむぐことができるのか。





　本書を手にとってくださってありがとうございます、細さざ音ね啓けいです。


　エデン４巻、いかがでしたでしょうか。３巻が主人公シエルテイスVS黄金術式マハという頂上対決でしたので、４巻はあえて「等身大の人」を描くエピソードを絡からめてみました。３巻と４巻とで真逆の構成になりますが、どちらも行きつく先にある想いは一つなのかなと。


　主要人物も姿を見せはじめ、ドラマＣＤ化という嬉しいアクシデントにも、背を押されいよいよ物語も本格的に走り出していきたいところです。


　……というわけで。


　いまさらりと告知しましたとおり、『エデン』のドラマＣＤ化が決まりました！


　細音自身びっくりなのですが、これもすべて──編集Ｋさんやカスカベアキラさん、そして何より、この本を手にとってくださる全ての方のお陰です。


　今後、ドラマＣＤの情報はドラゴンマガジンや細音のブログ、そして製作元であるマリン・エンタテインメント様のホームページ等で掲載される予定です。要チェック！





　　　　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]





◆次巻予告




　永かった……ずっと……ずっとあなたのことを待っていた。


　さあシェルティス、空白わたしを追いかけてきてください。それが全ての始まりだから。







　天結宮ソフイアと統とう政せい庁ちようの会合に、両組織を代表するメンバーがひしめき集つどう。


　塔とうの巫み女こ代表であるユミィ、錬れん護ご士し筆頭のイシュタル。そしてシェルティスもまた、護衛として部隊の仲間と共に統政庁へ。


　会合に出席するユミィ。一方でシェルティスは、統政庁に隠かくされた秘密を垣かい間ま見る。


　しかしそこにはもう一つ、「招かれざる者」の影が潜ひそんでいて──





　それではまた十二月、『氷結鏡界のエデン５　絶対聖域』でお会いできますように。


二〇一〇年六月下旬　http://members2.jcom.home.ne.jp/0445901901/




細音　啓












氷ひよう結けつ鏡きよう界かいのエデン４


天てん上じよう旋せん律りつ





細さざ音ね　啓けい
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